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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　さて、はじめよう。

　まず、これから言うことをよく聞いておいてくれたまえ。ま、聞かずに後こう悔かいするのも、そちらの勝手だけれどね？

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいは、ファイブリアと呼ばれている世界だ。この世界の創造については、ずいぶんとたくさんの説がある。

　大多数の宗教では、この世は、始源の大だい父ふ神しんによって造りだされた、という見解をとっている。現存する善と悪、幸運と不幸の神々も含ふくめて、何もかもがだ。

　しかし、南の方にある女系の国、アマゾニアってとこじゃ大だい祖そ母ぼ神しんが産んだのだと言い張っている。

　そういえば、至高神フォレスを信しん仰こうする者のうち異い端たんの一派は、フォレスが創造神だと主張してたな。こんなのはもちろん、とんでもない勘かん違ちがいだ。フォレス自身が語った教義書をよく読めば、わかるはずなのだけど。人間は、いくら歴然たる証しよう拠こがあっても、信じたくないことは信じないものだよね。

　その他ほかにも、民間の伝承や、魔ま術じゆつ師しの秘ひ儀ぎ、異端の信仰等々の中に、今話したのとは違ちがった世界創造の伝説を、いくつだって見つけだせる。

　異端の中で、一番有力なものの一つは、眠ねむれる巨きよ人じん説だ。

　いずこかの虚こ空くうで夢見ながら眠る巨人の、よだれが海に、いびきが嵐あらしに、歯ぎしりが地じ震しんになってこの世界が生まれた、という説である。

　この説に関連して、一部の賢けん者じやからは、大地が造られる以前に地震が生まれるのはおかしいのではないかという反論もある。

　その理り屈くつは正しい。

　この説を確立したラオン賢者学院創造神学部の公式見解は『時間が創造されるよりも前のできごとであるから、それ以前それ以後という議論には意味がない』、というしろものだ。こちらも一理あると言えなくはない。二理以上のものは存在しないけれど。

　巨人説のうちでもさらに異端なものは、この世界は眠れる巨人の鼻ちょうちんであり、いつか破は裂れつするという立場を取る。これはラオン賢者学院の図書館司書アーベンスタ師が、はじめて唱えた説だ。

　けれども、大賢者ラヴェンナライマナーを委員長として結成されたエンデナンダ学院世界形態確かく認にん委員会が、骨占うらない、硬こう貨か占い、煙けむり占い、茶カス占い、手相、足相、黒子ほくろ占い、花占い、煙えん突とつ占い、猫ねこ占い、蟻あり占いなどの秘儀を駆く使しした結果、この世界は平らな皿状であると結論している。この冷厳たる事実があるからには、鼻ちょうちん説は世よ迷まい言でしかないと言えよう。

　世界創造説について、さらに珍めずらしいものとしては、源初の神々の唄うたから世界が生まれ出たという説がある。

　この説をとる賢者の多くは、世界を物質と霊れいの二元論的立場で解かい釈しやくする。

　善なる神々の唄のハーモニーが霊れい的てきな次元の高貴な存在を作り、混こん沌とんの神の調子はずれの金切り声がそのハーモニーと軋きしみ合い、そこから不ふ浄じようなる物質が生まれたという立場である。精神が高貴で物質が不浄だという主張の根こん拠きよは知られていない。

　音が物質を支配するという考えは、真音と呼ばれる言葉で呪じゆ文もんを唱える魔術師たちにも広く支持されている。彼らにしてみれば、支持しなければ自分の足元がぐらついてくるのだから無理もない。

　東にあるチリリア聖王国というところでは、七歳になると──この国では、七は音階を表す聖なる数字とされている──独唱の試験が行われる。その試験に合格した者は、僧そう侶りよとなるごく一部の者を別にして、清く正しい霊として昇しよう華かされ、神のみもとに送っていただける。

　つまり殺される。

　失格した音おん痴ちは、混沌の神の使いの妖よう魔まとみなされて、不浄なる物質世界に残ることを強制されるのだ。近ちか頃ごろでは、人口の九割九分九厘りんが不浄と判断されている始末で、大だい僧そう正じようをはなはだ嘆なげかせている。

　まだまだ別の説がある。大安売りできるくらいある。

　この世界は、もともとこれよりもさらに巨きよ大だいな世界の一部だったという説もある。それが、神々の戦いのおりに、この世界がちぎれてさまよいだしたのだ、というんである。なお、元の世界は、葡ぶ萄どう形だったとも、二つの円がつながった形だったとも言われている。

　さてさて、こうやっていくつも並べてきたが、異端正統を問わず多くの世界創造伝説に共通するのは創造神の存在である。眠れる巨人やら指揮棒ふりやら白い剣けんをもった黒い男やら、姿は色々だが、とにかく存在するのである。

　その存在を偉い大だいと呼ぶのかどうかということは、とりあえず置いておこう。

　で、ごく一部の神話を除いて、その創造神は、創造の後に闇やみの彼方かなたで眠りについた、という点でも一いつ致ちしている。

　だが、闇の彼方なる場所がどこなのかということは、これもまた、判然としないわけである。多くの頭の固い神官たちは、それを哲てつ学がく的な象しよう徴ちようとしてとらえているが、実在の場所として考える者もいる。かの大賢者ラヴェンナライマナーは、地じ獄ごくの角を左に曲がって、奈な落らくの方角に三千年ばかり落ちていったあたりではないかと、大著『神話的地理総覧』に書き残している。

　さて、死んでいるのではなく、眠っているからには、いつかは目が覚めることだろう。

　創造神といえば、神の中でも大物中の大物である。そんな神様が目覚めると、いったいどうなるのか。

　これもまた諸説紛ふん々ぷんではっきりしない。

　はっきりはしないが、創造神があくびをした拍ひよう子しに世界が吸いこまれてかみ砕くだかれるとか、背せ伸のびをした時に腕うでが当たってひっくり返される──世界が皿のようにひっくり返されれば、もちろんその上にのっかっている人間や生き物は、皿の上の料理のようにこぼれ落ちることだろう──とか、最後の審しん判ぱんだとか魂たましいの救済だとか再創造だとか、まあ大方ろくなことにはならないとされている。

　ところが、世の中には、きれいにおさまり返っているものがあればひっくり返したいと思う困った性格の人物がいるものである。

　というわけで、これからお話しするのは、そんなのが一人いるだけで、どれほど長い間、どれほどたくさんの人が迷めい惑わくするか、とそういう物語である。

　ついでに、これは、六人の若き──なかには、年ねん齢れい的にはそれほど若くないのもいるが──冒険者が、繭まゆから羽う化かするまでの物語でもある。

　前置きにおつきあいありがとう。薀うん蓄ちくは、もうあまり出てこないので安心してほしい。

　では、あらためて。

　はじめよう。
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　その若い男は背が高かった。

　厚みもあった。

　そして、背中にホブゴブリンの死体を背負っていた。

　ホブゴブリンというのは、人間を戯ぎ画が化したような姿の邪じや悪あくな生き物である。一いつ般ぱん的には、妖魔という存在に分類されている。

「お客さん、こういうものを部屋に持ちこもうとされちゃあ困るんだけどね」

　宿の親父おやじが、その男と扉とびらの間に立ちはだかっていた。愛あい想そを、母親の胎たい内ないに置き忘れてきたような顔つきだ。

　間ま違ちがいである。

　親父は愛想を置き忘れてきたわけではない。たった今、投げ捨てたところだ。

　ひょっとすると、まだ足元に転がっているかもしれないから、気になる人は探してみるといい。

　捨てたのは、目の前に立っている大おお柄がらな若い男が、彼の宿屋兼けん酒場に現れた直後。

「しかし、厩うまやに入れられない以上は、部屋に持ちこむしかありません。違いますか？」

　大おお真ま面じ目めである。

　その大男には、からかおうとか、いやがらせをしようとか、そういった考えはかけらも存在しない。そのことは、まっすぐに親父を見つめている目つきでわかる。

　巨きよ体たいをつつむプレートアーマーや、死体と一いつ緒しよに背負ったグレートソードといった、凶きよう悪あくそうな装備に似合わない、きらきらと輝かがやく純真な瞳ひとみであった。

　鎧よろいには、戦いくさの神ライリーの紋もん章しようが描えがかれている。それを見れば、大男の素す性じようは、誰だれにでもわかるはずだ。彼は、正義の戦いを求める神しん官かん騎き士しなのだ。そんな人物が、いやがらせのために無理難題をふっかけるはずがあろうか。

　あるはずがない。

　正義の信念に基もとづいているから、厄やつ介かいなのである。

「御ご主しゆ人じん、先に口に出した言葉を違たがえるのは、神の御み教おしえに反します」

　妖魔の死体は、ひどい悪あく臭しゆうを放っていた。

　あたりまえである。死んでから丸一日すぎているのだ。

『イシュカに交こう渉しようを任せるのが、そもそもまちがいなんでしょうけどね』

　と、大男の後ろに、仲間たちとともに立っている女の子は思った。彼女の名は、ウィブ。今年、十七になる。イシュカ、というのが大男の名前だ。

　彼ら六人は、峠とうげで旅人を襲おそっていたゴブリンを退治してきたところなのである。

　ゴブリンは代表的な妖魔だ。短い角と汚きたない爪つめのある、小こ柄がらな人間といった姿。素早くて力が強く、何より性しよう悪わるだ。旅人を包囲して、背中の荷物を奪うばい、取り返そうとするとパスして翻ほん弄ろうし、バカにする。たまに殺したりする。

　退治したくもなろうってものだろう？

　ホブゴブリンは、ゴブリンの親しん戚せき筋で、よく用心棒をしている。

　今回もしていた。

　で、退治した証拠に持ち帰ってきたのである。

　イシュカは、まだ、宿の主人を相手にああだこうだ言っている。

　だいたい、神官騎士といえば頑がん固こで融ゆう通ずうが利きかないタイプと相場は決まっている。

　ウィブは、昔、旅回りの演芸団にいた頃ころに、それをいやになるくらい思い知ったものだ。

　好きになるほど思い知った、という人はあまりいないが。

　世間知らずで融通が利かないというのは、イシュカにもあてはまっている。ただ彼は、戒かい律りつを厳しく人に押しつけるようなことはしないのがまだ救いだが。戦神の神官騎士は、絶対の正義をふりかざす至高神フォレスの神官騎士よりは一般的にましではある。

　ただ、神の権けん威いを信じて、いつも会話の主導権を握にぎりたがるから困ったものなのだ。

「馬が怯おびえるからこれを厩に入れるなとおっしゃったのは、御主人でしたぞ」

　イシュカの、ごく生きまじめな口調の声でウィブは我に返った。

「だから、そもそもあんたらを泊とめるたあ言ってないでしょうが」

「ですが、泊めていただけないのは、たいへんに困る」

　神官騎士は、もともとやや猫ねこ背ぜぎみの背中をさらに丸めて、宿の親父に顔をぐいっと近づけた。腰こしをかなり曲げないと、顔と顔が正面から向かいあわないからである。

　イシュカいわく。

　神の御使いたるものは、人を見下すような態度をとってはならない。

　しかし、あの身長なら、見降ろすのは仕方ないんじゃないかと、ウィブは思う。

　彼の巨体は今にも、親父にのしかかってゆきそうだった。イシュカは、筋肉の固まりのような体格である。

　かなり怖こわい。

　顔は朴ぼく訥とつそうだが、その横では逆さのホブゴブリンが白目を剝むいていたりする。

　宿の親父は、思わず一歩下がった。

　イシュカが、大きく一歩前に進み出る。

　本人のつもりはともかく、嚇おどかしているようにしか見えない。

　イシュカの素そ朴ぼくな顔はあまり威い圧あつ的ではないが、宿屋の親父は、脅きよう迫はくされていると感じている表情だ。

「御主人、私たちは、妖魔との戦いで疲つかれているんです。中には女性もおります。一刻も早く休みたいのですよ」

　宿の親父は、また一歩後ろに下がった。

　イシュカが、また大きく一歩進み出る。

　いつのまにか、二人とも、扉から宿の中に入っていた。イシュカの体で一いつ杯ぱいにふさがれていた入り口に、隙すき間まができる。

　するする。

　イシュカの後ろから、ウィブをはじめとする彼の連れたちが五人、ぞろぞろと宿の中に入ってきた。

　少し長くなるが、紹しよう介かいしておこう。

　まずは、ウィブ本人である。濃こい茶ちや色いろの髪かみをおおざっぱに肩かたできりそろえている。若じやつ干かんくせっ毛だが、色合いはけっこう気にいっている。顔つきが子供っぽいのが悩なやみの種の一つだが、まだまだこれからと自分を慰なぐさめている毎日だ。

　彼女は、背中にロングボウをくくりつけ、なめした革かわを鎧っぽくつなげたものを着ている。すらりと伸のびた足のすねには、毛皮を巻いている。どこから見ても、森の狩人かりゆうど風のいでたち、のつもりである。しかし、腰にさげた小こ袋ぶくろには、ひそかに合あい鍵かぎの束や針金や小型のやすりがつまっているのだ。本業は盗とう賊ぞく。もっとも、ここ半年ばかりは、ひとさまの持ち物に手をつけたことはない。

　ウィブの右には、煮に固かためた皮革をつなげて、本格的な鎧にしたものをまとっている少年がいた。いわゆるハードレザーアーマーだが、サイズが異なっていたものを作り直したらしく、ところどころがちぐはぐだ。彼は、かなり大きめの棍こん棒ぼうをもてあそんでいる。先せん端たんに打だ撃げき用の金属部をとりつけた、メイスと呼ばれる武器だ。くわえて、背中に丸い楯たてを背負っている。表情は、どちらかといえばやんちゃ坊ぼう主ずといった感じ。仲間うちで最年少のソアラは、ウィブより一つ下だ。

　彼の名はソアラ・シルフィーユという。眉まゆ毛げが太い。

　ソアラの腰から下に目をやると、つま先でなにやらリズムをとっている、子供のように小さな男がいた。

　彼の名はピコ、吟ぎん遊ゆう詩人を名乗っているが、仲間たちはそれは唄うたに対する冒ぼう瀆とくだと思っている。草原妖よう精せいの生まれだ。ウィブとは一番つきあいが古い。

　その後で入ってきたのは、厚みでは及およばないものの、身長ではイシュカに優まさる、傭よう兵へい風のみなりをした青年だ。

　スランバードという名だが、ウィブたちは略してスランと呼んでいる。

　すらりとした体つきと整った顔だち、柔やわらかそうな髪の持ち主で、たいていのところでは美男子で通るだろう。しかし、外見に騙だまされて優やさ男おとことなめてかかれば痛い目にあう。彼は、かなり腕うでが立つ剣けん士しなのだ。

　その後ろに娘むすめが一人。耳の先がつんと尖とがって、はしばみ色の大きな目は目め尻じりがつりあがっている。森妖精の血が混じった、半妖精のあかしだ。腰まで伸ばしたつややかな黒くろ髪かみは、やや青みがかっている。

　まだかなり若いように見えるが、半妖精の年ねん齢れいは判断が難しい。一人前の真音魔ま術じゆつ師しのしるしである杖つえを持っているから、それなりの年月の修しゆ行ぎようをつんでいるはずだ。だが、彼女に面と向かって年齢を尋たずねる勇気の持ち主は、かつていなかった。意外とあっさり教えてくれそうな気もするが、ウィブはその予想を確かめるつもりはない。

　彼女の名はタリアという。

　じつはタリアの後に、まだ長々しく森妖精語の名前が続くのだが、覚えているのは従者のイシュカだけで、しかも彼には流りゆう暢ちように発音できないときている。

　ちなみに、タリア本人も覚えきってないらしい。

　そのタリアが、イシュカの広い背中をつついた。

「イシュカ、まだ部屋に入れないの？」

「すいません、姫ひめ。も、も、もう少し待ってください」

　イシュカの顔がひきつった。細い目に、はっきりと怯えがある。

　タリアは、別に高びしゃではなく、命令口調でもなく、まして脅おどすようなところはなくて、むしろ甘えるのに近い口調だったのだ。

　が。

　イシュカは、額に汗あせまで浮うかべている。

　なんなのだか。

　イシュカは、タリアを〝姫〟と呼んだ。旅りよ塵じんで多少汚よごれてはいるが、彼女の衣服は確かに高価な素材でできているし、仕立ても上等だ。ウィブだって女の子だから、そのくらいは見分けがつく。

　しかし、ほおをふくらませ、唇くちびるをつきだしている表情は子供じみていて、あんまり気品は感じられない。

　それも、何不自由ない生活をしてきたゆえのわがままさなのかもしれないけれど。

　実際のところ、彼女の素性を、ウィブはよく知らない。たぶん、仲間内の誰も知らないはずだ。

　半妖精の女魔ま法ほう使つかいと彼女の従者の神官騎士という奇き妙みような二人組に出会ってすぐの頃、こんな会話を交かわしたことがある。あれは、もう半年ほど前だ。会話のきっかけがなんだったのかは、もう覚えていない。

「ねえねえ、タリアってさあ」

　と話しかけたのが、ウィブ自身だったのは記き憶おくにある。

「姫、です。そうお呼びください」

　呼びかけられたタリアより早く、イシュカが言った。

「姫ってさあ」

　と、素直にウィブは言い直した。口調は、高貴の人への呼びかけらしいものではなかったけれども。

「姫って、本当にお姫様なの？」

　そのとおりなのだとしたら、ずいぶんと失礼な質問である。

「……えっとぉ」

　タリアは何か言いかけたが、彼女より早く、イシュカがまくしたてていた。

「当然です。姫の母上は森妖精の族長の娘でいらっしゃいました。そしてある日、冒ぼう険けんを求めて森を訪おとずれた騎士である父上と出会われたのです!!」

「ふーん、そうなの？」

　タリアが返事をする前に。

　また、イシュカ。

「はい、そうに決まっています。姫は断だん片ぺん的にしか教えてくださいませんが、私にはわかっているのです！」

　断・言。

　周知の事実ではあるが、神しん官かん騎き士しは、思いこみの激しい性格が多い。

「イシュカ、まだなの？」

　ふたたび尋ねる現実のタリアの声で、ウィブは、回想から我に返った。

　イシュカは、いつのまにか胸をそらす姿勢になっていた。宿の親父おやじが、気合いで彼を押し返しているのである。

　タリアとの会話でできた隙すきが、イシュカの命取りであった。

「あんたね」

　親父の呼びかけが、お客さんから、あんたに変わっている。

「常識で考えろよ、常識で。こんなもん持ちこまれちゃあ迷めい惑わくなの」

「しかし、私たちだって困るんですよ。この死体をちゃんと持ちかえらないと、ファードリの街の警備隊から懸けん賞しよう金がもらえないんですから」

「困んのは、こっちなんだよ！」

　宿の親父は、とうとう怒ど鳴なり始めた。

　無理もないが。

　親父は、ずいっと、首を伸ばして、イシュカを睨にらみつけた。イシュカは、つい一歩後ろに下がった。

　実を言うと、

　見かけと信念には似合わず、気は弱いのである。

　外に押しだされたくはないので、ウィブは右に一歩踏ふみだした。タリアも一いつ緒しよだ。戦士二人は、左に出た。

　イシュカはどうでもいいから、自分の部屋はどさくさまぎれになんとか確保してやろう。そういう考えが、態度に見えている。

「とにかく、何があろうが、化け物の死し骸がいなんぞ俺の店には持ちこませねえからな」

　宿の親父は、ぐいっと右みぎ袖そでをまくりあげた。

　イシュカは、困り果てた顔である。親父の腕も細くはないが、丸太のようなイシュカの腕にはかなわない。かといって、神官騎士が罪も無い一いつ般ぱん人を殴なぐりつけるわけにはゆかない。しかし、イシュカも黙だまって殴られたくはない。

　巨きよ体たいの神官騎士は、知ち恵えをしぼっているようすだった。

　イシュカの記憶力や知識量は、なかなかのものである。神しん殿でんの学問所では好成績をおさめたらしい。実際、半日ほどかかる戦勝を願う長い長い祈いのりを完かん璧ぺきに覚えこんでいるのは、たいしたものだとウィブも思う。

　対人関係をはじめとして、応用力にはやや難があるが。

　やや、どころではないかもしれない。

「しかし、道に放ほうり出しておくわけにもゆきません。もし、通りすがりの腐ふ肉にく喰くらいにでも食べられたら、賞金がもらえなくなります。あなたが責任をとってくださるのですか」

　必死の説得だった。

　ウィブは、親父の目がそれている間に、素す早ばやく空いたカウンター席に腰こしをおろしながら、それを聞いた。

　あ、こういうご無む体たいな責任のおしつけ方は姫流だなあ。けど、姫ならではの、無理を道理に思わせてしまう強ごう引いんな迫はく力りよくに欠けてる。

　これじゃ通用しないな。

　というのが、ウィブの評価だった。

　当のタリアは、もうイシュカの方を見もせず、ウェイトレスにオレンゴの実の果か汁じゆうをしぼったものを注文している。

「どうですか。責任を……」

「てめえ、馬ば鹿かにしてるのか！」

　イシュカの言葉を、親父の怒鳴り声がさえぎった。

　ほら、案の定。ウィブも、果汁を注文しながら思った。

「腐肉喰らいってな、薄うす汚ぎたねえところにしかいないやつだろうが!!」

　そのとおり。不潔なところに好んで住む、ねばねばした死体のような怪かい物ぶつである。

「そんなやつが、このあたりにいるわけはねえだろう。俺っちの村をこけにしたやつに貸す部屋はねえ！　さっさと出てってもらおうか」

　さすが海千山千の宿屋の親父であった。

　みごとな論理のすり替かえである。

　イシュカが、思わず一歩下がってしまうほどの巧たくみさであった。

　イシュカが下げた右足の、かかとだけが宿の外に出た。

　さらに、親父が迫せまろうとする。もう片方の袖もまくりあげていた。

　オレンゴの果汁が届いた。それを運んできたウェイトレスに、タリアとウィブは、クッキーの盛り合わせを三皿注文した。ちなみに、タリアが二皿食べる。

　その周りでは、常連らしいおっさんたちが、エールのマグを傾かたむけながら、イシュカと親父の奮ふん闘とうを観戦中である。まだ、日が暮れかかる頃ころだというのに、なかなか暇ひま人じんの多い村である。

　イシュカは、必死の反論を試みていた。

「あ、いや。決して、そんな風に思ったわけでは。御ご主しゆ人じん、私わたくしは、ライリーの神官騎士です。私を信じてください」

「てめえは、阿あ呆ほかっ！　何を言ってるのか自分でわかってんのか？」

「失敬なっ。あ、いや。ライリーの神官騎士は、ひとさまに迷惑をかけるようなことは決して」

「もう、かけてんだろうがよ！」

　親父はすっかり逆上している。

　とうとう我が慢まんが限界に達したのか、親父の手がすっと伸のびると、扉とびらの横に積んであった薪まきざっぽうを握にぎりしめた。

　クッキーがテーブルに届く。ウィブは片方の手を伸ばした。

　タリアは両方の手を伸ばした。

　その時。

　小さな手が、宿屋の親父の前かけの裾すそを引いた。

「まあまあ、おじさん。そうかっかしないでさ。踊おどらない？」

　ピコが言った。

　親父は、まじまじと声の主を見つめた。

　彼のでっぱった腹のあたりで、たれさがってしまいそうなくらいにふくよかなほっぺたの顔が、にこにこと笑っていた。無む邪じや気きな笑え顔がお、に見える。

　耳の先せん端たんが、タリア同様に尖っている。

　子供ではない。

　草原妖よう精せいである。

　草原妖精の笑顔。

　油断は禁物だ、と親父は思った。

　草原妖精と森妖精は遠い親しん戚せきにあたる。はとこの子くらいだ。森妖精は、すらりとした長身の美しい種族だが、草原妖精は、人間の子供ほどの身長しかない。姿形も、人間の子供によく似ている。成人しても、せいぜい人間なら十代の前半にしか見えない。

　だからといって、気き性しようや知能程度も子供なみだろうと油断していると、手痛いしっぺがえしをくらうことになる。彼らはなかなかにしたたかで、その手先は、実に器用なのだ。二枚の金貨を三枚に見せかけるくらいのことは、簡単にやってのける。

　長いこと宿屋をやっていれば、その程度のことは覚えるものだ。だから、そのあたりの警けい戒かいは怠おこたらなかった。

　親父、まだまだ甘い。

　ピコは、にこにこしながら、もう一度言った。

「踊ろう。悩なやまないですむよ」

「……何だって？」

　親父は、思わず聞き返していた。そこに、一いつ瞬しゆんの隙ができた。

「踊ろうって、言ったのさ」

　突とつ然ぜん、ピコの手の中に、七弦げんのリュートが現れた。

　魔ま法ほうを使ったわけではない。そう思えるほど、素早かっただけだ。

　小さな丸まっちい手が、弦をかき鳴らした。

　つぶらな、と形容しても文句はでないだろう──彼の本性を知らなければ、だが──目が、ウィブを見つめてウインクする。

「姉ちゃん、あわせてね」

　この中では、ウィブが一番ピコとのつきあいは長い。一年だ。この一言で、ピコが何を考えているのかわかる程度には長い。

　一日つきあっただけでも、予想はつくようになるんだが。

　ウィブは、素早く手巾ハンカチを耳みみ栓せんにした。そして、横笛を腰こし帯おびから引き抜ぬき、唇くちびるに当てた。

　残りの仲間たちも、両手で耳をふさいでいる。

　動作が遅おくれたのは、イシュカだけ。

　ピコが唄うたい始めた。





踊ろ　踊ろよ　拍ひよう子しをあわせて






　第一声がいきなり調子はずれだった。





気楽に　いこうよ　世の中は






　次の節も音がずれていた。





楽しい暮らしさ　冒ぼう険けん者

明日の心配　いりやせぬ

今日は命が　あるかしら

それだけ心配　してりゃいい～






　唄えば唄うほど、音がはずれていく。しかし、めげない。リュートの腹を叩たたいて、声をはりあげる。伴ばん奏そうのはずのウィブの横笛も、まったくテンポがずれている。聞こえていないのだから無理もないが。

　だのに。

　リュートが刻むリズムに合わせて、宿の親父の右足が、ひょいと上がった。それが下りると、左足がひょいと上がる。右手、左手、交こう互ごに振ふられる。

　踊っている。

　意外と軽かろやかな動きであった。若い頃は、村の祭りでならしたもんであろうと感じさせる踊りである。
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　踊りながら、親父おやじは、青い顔をして、わめいた。

「なんじゃあ、これは」

　呪じゆ曲きよくである。

「どうなってるんだ!?」

　楽器の響ひびきで、心や体の動きを操あやつることができるのだ。なお、歌詩および歌声はどんなものでもかまわない、ということを一言つけくわえておきたい。

「こりゃあ！　その唄をやめろ」

　罵ば声せいが飛んだ。

　飛ばした常連も、すでに踊らされていた。

　宿屋中、踊っている。

　踊っていないのは、ウィブとタリアとソアラとスランだけだ。あとは皆みな怒いかり狂くるった顔つきで踊っている。イシュカは、背中にホブゴブリンの死体を背負ったまま、情けなさそうな表情で踊っていた。

　彼がステップを踏むたびに、背中のホブゴブリンの死体も手足が揺ゆれて、踊っているように見えた。

　それは、辺境の島国に伝わるカンカンノウという踊りに似ていた。この場の誰だれも、存在すら知らない踊りだろうが。

　踊りながら、みんな、怒りで顔が真っ赤だった。

　唯ゆい一いつ楽しげなのは、ピコだけである。たっぷり五番の歌詩まで唄って、演奏を止めた。

「楽しかったろ？　おじさん」

　目玉をくりくりさせて、ピコが言った。

「悩みを忘れられるだろ？　踊るって楽しいだろ？」

　にこにこ。無邪気に笑っている。

　ウィブもにこにこ。口もとは、ひきつっているが。

　親父は、こめかみに血管を浮うきださせていた。今にもはち切れそうだ。口の端はしがつりあがり、白い泡あわがこぼれている。

　タリアも、イシュカも、ソアラも、笑ってみせた。

　親父は、息を吸った。

「出てけ!!」

　親父は、ピコの首根っこをつかんで、放り投げた。
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　日はとっぷりと暮れていた。

　地平線近くに、三日月が出ている。

　ウィブたちは、野宿できる場所を探してとぼとぼと歩いていた。

　ちなみに、ピコはまだリズムを取っている。

　宿屋を出て、しばらく当てもなしに歩いたところで、ウィブはふと気がついた。

「あれ、スランは？」

　五人しかいない。

　あわてて、あたりを探した。

「あ、あんな所にいた」

　見つけたのはソアラだった。

　スランは、さっきの宿屋の裏口、つまり台所側から出てくるところだった。右手には、よく焼けた鳥の片足を握っている。しかも、裏口には、彼を見送る、若い女性の影かげがあったりもした。ウェイトレスであろう。

　じっと見つめているみんなを見返して、スランは、無言のまま平然と鳥をかじっている。

　ま、いつものことだ。

　しばらく、黙もく々もくと歩く。当てはない。

「イシュカ、あたし今日こそは柔やわらかい寝しん台だいで寝ねたい」

「あたしもー」

　唐とう突とつなタリアの声を、ウィブが追っかける。〝姫ひめ〟と元盗とう賊ぞくの女の子、妙みように息が合う。

「えーと、その、すいません」

　神しん官かん騎き士しが、幅はばの広い肩かたを、ぎゅうっと縮めた。ホブゴブリンがずり落ちかけたのを、肩をゆすってもとに戻もどす。

「俺も、もう野宿は勘かん弁べんしてほしいなー」

　とソアラが言って、スランがうなずく。

「悪かったですね」

　肩をそびやかして、イシュカは憮ぶ然ぜんとした声で言った。視線を、ちらりと右横、やや下方に送る。

「まあ、いいじゃない。焚たき火を囲んで踊るのも、いいもんだよ」

　ピコが言った。

　笑っている。

　作り笑いではない。本気で笑っているのである。

　ウィブは知っている。この草原妖精が、彼女のことを姉ちゃんと呼んで、つきまといはじめた直後から知っている。彼は、踊るきっかけが欲しいだけで、あとは何も考えちゃいないのだ。

　わかっていながら、乗せられると、つい伴奏してしまうウィブであった。

　特に反省もしていないが。

　その時だった。

　冒険者たちの背後から、声がかけられた。

「もし。あなたがたは、いわゆる冒険者ではありませんか？」

「はい、そうですが」

　くるり。

　いちはやく返事をしたのは、またもや、イシュカだ。

　全員が、しまった、と思った。角度にして三十度ほど遅れて、みんなも振り返る。

　声をかけてきたのは、中年の男だった。決して豪ごう華かなものではないが、裕ゆう福ふくそうなみなりである。

「あれ？　おじさん、さっき酒場にいませんでした？」

　ウィブの言葉に、中年の男は、うなずいた。

「ジョッシュ・パリタンと申します。この近くで農場をやっている者なのですが」

「ところでジョッシュさん、我々に何か御ご用ようでしょうか」

　またもや、イシュカが口を出す。いったん、ウィブに向き直りかけたジョッシュだったが、またイシュカの方を向いた。くるくるくるくると、忙いそがしい人である。

「はい、実は冒険者のかたに、お願いしたいことがありまして」

　冒険者。

　怪かい物ぶつ退治や、古代遺い跡せきでの宝探しをはじめとして、護衛、荷物のお届け、探たん偵てい役、魔ま物もの狩がり、花はな嫁よめ代理、その他なんでもこなす、もめごとの始末屋だ。

　あぶれ者、社会不適格者、自殺志願者、流血欲よく情じよう症しよう、守しゆ銭せん奴ど、狂きよう信しん者、世にも怪あやしい魔ま術じゆつ師し、脳みそまで筋肉、等々の集まりで、夢のようなことばっかり言って足が地についてない連中だ、などとろくな認にん識しきをされていないが、そのほとんどは、偏へん見けんでもなんでもない事実である。

　まともな一いつ般ぱん市民なら、よほどの事情でもないかぎり、関かかわろうとはしない相手だ。

　このジョッシュには、その、よほどの事情というやつがあるのだろう。

「もし、私のお願いを引き受けていただけるのなら、今夜の寝場所を提供させていただきます。なんでしたら、その死体を運ぶ荷馬車をお貸しできますが」

「困っている人を助けるのは神官騎士のつと……」

　言いかけたイシュカが、急に口を閉じた。奥歯をぎゅっと、くいしばっている。イシュカの巨きよ体たいの陰かげに、にこにこ笑いかけるタリアの姿があった。

「はあ、それはありがたいお話なのですが」

　情けなさそうな顔つきで、イシュカは言った。

「あー、ライリーの神官騎士がいきなりこのようなことを申し上げるのも何なんですが」

「はい」

　ジョッシュの顔が緊きん張ちようした。瞳ひとみが不安げである。

「お礼はいかほど頂けるのでしょう？」

　タリアの細い可か憐れんな指が、イシュカの脇わき腹ばらをつねりあげている。しかしそれは、ジョッシュの側からは見えないのだった。

　ウィブからは丸見えである。

　姫って、育ちがいいわりには、お金にうるさいのよね。

　つかつか。ウィブもにこにこと笑いながらイシュカに近づいた。

　うるさいけど、駆かけ引きの技術はないのよね。押しばっかりだもん。やっぱり、そこが『姫』なのかしらん。

　というわけで、ウィブの小さなかかとが、イシュカのつま先にのっかった。

「……ふうむ。どうでしょう。お一人につき、パチール金貨五枚ということでは？　もちろん一晩でですが」

「それはもうっつっ……」

　イシュカが乗り気で返答しかけたところで、すかさずタリアの指先に力がこもる。

「では、あとパクール銀貨を五枚ずつうわのせさせていただきますが」

「わかりまっつっ……、いやその」

　ウィブの足に力がこもる。

「腹減ったなー。スラン」

　ソアラの声が、これがまた、絶ぜつ妙みようの間なのである。スラン、黙だまってうなずく。

「もちろん、今夜の食事、それから仕事中の食事や寝場所の御ご心しん配ぱいはいりませんとも」

「はあ、それならっつっ……」

　娘たちは、ただにこにこと笑っていた。

　交こう渉しようは、かなりもつれこんだ。終わる頃ころには、イシュカの脇腹は痣あざだらけになり、つま先は腫はれあがっていた。

　甘いのである、彼は。

　何事にも。
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　さて、なんだかんだで数日後。

　ウィブたちは、ジョッシュの屋や敷しきにいた。

　来るのは二度目である。ホブゴブリンの死体は、ファードリの警備隊に届けた。賞金も受け取って、それから、こうしてジョッシュの農場にやってきたのだ。

　ちょっとした、どころではない。

　ずいぶんと立派な農場であった。

　依い頼らいの内容については、前回泊とめてもらった時に、すでに聞いている。

　ここ半年ほど、新月の夜になると、正体不明の何者かが農場を荒あらすのだそうで、依頼というのは、その正体を見み極きわめることだった。荒らすといっても、牧草を引き抜ぬいたり、家か畜ちくを怯おびえさせたりという程度で、たいした実害はない。しかし、人間以外の相手なのは確かで、どうにも気持ちが悪い。それでも、退治ではなく、正体の解明を依頼するあたり、ジョッシュ氏もなかなかの人物であると言えよう。

　正体が単なる獣けものであれば、うちだけでもなんとでもなります、とジョッシュは言った。

　報ほう酬しゆうは、一晩の警備で、パチール金貨が一人ごとに十枚ずつ。しかも、事件の解決の具合によってはボーナスも考えてくれるという。かなりの好条件である。

　むろん、好条件にいたるまでに、イシュカがずいぶん涙なみだをのみこむことになったが。

　冒ぼう険けん者たちが、ジョッシュの屋敷に到とう着ちやくしたのは、夕方だった。

「お酒の趣しゆ味みは褒ほめてあげるわ、ジョッシュさん」

　彼女たちは、いきなり吞のみはじめていた。

　確かに、今日はまだ新月ではない。新月は明日だ。この農場に怪物がでるのは、今までは新月に限られていた、という話ではある。

　しかし、これからもそうだとは限らない。

　傭よう兵へいだ、冒険者だと名乗るなら、そのくらいの用心はしておくべきだろうという意見はあろう。

　もちろん、彼らだってそのくらい心得ている。

　しかし、吞まないわけにはいかない状態というのが、世の中には存在するのである。

　たとえば。

　一つ仕事が終わって。

　きちんと報酬も手にして、ふところは温かく、とりあえずは明日の食事を心配する必要もなく。

　しかも、金を払はらわずに吞める場合である。

「こら、イシュカ。もっろ、飲みなふぁい」

　タリアは、すっかりできあがっていた。

　尖とがった耳の先せん端たんまで完全に真っ赤になって、アーモンド形の目がとろんとしている。

「姫？　そろそろ、およしになったほうがよろしいんじゃないでしょうか……」

　イシュカは、銅製のジョッキで、目の前につきだされたエールの瓶びんの中身を受けながら、なだめるような調子で言った。背中を、叱しかられた子供か猫ねこのように丸めている。ジョッキは、彼の手の中にすっぽりとおさまる程度の大きさだったが、それを満たすと、瓶の中身が三分の一になっていた。

「あっとっと」

　あふれそうになったエールを吸い取ると、イシュカは、そのままジョッキの中身を飲み干した。

　小さな目元がほんのり赤いのが、無ぶ精しようひげとあいまって、なかなか気持ち悪い。おっさんくさいくせに可愛かわいいとか。

　一方、可愛いくせにおっさんくさいのがタリア。

「なに言っれるの。わたいはまだ、ほとんろ飲んれにゃいわよ」

　事実である。彼女の前には、指ゆび貫ぬきほどの大きさのグラスがおかれているきりだ。しかも、中身は、まだ半分以上残っている。

　吞まなくとも、酔よう奴やつは酔う。

　腹がからっぽのまま酒を吞むと回りが速いというが、タリアの前には、つまみの皿のうち三分の一以上がからっぽになって積まれていた。

　世間の言うことなど、当てにならない。

「あんららちもっ、もっろ飲むの」

　そう言うと、タリアは、テーブルに置かれたいくつものジョッキに、エールを注いだ。

「ねえ、踊おどらない？」

　ピコが、妙な拍ひよう子しにあわせて腰こしを振ふりながら、タリアたちに呼びかけた。

「下品なおりょりにぇ」

「ええーい、やめんか」

　イシュカが、からっぽの酒瓶を投げつけた。

　同時に、ピコが背骨を大きくそらした。そういう振り付けらしい。

　飛んでいった酒瓶は、ちょうど入ってきたジョッシュの顔面に命中した。ぱかっと割れる。ジョッシュは、ものも言わずにぶっ倒たおれた。

　イシュカは、真っ青になって立ち上がった。

　タリアはけたたましく笑い、ピコは踊っていた。スランは平然と十三杯目のジョッキを空け、ソアラとウィブはすでにつぶれていた。

　イシュカが、ジョッシュと、酔った者たちを部屋に運びこんでいる間に、スランはいつの間にか、割り当てられた部屋以外の部屋に消えてしまっていた。

　給きゆう仕じしてくれていた召めし使いの娘むすめも、いなくなっている。

　こうして、夜は更ふけていった。

　翌日は、あっというまにやってきた。

　その日は、二日酔いの日だった。

　タリアではない。無論、ピコやスランやイシュカの話ではない。

「うー」

　早々とつぶれてしまった二人が、どういうわけか二日酔いなのである。

　唸うなって、寝こんでいるのはウィブ。

　便所にかけこんでは、食事を吐はいているのがソアラだった。

　だったら食べなければいいだろう、と言えるのは幸せな食生活を送ってきた証しよう拠こ。食える時には、何があろうと食べてしまうのが、冒険者の悲しい性さがなのだ。

　ソアラにとっては、これも戦いの一つなのである。雄お々おしくもげろを吐く少年勇者ソアラであった。

　ジョッシュ氏がまた、親切なことに、食べれば食べるだけ食事を出してくれるのである。顔には青あお痣あざが残っているというのに。

　ただの馬ば鹿かなのかもしれない。

　という疑いをウィブがもってしまうほどの愛あい想その良さだった。

　しかし、彼女がそんなことを考えられるのも、頭痛が去ってくれるほんの一いつ瞬しゆんだけ。後は、うなって寝ているしかないのである。

　さて。

　仲間が二人役に立たないからといって、ぶらぶらしているわけにもゆかない。看病の必要が、そうそうあるわけではなし。

　彼らも冒険者である。やるべきことはやる。

　残りの者たちは、手分けして出しゆつ没ぼつする怪かい物ぶつの手がかりを探すことにした。

　まず、目もく撃げき者に対する聞きこみである。ジョッシュは実に協力的な依頼人だった。屋敷の使用人を全員集めて、一人一人順番に話せるようにとりはからってくれたのだ。ちなみに、彼ら、今日は自分たちの小屋に戻もどらず、屋敷に皆みなで泊とまりこむことになっている。

　収しゆう穫かくは何もなかった。

　主に質問していたのはイシュカ、そこに横から口をはさむのがタリアだ。スランは黙って、かたわらに腰をおろしていた。ゆうべ給仕をしてくれていた娘は、彼の前にでると、ほおを赤らめたが、役に立つことは何も言わなかった。

　ピコも、何かと口をはさもうとしたのだが、そのたびにイシュカに封ふうじられた。

　結局、たいしたことはわからないままだ。

　月のない闇やみ夜よにかぎって、何かの気配が農場のあちこちを動き回ること。翌朝になると、野菜が引き抜かれていたり、薬草が原っぱごとむしられていたり、といったことが起こったこと。どれも、すでにジョッシュから聞いていたことの確かく認にんだった。

　あとは、屈くつ強きような若い召し使いが追いかけたこともあるが、気配の主は、光が届く範はん囲いには絶対に入ってこなかったという。

　光を嫌きらう動物や怪物については、冒険者たちも、いくつか話を聞いたことはあったが、そのうちどれだとも特定できなかった。ウィブがそういったことに一番詳くわしいのだが、寝こんでたし。

　ともあれ、出没するのは闇やみに潜ひそむ謎なぞの怪物だ。

　ふつうは怖こわい。

　うずうず。

　謎めけば謎めくほどに、ピコの好こう奇き心しんは刺し激げきされる。

　時には、家畜が行方ゆくえ不明になることもあるという。

　そう聞いて、ピコは部屋を飛び出した。そして、走った。

　馬小屋に。

　草原妖よう精せいは、鳥や動物と意思を交かわすことができる。素す晴ばらしい。

　だがピコは、別にみんなの役に立とうと一いち念ねん発ほつ起きしたわけではない。単に自分の好奇心を満足させようとしただけである。

　馬小屋には、十頭あまりの馬がいた。

　飛びこむなり、呼びかける。

「ねえねえねえねえねえ」

　息をつげ。

「ねねねねねねねね」

　息もつかない勢いで呼びかけられても、馬も困るのである。

「新月の夜に何が来るのか、君たち知らないかい？」

　音は外すが、さすがに歌い手である。肺活量はたいしたものだ。ここまで一息。

　しかし、馬からの返答はなかった。

　馬には、新月がなんのことだかわからなかったのである。

　しばらく考えて、群れの語りべらしい老馬が、言った。

「月なら毎日新しいのが昇のぼってきとるがね」

　人間の使う共通語を馬の言葉に直訳しても通じない。

　だが、ピコはくじけない。

「そうじゃなくて。真っ暗な晩に、何かが来るんだよね？」

「あー、何が来るのかね？」

「聞いてんのは僕なんだけど」

「聞いているのは、僕らだろ？　あんたは話してるんじゃないか」

　若い馬も口を出してきた。

「違ちがうよ、聞いているのが僕で、みんなが答えるんじゃないか」

「みんなで答えるのか？」

「え、俺も答えなくちゃいかんのか？」

「わしも、近ちか頃ごろはとんと脚あしが遅おそくなってしもうて」

「腹減ったー」

　馬は一いつ斉せいに話しだした。動物の言葉で、人間の言い回しをそのまま使おうとしても、通用しないんだというのに。

「静かにしてよー」

　静かになった。

　馬はわりと素す直なおである。犬はもっと素直である。これが猫ならこうはいかない。

「真っ暗な夜に、何か来るんじゃないかって聞いてるんだよ」

「ああ。来るぞ。近所の洞どう窟くつに住んでる蝙蝠こうもりが時々遠出してくるし」

「へえ、蝙蝠なんか住んでるんだ」

「うむ。他ほかにも色々訪ねてくるぞ」

「どんなのが？」

「白くて小さいのとかな。ちょっとお前さんに似てるぞ」

「もっと、面おも白しろいのは来ないの？」

　実は、その白くて小さいのが、新月の夜にやってくる化け物なのだが。馬に対して、そのことに気がつけというのは無理な話だ。ピコにはさらに無理な要求だった。

「狼おおかみなんかも来るがな。わしらの足に追いつけないのはわかっとるから、すごすご帰ってゆくぞ」

　人間が追い払はらっているのである。

「おいらも速いぜ」

　ピコは、結構、負けず嫌ぎらいなのだ。

「走りっこしようぜ」

　何をしに来たのか、もうすっかり忘れている。

　ピコは、馬たちを草っ原に連れ出した。そして、日が暮れるまで、駆かけ比べて遊びほうけていたのだった。

　牧童たちが、彼らを日暮れまでに連れ帰るのに、えらく苦労をさせられた。

　人間への質問は、その間も休みなく続けられていた。イシュカによって。

　タリアは飽あきていたし、スランは無口だ。

　結果。

　てがかり、何もなし。

　ともかく、夜である。夜を待つしかないのである。

　そういう結論が出た。

　夜までは、もうたいして待つ必要はなかった。

　日は暮れかけていた。




　　　　４




「最初の見張りは、まずソアラくんにお願いします」

「わわっれるっれ」

　口一いつ杯ぱいに食事を頰ほお張ばって返事をすると、こういうことになる。もうすっかり吐き気もおさまって、元気潑はつ剌らつの返事だった。

　──うらやましい。

　豚ぶた肉にくと人にん参じんの煮に物ものを、力なく口もとに運びながら、ウィブは思った。

　彼女の方は、まだ頭痛が治ってなかったのである。

　少し早めの夕食の席。

　警備の手順を仕切っているのはイシュカである。彼が敬語を使っているのは、仲間たちではなく、依い頼らい主のジョッシュに説明しているからだ。礼れい儀ぎ作法に厳しい神しん官かん騎き士し団で修しゆ行ぎようをつんでいるので、ただ話すだけなら、イシュカに任せるに限る。

「もちろん、彼一人では、警備が行き届きません。屋外の見張りは、あと二人です。他の者は屋内で仮か眠みんして待機します。もちろん一人は眠ねむらず、外からの声に注意しておきます」

　上座のジョッシュがうなずく。

「まず三人が、夜半すぎまで見回ります。交こう替たいして、残りが朝まで見回ります」

「おいらは、姉ちゃんと一いつ緒しよだからね」

　ピコの大声で、ウィブは頭を抱かかえこんだ。

　頭痛がぶり返したからである。

　それでも、夕食はきちんと食べているあたりが、彼女も一流の冒ぼう険けん者であることを感じさせる。見る人によっては、彼女の生おい立ちを感じとるかもしれない。どちらも食える時には食っておけ、という教訓を骨の髄ずいまで叩たたきこんでくれたのだ。

　イシュカは、ピコを睨にらみつけながら、あとを続けた。

「遅い方の見張り番は、スランくんが指揮をとってくれるね？」

　スランは、黙だまってうなずいた。

「じゃあ、早番のあと二人は、私わたくしと姫ひめということでよろしいでしょうか」

　タリアの、三杯ばい目めのスープを口に運ぶスプーンの動きがぴたりと止まった。メインディッシュの肉料理が嫌いなので、スープばかり飲んでいるのであろう。決して、この後の料理も三皿ずつ食べたりすることは、ない。

　はずである。

「それは、いいけど。下品な草原妖精と、夜中に過ごしたくはないし」

「先に見張りに立っていただいて、夜中にはちゃんと眠っていただこうと思いまして」

　忠誠心の固まりのような口調であった。

　深夜に姫を起こしておいて、翌朝、早くに目覚めさせでもしたら、とてつもなく機き嫌げんが悪くなるから。などという真実は、口が裂さけても言えない。

　正面突とつ撃げきを好む戦神ライリーとても、圧あつ倒とう的な強敵に対しては、策略の使用を認めておられるのである。

「へっ、心配いらねーよっ。悪の怪物は、俺が倒たおすぜ!!」

　ソアラが、雄お叫たけびをあげた。燃える心が、炎ほのおとなって噴ふきあがる、という感じである。ジョッシュは頼たのもしそうに、にこにこと彼を見つめていた。無知は時として、幸福を招く。

　ソアラは、根こん拠きよのない自信の持ち主であった。

　スランは、黙もく々もくと飯を食っている。

　ウィブ、頭が痛い。

「姉ちゃん、頭、まだ痛いのかい？　部屋で休みなよ。おいら、子こ守もり唄うた歌ってやろうか」

　彼女の頭痛はさらに悪化した。

　食事を終えると、もう日はすっかり暮れていた。

　遅い番の三人は、二階の、それぞれに割り当てられた客室に引き取った。

　早い番の、ソアラとイシュカ、タリアは外に出た。玄げん関かんの近くに、篝かがり火びを焚たき、他の出入り口は内側からがっちりと閉じてある。大きなものにはタリアが魔ま法ほうの封ふう印いんをかけた。

　その魔法で疲つかれたタリアは篝火の下にずうっと座っている。退たい屈くつそうだった。しかし、見回りについていこうとすると、イシュカが止めるのである。明かりの中にいれば怪かい物ぶつは近づかないはずだ、と言って。

　目的を忘れているかのようなイシュカであった。たぶん、忘れているのだろう。

　当の彼は、屋や敷しきの壁かべにそって見回っている。明かりを持てないのでは、壁にでも手をついていないと移動も難しい。今夜は、星も雲に隠かくれていて、それほどに暗いのだ。

　一方、ソアラは、元気一いつ杯ぱいに、屋敷の周囲を探たん索さくしていた。

　ソアラは、戦士であると同時に、精せい霊れいをあやつる魔ま法ほう使つかいでもある。

　精霊とは、地水火風などの物質や力そのもの、生命や感情をこの世界にもたらすとされる、霊的存在だ。つまり、精霊使いとは、何もない虚こ空くうに向かってぶつぶつ話しかけているような人種である。

　ヤバい。いろんな意味で。初対面の場合、たいてい悪い霊にでもとり憑つかれているのか、と尋たずねられる。見分けは専門家でないとつきづらい。

　ソアラは、その精霊使いとして修行を積んでいるから、精霊の力を感じとることができる。それによって周囲のようすを知るのだ。闇の中でも、歩く程度なら不自由はない。

　ときおり、自分のメイスに向かって、何やら話しかけている。

　メイスには、勇気と無む謀ぼうと無む茶ちやの精霊ヴァルキリエ──戦いくさ乙おと女めともいう──が居ついているのだ。

　真音を使った正統派の魔ま術じゆつと違い、精霊と話すのには、特別な言葉を使うわけではない。精霊使いの側は、普ふ通つうの言葉でもかまわない。普通は、訓練によって身につけた超ちよう高こう速そく言語を使う。精霊の存在を感じとれるか、精霊の声を聞くことができるかどうかが肝かん心じんなのである。そして、それは心の修行によって、可能になる。

　妖よう精せいの血を引く場合のように、生まれつきそれができる者もいる。たとえばタリアがその一例である。

　屋敷の周囲には、不ふ審しんな気配は感じとれなかった。

　屋敷の中はしんとしている。たいして被ひ害がいがあったわけではないが、やはり怯おびえているのだろう。

　怪物より、飲んだくれた冒険者の存在に。

　夜は、静かなまま過ぎていった。

　しばらくして。

　ウィブは目が醒さめた。外して枕まくら元もとに置いておいた腕うで輪わを見る。これは、昔遺い跡せきで見つけた魔法の品である。質素な銅造りで、表側に円えん盤ばんがついている。この円盤には、太陽の印が刻みこんである。この印が、太陽と同じ周期で、円周を一回りするしかけになっているのだ。時間と、工く夫ふうしだいで方角もわかるという、すぐれものの道具だった。

　太陽は、夕食後に寝ねこんでから、ちょうど一日の八分の一動いている。もう、十六分の三動くと、約束した交替時間だ。

　一ひと寝ね入いりしたおかげか、頭痛もようやくおさまりはじめていた。

　ウィブは、窓から外を見た。

　暗い。

　しばらく闇やみを見つめていると、また頭痛がぶり返してきた。彼女は、水差しから水を一杯注ついで飲み干すと、寝しん台だいに寝ね転ころんだ。なんとか、交替時間までには治さないと。

　それから、心臓が二つと打たないうちに、ウィブは寝ね息いきを立て始めていた。

　その頃ころ。

　ソアラは、屋敷の庭を見回っていた。

　正しくは、散歩していた。

　屋敷の左手には、家か畜ちく小屋があり、牧草地に続いている。裏手には、使用人たちの住む小屋と納な屋やがあって、なだらかな坂が裏山につながっている。

　玄関を出て、しばらくまっすぐ行くと、左手に林があった。林といっても、木の密度はかなり濃こい。闇がいっそう深い。

　ウィブがまた眠ってしまった頃、家畜小屋を見回ったソアラは、ちょうどその林の前にさしかかっていた。

　意識をこらす。

　漠ばく然ぜんと感じていただけの、精霊たちの力がはっきりと感じ取れるようになる。

　精霊は、この世界に重なって存在するそれぞれの本質の世界からやってきた、意識をもつ力、ある存在が世界に存在するという存在律そのものである。

　と賢けん者じやは言っているが、ソアラにはよく意味がわからない。まあ、精霊は友だち、それでいいではないか、と思っている。

　これは、精霊使いに共通した思考だろう。

　ソアラは、闇の精霊、大地の精霊、樹木の精霊の声を聞こうとした。

　変だ。

　聞こえない。

　誰だれかが彼らに、静かにしてほしいと頼んでいるのだ。特に大地と闇の精霊とは親しいらしい。二種類の精霊が、お喋しやべり好きの樹木の精霊に、怯えるから静かにしろと、圧力をかけているのが感じ取れる。誰が怯えるのか、ソアラはそれを考えた。

　その誰か、いや、何かが、林の中にいる。近づいてくる。

　ソアラは、地面に伏ふせた。

　くっつきあった枝を揺ゆらしもせずに、人間に似た体形の、瘦やせた小さな影かげが林の中から現れた。二つだ。しかし、精霊感覚だけでは、その細部まではわからない。

「うっ、なんだろう？」

　ちょこまかと動いている。何かを地面から摘つみとっているようだ。怪物は、薬草をむしりとってゆくのです──ジョッシュの言葉を思い出した。

「怪物ってほどのもんかね」

　小さいからって油断は禁物である。

『なんだろね』

　と、メイスに宿るヴァルキリエがあいの手を入れる。彼女の存在は、たまに仲間にすら疑われるが、決して妄もう想そうではない。たぶん。

　精霊の発する言葉は、それなりの修行をつんだ者か、体質的に精霊に近しい生き物の耳にしか届かない。

　その精霊のささやきに、影は反応を示した。

　ぴくりと動いたのだ。あやうく見み逃のがしそうな動きだったが、ソアラはそれを捉とらえた。

　逃にげられる！　直感的に思った。

「とにかくぅー、突撃ぃぃぃぃぃぃー！」

　考える前に、体が動いていた。戦いの雄叫びが喉のどをついてほとばしる。

　ソアラ、走る。

「うりゃあぁぁぁぁ！」

　雄叫び。

　それを聞くと、対たい抗こうしようというわけでもないだろうが、影は悲鳴に似た甲かん高だかい叫さけびをあげた。すると、森の中からさらに十人ほどがわらわらと現れたのだ。

　ソアラの行動は、挑ちよう発はつとしては成功だった。問題は、ソアラにそのつもりがなかったことであろう。

「退たい却きやく～ぅ！」

　くるり。

　きびすを返す。

「いや、転進だ、転進」

　誰が聞いているわけでもないのに、言い換かえ、そして、ソアラは、走った。

　ヴァルキリエが、メイスの中から呼びかけた。

『そうよ。勝てないとわかってて突撃するのは単なる無謀だわよ。これでいいわよ』

　これが、無謀を司つかさどる戦乙女の言うことだろうか。ソアラのメイスには、かなり変わり者の精霊が住みついているようだ。

　ゴブリンはホブゴブリンを呼び、ゾンビはスケルトンを呼ぶ、ということわざがある。

　屋敷の中の者たちに、突撃の雄叫びは聞こえなかった。

　しかし、転進の雄叫びは届いていた。

　こちらの声の方が、大きかったのである。

「姉ちゃん、何か起こったぞ」

　ドアが、音を立てて開き、ピコが飛びこんできた。

「うるさーい。あたしは、まだ頭が痛いのだ」

　枕まくらを頭にかぶって、ウィブは、顔も上げずにそう言った。

　開いたままのドアから、廊ろう下かをスランが駆かけ抜ぬけるのが見えた。

「姉ちゃん、姉ちゃん。面おも白しろそうだぞ」

　頭をかかえているウィブを引きずるようにして、ピコもその後を追いかける。

　外へ飛び出ると、タリアが立ち止まっていた。

　近くの林の中から、大勢が走る音が聞こえている。それと時を合わせるように、イシュカが屋敷の裏から戻もどってきた。

「姫ひめ、御ご無ぶ事じですかー!?」

　無事である。見ればわかる。

　タリアは、ごく短い呪じゆ文もんを唱えた。

　杖つえの先を睨にらみつけて、言い聞かせるように。

　真音で発せられた言葉は、命のない物質にも、その意味を伝えるという。その響ひびきが、物質の存在律に影えい響きようをあたえるのだと説く魔ま術じゆつ師しもいる。

　なんにせよ、やることと効果は同じだ。

　彼女が唱えた呪文は、光をもたらす呪文。魔術師の弟で子しが最初に習う呪文だった。夕方になれば、この呪文を師し匠しようの家中で唱えて回るのである。大都市の夜には、街角で明かりを売る、途と中ちゆうで修しゆ行ぎようから脱だつ落らくした魔術師見習いの姿がよく見かけられる。

「リパス」

　呪文の言葉をおもいきり単純に表記するとこうなる。天地創造に使われた言語である真音は、ごく短い音節に、アクセントを複雑に変化させることで多くの意味をもたせることができる。非常に微び妙みようなニュアンスを表現できるのだ。

　これを共通語に翻ほん訳やくすると、以下のような意味になる。

「いーい、あんたは光れるの。きらきら明るいの。光れないと思ってるのは、あんたの勘かん違ちがいよ。もちろん、太陽みたいにとまでは言わない。月程度だけど……ごぢゃごぢゃごねるんじゃないの!!　あたしの言うことは絶対に正しいのよっ。あたしは、あんたのことをあんたより知ってるの。さあ、とっとと言われたとおりに光りなさい！」

　杖の先に、怯えたように光がぽっとともる。

　タリアが杖を振ふると、その光は闇の中へ飛んでいった。ソアラの声が聞こえる方角である。なかなかの魔ま法ほう制せい御ぎよ力だ。

　駆けてくるソアラが照らしだされた。

　さらに魔ま法ほうの明かりが飛ぶ。

　すると、彼を追いかけてくるものが、ウィブも含ふくめて、全員に見えた。

　それは、人間型の生き物だった。

　背の高さは草原妖精ほどだろうか。つまり十歳の子供くらい。だが、草原妖精が肥満傾けい向こうなのに対して、こいつらの体つきは非常に華きや奢しやだ。骨格自体が細いのだろう。肌はだは白い。病的なぬめるような白さである。長く伸のびた髪かみも、真っ白だ。

　先の尖とがった耳は、一いつ般ぱん的な妖精族のどれと比べても非常に大きい。

　最大の特とく徴ちようとして、目が、顔のどこにも見あたらなかった。

「気持ち悪ぅい！」

　タリアが唸うなった。ウィブもそう思った。

　白い生き物は、大挙して迫せまってくる。

「イシュカ、あれなあに？」

「さて、私わたくしめにはちょっとわかりかねますが」

「気持ち悪い気持ち悪い、なんなのよー」

　タリアは、心底気持ち悪そうな声をあげた。

　ウィブも、ちょっと眉まゆをひそめて、首を横に振った。振るとまだちょっと頭痛がする。

　彼女は、演芸団時代に、副団長格の老人に色々と雑学を習ったことがある。若さのわりにはかなりの見聞も積んでいる。しかし、その彼女もこんなものは聞いたことがない。たしかに頭痛のせいで、頭の働きはにぶいが、そのせいで思いだせないのではない。

　タリアは、怪かい物ぶつを見つめたまま、ずるずると後ろにさがった。

「やだなあ、こっちに来るよぉ」

　白い生き物がソアラを追っていて、ソアラがこちらへ逃げてくるのだから、当たり前である。

　光に照らしだされて、何匹びきかはわきゃわきゃと走り回っている。しかし、光で苦痛を感じたり傷ついたりするわけではないらしい。あるいは、もっと強い光ならなんとかなるのかもしれないが。

　そして、後ろから、さらに大勢の白い生き物が追いついてきた。ざっと数えただけでも、合わせて三十匹ぴきほどはいる。

　ソアラの足は、かなりふらついていた。今にも、追いつかれそうだ。二日酔よいが祟たたっている。

　タリアが、小さくため息をついた。

「イシュカ、なんとかして」

「はっ」

　イシュカが、両手持ちのグレートソードを鞘さやから抜き払はらった。

　スランも、腰こしにさげたロングソードを抜き、背中に回していた方形の楯たてをかまえる。

　二人の戦士が、突とつ入にゆうする。

　ソアラとすれちがう。彼をかばうように、足を緩ゆるめる。ソアラも、息を切らせながら、向きを変え、メイスをかまえなおした。
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　三人が並んだ。ソアラが吐はき気をこらえて言った。

「こいつら、見られたら連れていかなくっちゃとか、精せい霊れいと同じ言葉で言ってる。どこへ連れてこうってのかは、わかんないけど」

　イシュカが一歩前に出つつ、背後のタリアに確かめた。

「そうなんですか、姫？」

　ソアラの言葉を疑うわけではないが、精霊の言葉なら、タリアにもわかるはず。

「ちょっと、こっちに近づけないでよ。あー気持ち悪い。わたいは、目のないものは嫌きらいなんだから」

　まるで聞いていない。

「姫、自分のことを〝わたい〟と呼ぶのはおやめください！」

　イシュカも、時と場所をわきまえてないことを言っているが、どうせタリアは聞いていない。

「どこに連れていこうとしているにしても」

　イシュカが、ため息をつく。

「どうせろくなところじゃないでしょうな」

　白い生き物が、彼らを取り囲むように半円形に広がる。

　ウィブは、弓に矢をつがえた。戦いの準備は整いつつあった。

　口火を切ったのは、タリアだ。

「いやぢゃいやぢゃ。寄るなと言うとろうがっ!!　ヴァーナ・フール！」

　タリアの呪文に応こたえて、手の中に真しん紅くの輝かがやきが生まれ出る。それは、魔法の火球を産み出す呪文だったのだ。何かに当たれば爆ばく発はつして、大きな被ひ害がいをもたらす。ただし、勝手に目標めがけて飛んでいってくれるほど便利な代しろ物ものではない。だから、彼女はそれを、自力で思いきり投げつけなければならなかった。

　役げた。

　目を閉じて。

　彼女は、目のない生き物にとことん弱いのであった。見たくもないほどに。

　しかし。物体の投とう擲てきについてなんの訓練もしていない者が、しかも目を閉じて投げて、はたして的に当たるものであろうか。

　ひゅぅぅぅぅぅ。

　どん。

「ぶっ！」

　イシュカ。

　一歩踏ふみ出していたのが、不運だった。

「まただよ、この人は……」

　弦げんをひきしぼる力が、思わず抜けてゆくウィブであった。

　目を開けたタリアが、あら、という顔をした。

「あはは、イシュカ、だいじょうぶ？」

　声に、ごまかし笑いが混じっている。

「慣れておりますから」

　消えいりそうな声である。今にも倒たおれそうになりながら、イシュカは必死にこらえていた。黒くろ焦こげに慣れているもないものだが。まあ、今回も生きのびられたのだから、よしとするべきであろう。タリアが、まだ未熟な魔術師で、火球もごく小さいものしか作れないのが幸いであった。

　先刻、タリアが翔とばした光は、すでに薄うすれ始めていた。

　白い生き物は、闇やみの中に逃にげるそぶりを見せている。

　せめて一匹ぴき、生け捕どりにしたい。ボーナス欲しさにそう考えて、戦士たちは動いた。背後からの無言の圧力があったことは言うまでもない。

　その判断は、間ま違ちがっていた。

　白い生き物は、闇に沈しずみこみ、闇の精霊に呼びかけた。三十余りの白い生き物が、声をそろえて呪文を唱えた。

　三十匹分の呼び出した暗くら闇やみの精霊が、彼らにのしかかった。

　ソアラは、光の精霊に呼びかけようとした。

「キュルキュルキュキュ」

　ソアラの口から、革かわと革とをこすりあわせたような音が飛びだした。

　人間の限界を超こえた早口。それが、この音の正体である。精霊に呼びかけるための呪文なのだ。呪文といっても、特別な言葉を使っているわけではない。基本的には、普ふ段だん彼らが会話に使っている言語と同じものだ。

　意識を持った純じゆん粋すいな力の場、などと大層に称しようされているものの、ほとんどの場合、精霊の知性は限定されたものだから、異なる個体であっても同種族であれば、同一のことを言えば、まったく同様の反応が返ってくる。

　だから、聞き覚えれば普ふ通つうの人間でもすぐ同じことがくりかえせる。別に、早口でないと精霊には聞き取れない、などということもない。

　だから、精霊の力を乱用されないために、通常では聞き取れない高速で話す。

　……というわけでは、実はない。それに、精霊は、自分の声が聞き取れる相手の言葉しか聞こうとしない。聞こえないわけではない。単に、話のわからない奴やつだと馬ば鹿かにして、聞く耳をもっていないだけのことである。だから、一般人には、聞こえたところでどうせ使いこなせないのだ。

　では、なぜ精霊使いは、自分たちの呪じゆ文もんの具体的な内容を知られぬようにしているか。

　理由は一つ。

　聞かれると恥はずかしいからである。

　精霊は、極きよく端たんにおだてに弱い。そこで、精霊使いの呪文は、こういう中身になる。

「いよっ、こんち、またいいお日和ひよりでございますよ。どうですか、ちょっとここらあたりの明かりを扉とびらにして、すぅーっとこう、精霊界からやってきていただきましてですね、この辺りを、あなた様のお美しい輝きで照らしてやってはいただけませんでしょうか。わたしらのようなうす汚ぎたないものでも、あなた様の輝きのもとでは、ちょっとはましに見えようというもので」

　話している時間を引きのばすと、こうなる。

　卑ひ屈くつだ。

　多くの精霊使いの性格が歪ゆがむのも、むべなるかな。ソアラは、まだ健全な方である。

　光の精霊は、応じてくれた。

　一体だけだが。

　ソアラの精神力では、それが精せい一いつ杯ぱいだった。これ以上は情けなさに耐たえられない。

　光の精霊は、わずかな闇を相そう殺さいして消しよう滅めつした。そして、暗闇はソアラの心の中にも満ちてゆき、彼の意識をそっくり飲みこんだ。

　スランは、こういった魔ま法ほうに慣れていなかった。彼の視界も心も、あっさり闇に閉とざされた。それでも、剣けんと楯はしっかり握にぎったまま手放さなかったけれど。

　イシュカも、どぉんと音を立ててぶっ倒れた。ちょっと受け身をとりつつ。

　闇は、ウィブたちも襲おそった。

　タリアの膝ひざがくたっと折れる。それを支えようとしたウィブは、自分の頭の中に暗闇がはいりこんでくるのに気がついた。それは、一いつ瞬しゆんのうちに充じゆう満まんした。

　ウィブが最後に聞いたのは、ピコの奏かなでる呪じゆ曲きよくだった。

　踊おどっているな。

　と、思った。

　そして、彼女は、何もわからなくなった。




　しばらく後。

　気絶しているみんなのところへ、白い生き物が近づいた。

　屋や敷しきの中は、外の騒そう動どうにもかかわらず、沈ちん黙もくを守っている。

　白い生き物は、冒ぼう険けん者たちのかたわらにしゃがみこむと、くすぐり始めた。どこでこんなことを覚えたのだか。

　ウィブ、反応なし。スラン、反応なし。ソアラ、反応なし。タリア、反応なし。ピコ、笑い顔。これははじめから。踊れたので、満足しきった顔であった。で、反応はなし。

　イシュカ。

　反応はない。

　さらにくすぐってみる。

　さらにくすぐる。

「ええい、ライリー神しん殿でんのつらい修しゆ行ぎように耐えた私が、これに耐えられぬことがあるか。寝ねたふりをしてチャンスを待つのだぁ！」

　思わず、気合いを入れていた。

　闇の魔法に耐えぬいたのは、さすがに鍛きたえられた精神の賜たま物もの。ほめられてよい。しかし、後が良くない。

　馬鹿。

　また呼び出された闇が、先刻に倍する濃こさで、彼にのしかかった。

　今度こそ。

　全員、意識を完かん璧ぺきに失った。

　それを確かめると、白い生き物は、彼らの体をかかえあげた。そして、その姿勢のまま地中にゆっくりと沈んでいった。まるで、固い地面が、急に流りゆう砂さか底なし沼ぬまか、それとも大麦の粥かゆに変わってしまったみたいだった。

　そして後には、何も残らなかった。

　あ、もとからあった草原とか森はもちろんそのままなんですけどー。







　第二章







　　　　１




　ソアラは、唐とう突とつに目を覚ました。

　寝ね起おきはいい方である。そうでなければ傭よう兵へいや冒険者のような稼か業ぎようでは生きのびられない。もちろん、万ばん事じの例にもれず、この法則にも若じやつ干かんの例外は存在する。

　ソアラは、寝たままで目を左右に走らせた。石造りの天てん井じようが目に入る。少し、煤すすで汚よごれているようだ。

　喉のどがずいぶん渇かわいていた。舌が顎あごの裏に張りついている。胃の中もからっぽだ。ずいぶん長い間、眠ねむっていたらしい。

　だいいち、二日酔よいが治っている。

　ソアラは頭を起こしてあたりを見回した。小さな小屋のようだ。

　鎧よろいのたぐいは、脱ぬがされてはいたが、なくなってはいない。枕まくら元もとにまとめて置いてある。武器や荷物も一いつ緒しよだ。

『やほー、目が覚めたんだわね？』

　メイスのヴァルキリエである。

　彼女に、ここがどこかを尋たずねても、無む駄だなことはわかっていた。

　わかってはいた、が。

「なあ、ここ、どこだと思う？」

『とっても暗いとこを通ってきただわよ。地の精せい霊れいどもがやかましかっただわん』

　ほら、無駄だった。

　ヴァルキリエは、他の種類の精霊を嫌きらっているのである。別種でも仲がいい精霊ってのは、そもそもめったにいないけども。

　窓からさしこむ光は弱々しかった。外は曇くもっているのか、それとも朝早くか夕方なのだろうか。

　窓の左側の壁かべには石の扉があり、その向かいにある壁にはカーテンで遮さえぎられた出入口がある。

　カーテンが、揺ゆれた。

　奥から入ってきたのは、白しら髪がの男だ。白髪は、生まれつきのものではなく、重ねた歳月によるものだろう。顔には、しわが深い。

　簡潔に言えば、老人である。

「気がついたかね？」

「てめえ！　何もんだっ」

　ソアラは、メイスをかまえて怒ど鳴なった。

　反応が極端なのである。

　ヴァルキリエが、彼にしか聞こえない声で声せい援えんを送ってきた。

『やっちゃうだわ、やっちゃうだわ』

　しかし、老人は慌あわてず騒さわがず、うろたえも怯おびえもせずに、温おん厚こうな笑え顔がおを見せた。

　なかなかに、いい度胸である。

「まあ、落ち着きなさい。今、夕食の準備にかかったところでな。すぐにスープができる」

「ナニぃ、飯だとぉ」

　ソアラは、声がでかい。この仲間たちと一緒に行動してれば、必然的にそうなる。

「こりゃ、どうもすいません」

　彼は、ぺこりと頭をさげた。

　やはり反応が極端なのだ。

　食事を食わせてくれるやつに悪人はいないというのが、ソアラの信条であった。

　何度も裏切られているが、捨てていない。

　老人は、カーテンの奥に戻もどった。揺れるカーテンに向かって、ソアラは声をかけた。

「あ、僕の分は薄うすめの味つけにしてくださいね～」

　ずうずうしい。

「うりゅしゃーい」

　誰だれかが、足元で言った。

　ウィブである。

　寝ている。

　よく聞いてみると、全員、安らかな寝ね息いきを立てていた。

　寝ね返がえりをうつやつもいる。無論ピコである。

　みな、昏こん睡すい状態ではなく、気持ちよく眠っているのだ。

　冒険者は寝起きがいい。くわえて寝つきがよすぎるのが、ソアラの仲間たちである。

　誰をまず起こそうか、しばらく迷った。ウィブやタリアを起こすと祟たたりがありそうだ。イシュカやピコを起こしても、状じよう況きようが混乱するだけだろう。

「スラン、起きろよー」

　スランは、すぐに目を開けた。彼も寝起きは悪くない。あたりを見回す彼に、手早くさっきの老人のことを話す。

　スランとソアラは、傭兵として一年半ほど組んで仕事をしてきた。年ねん齢れいでいえば、スランが四つか五つばかり上だが、これまでは対等の仲間としてやってきたのだ。出会った時から、不思議とウマが合った。あるいは二人の境きよう遇ぐうが似ているためかもしれない。

　二人とも、幼い時に、片親が旅に出て、そのまま帰ってこなかった。

　ソアラの場合、父は戦士、母は半妖よう精せいの精霊使いだった。幼いソアラは、父からは戦技を、母からは魔法を教わった。

　しかし、彼が、ようやく大人用のメイスを持ち上げられるようになった頃ころに、父はどこかへ旅立ち、そのまま帰ってこなかった。そして、数年後には母も姿を消した。風の精霊の便りでは死んではいないらしい。ソアラは、十四歳の時に、二人を探そうと旅に出た。で、世間のきびしさをさんざん味わったのである。だけど、ソアラはくじけない。泣かずに笑った。明朗快活、正義の戦士、が彼の目標だ。

　スランの場合、もっと話は単純である。父、流れ者の傭兵。母、美しい村長の娘むすめ。典型的である。もちろん、二人は正式に結けつ婚こんはしていなかった。母が死ぬと、彼は傭兵として旅に出た。母は次女だが、直系に女子しかいなかったので、跡あと継つぎ問題でごたごたしそうだ、という理由もあった。

　彼のロングソードは、二つの時に家を出た父が置いていった物だと、ソアラは聞いたことがある。もっとも、スランには、父親を探そうとか恨うらみつらみをぶつけてやりたいとかといった考えは毛頭ないらしい。少なくとも、ソアラは、そんな話を聞いたことはない。そんな考えがあるとすれば、日ひ頃ごろああいうことはしないだろうと、ソアラは思う。

　ああいうことというのは、つまり、純情少年ソアラくんにはついてゆけない夜の出来事のことである。

　二人は、手分けをして、残りの者たちを起こしてまわった。

　スランが、ピコとイシュカを蹴とばし、ソアラは、タリアとウィブをそっと揺すった。

「あ、いい匂におい」

　開口一番。タリアである。

　たしかに、老人の消えたカーテンの向こうから、おいしそうな香かおりが流れてくる。

「ここんちの人が、ごちそうしてくれるってさ」

「あ、そう」

　ソアラの一言の説明だけで、もはや、なんの疑問ももたないタリアであった。

「ここんちの人って？」

　ウィブは、もう少し慎しん重ちようだった。

「お爺じいさん、一人暮らしみたいだった」

「ふぅん」

　沈ちん黙もくが続いた。

「それだけですか！」

　もう一人、目が覚めたのが立ち上がる。

「騒ぐとみっともないよぉ、イシュカ」

「は、姫ひめ。すいません」

　座った。

　立ち上がった。

「いや、そうじゃなくてですね」

「まあ、まあ。細かいことは気にしない方がいいよ」

　起きるなり笑っているピコであった。

「少なくともさ、危害を加える気はなさそうじゃない？　とりあえず様子を見ようよ」

　ウィブの意見にも一理はある。

　いままで、いつもそれでやってきた。生きのびてきた。

「でもさ」

　と、タリアが言った。

「ここ、どこなの？　それは気になるわ」

「そう、そうでしょう」

　イシュカが勢いこんだ。

「だって、ジョッシュさんからお礼がもらえないと困るじゃない」

　イシュカは、勢い余って倒たおれこみそうになった。

「皆みなさん、お目覚めかね。ずいぶんとにぎやかですな。こういうのは久しぶりだ」

　カーテンがめくられ、大きな鍋なべを抱かかえた老人が入ってきた。イシュカはあわてて姿勢を正すと一礼した。

「助けていただき、お礼を申し上げます。ぶしつけなのを承知で、お尋ねしますが」

「ここがどこか、ですか？」

　イシュカが質問を口にだす前に、老人は笑って、首をかしげた。この騒ぎが聞こえてれば、何を聞かれるのか誰にでもわかる。ソアラにだってわかるだろう。

「そうですな。説明しても簡単には信じられますまい。まずは外にでてみなされ。それからにしましょう」

　謎なぞめいたことを言って、老人は石の扉とびらを示した。

　まず扉に駆かけよったのは、もちろん、ピコだった。開ける前に、おもわず鍵かぎのあたりを嗅かぐように調べてしまったのは、習性というものだろうか。

　そうであろう。

「罠わなはないよ」

　当たり前である。

　イシュカが首根っこを摑つかむと、ぽいと放ほうり出した。

「なんて失礼なことを言うんだ！」

　イシュカが大きな声で怒鳴った。

「そういうことは聞こえないように言うもんだぞ！」

　老人は笑っていた。笑顔が少しひきつっているような気がしたが、ソアラは気にしないことにした。気にしないようにしようと思ったら、本当に忘れてしまえるのはソアラの特技である。

　イシュカは、怒鳴りつつ扉を開けた。一同は、ぞろぞろと外に出た。先頭にいるのは、なぜかピコだった。

　ソアラは、三番目に外へ出た。

　風はなかった。上からさしこむ光は均一で、柔やわらかい。少し暗いから、はじめは黄昏たそがれ時なんだなと思った。

　ここは、山の中腹らしい。なだらかな下りの斜しや面めんが足元に広がり、はるか眼下の緑の原に続いていた。

「いやー、きれいだね。こういうの見ると踊おどりたくならない？」

　ピコが、にこにこと、ウィブを見上げた。

「ならない」

　ウィブはつれない。

　しかし、それも無理はない。

　斜面は岩ばかりだし、緑はあまり鮮あざやかではなく、どこかくすんだ色調だ。草原と言うより、芝しば生ふ、いや苔こけだろう。

　ソアラは、さらに遠くへと視線を延ばした。

　緑の合間を白い直線が貫つらぬいている。道だ。それを追ってゆくと、やがて小さな村が目にはいった。石造りらしい白と灰色の小さな家がぽつりぽつりと建っている。

　道は、さらに続き、森に消えていた。森は、遠くて詳くわしくはわからないが、赤や茶色が主体であり、もこもこした異様な感じを受ける。秋でもないのに。

　そして、だいたいこのあたりだろうと見当をつけて視線を動かしてゆくと、予想どおりの場所から道が再出現していた。

　道は、村と森をさらにいくつか通り過ぎ、河を渡わたり、細くなって空気の壁かべの向こうにかすれて消えてゆく。

　その少し前。

　ソアラは妙みようなものを見たような気がした。

「あれ？」

　視線が、ぐいと戻る。そこに山があった。山と言っていいのかどうか。岩いわ肌はだは、ほぼ垂直に上に向かっていて、むしろ、円柱とでも言ったほうがいい。しかし、柱と呼ぶには、いささか大きすぎるかもしれない。

　手前の村が丸ごと一つは入ってしまいそうな太さなのである。

　高さも相当なものだ。

　かなり遠いにもかかわらず、頂上を探すうちに、段々と首が後ろにそってゆく。

　ほぼ仰あお向むけの状態になった。空を見上げる姿勢である。

　あとの五人も同じ姿勢をとっていた。

「げ」

「ねえ、何、これ？」

「やだぁ！　イシュカ、なんとかしてよ」

「ライリー神よ。お救いください」

「…………」

「ひゃはは～、すっごいやぁ」

　そこに、空はなく。

　頭上には一面に岩の天てん井じようが広がっていた。

　遥はるか彼方かなたまで広がっていた。ずいぶん広がっていた。見み渡わたす限かぎり広がっていた。

　ところどころが、ぼんやりと光っている。

「驚おどろかれましたか」

　いつの間に出てきていたのか、老人が声をかけた。

　振ふり返ると、そこには、今にものしかかってきそうに高くそびえたつ崖がけがあった。それは、天井までつながっていた。

　五人は声もない。

「こんなこと、説明しても信じられなかったでしょう？」

「そんなことないよ。おいらは柔じゆう軟なんな頭脳の持ち主なんだ」

　ピコだけは、元気である。

「すっごいねぇ、こんなに広い洞どう窟くつって、はじめてだよ。ウィブ姉ちゃんは、聞いたことあるかい？」

　返事はなかった。聞くまでもなく、そんな経験はないと表情が語っている。

　茫ぼう然ぜんとして。

　自失していた。

「こ、ここは、大地の精せい霊れい界だったのか」

　違ちがうだろ、ソアラ。




　　　　２




　しばらく後、ソアラたちは、熱いスープを飲みながら、老人の話を聞いていた。味付けは、ほぼ塩だけ。具はキノコの薄うす切ぎりだけという簡素なスープだ。

　老人は、ゾウグと名乗った。

「この壁の……」

　と言いながら、ゾウグはてのひらで背後を示した。

「……中腹にあるでっぱりで、倒れていたのでね。故郷に一番近い頂上に登るのがわしの日課でして。そこであなた方を見つけたというわけですよ」

「故郷に近いとおっしゃいますと、もしかして」

　イシュカは身を乗りだした。

「天井あたりに近いところで、生まれられたのですか」

「…………」

　イシュカの顔は、真ま面じ目めだった。

　で、ゾウグも真面目な顔で答えた。

「いや、わしの故郷はラオンじゃよ。賢けん人じんの国で有名だと思ってたが、このごろの若い人は知らんかなあ。もう、ずいぶん前に出たっきりだからねえ」

「でね、おじさん」

　タリアが、イシュカの発言などなかったように話を続けた。

「要するに、ここは一体どこなの？」

「要するに、かね」

「うん。わたい、だらだらした説明は嫌きらいなの」

「姫、その〝わたい〟はおやめくださいと」

　イシュカがぶつぶつ言ったが、誰だれも聞いていない。

「ここは、クリュオ。住人にはそう呼ばれている」

　クリュオ。

　なじみのない響ひびきだと、ソアラは思った。旅の間に、いくつかの国の言葉を聞き覚えたけれど、そのどれとも違う語源をもっているようだ。

「えっとねぇ、なんか聞いたことあるような気がする」

「ね、姫ひめ。古代カスフォール語に、そんな単語なかったっけ？」

　カスフォールは、太古に滅ほろびた国の名である。大いなる魔ま法ほうの力で栄さかえた帝てい国こくだ。仮にも魔ま術じゆつ師しなら、カスフォール語は必修である。

　タリアが珍めずらしく真しん剣けんな表情で考えこむ。

「うんとねぇ。神しん殿でんがクーリオだし……。そうだ、繭まゆって意味だったんじゃないかな」

「さてな、わしも正確な意味は知りませんよ。ただ、この世界が神と関係があることは確かですし、繭とも近しいですな」

「だから、簡潔な説明が好きなんだってば」

「姫、失礼ですよ」

「おじさん。つまり、ここはファイブリアの地下にある大だい空くう洞どうなんだね」

　このまま会話を続けてると、とんでもなく時間がかかりそうなので、ソアラは進行役を買ってでた。

「そうですよ、ぼっちゃん。王国の三つや四つはすっぽり入るくらいの、ね。全体は二つの円をつなげたような形で、繭に似ていましてな。繭と関係しておると、さっき言ったのはそういう意味ですよ」

「でも、こんな場所があるなんて聞いたことがないけど」

　ウィブが首をかしげる。

「無理もない。そもそも、ここはですな……」

　ゾウグが解説してくれる。

　この世界の成立は、はるか古代カスフォール帝国の時代にさかのぼる。

　ある皇こう帝ていが、自分たちの魔法の力にのぼせあがり、神を否定し、神官や神々の信者を迫はく害がいしたことがあったのだ。

「うん、あったらしいね」

「ウィブ知ってるの。えらいなあ。わたい知らなかったわ」

　あんたは、それでも魔術師か、タリア。

「小耳にはさんだくらいだけど、えと、確か……」

「はいはい。黙だまって聞こうな」

　ソアラは言った。

「姫、そうしましょうね」

「ぶー」

　タリアが子供のように頰ほおをふくらませる。

　ゾウグの話の内容を続けよう。

　そんな時代、故郷から追放された神官の一人が、偶ぐう然ぜんによって、この地底の大空洞を見つけたらしい。そして、神を信じる者たちの国を創つくったのだという。

　大昔のことだ。詳しいことは、時間という霧きりに閉とざされ、はっきりとはしない。

　やがて、カスフォール帝国は神の怒いかりにふれ、滅びの道を歩んだ──神の怒りを原因だとしているのは神官たちで、諸しよ説せつ紛ふん々ぷんとしており真相は不明である──。そして、今のファイブリアの国々が生まれてきたのだ。

　一方、地下の人々も、独自の道を歩んできた。

　人口も少なくはなく、それなりの社会を作り、信しん仰こうの道に生きてきたのだ。地上との行き来の道は、古代帝国の崩ほう壊かい時に埋うまってしまった。以後、孤こ立りつしているのだという。

　ただし、隔かく絶ぜつされた生活を送っているうちにその信仰もそうとう歪ゆがんでしまっていると、ゾウグは告げた。

「それはいけません！　では、私が正しい信仰を伝えなくては！」

「イシュカ、あんたも黙って聞いててくれないか」

　ソアラの声が、ちょっと冷えていた。

「あ、もうしわけない」

「あなたたちが出会ったのは、夜妖よう精せいという名で呼ばれとる地底の妖精族ですよ。あいつらは、元来、ここよりさらに深い常とこ闇やみの地の底に住んどるんですが、新月の夜などに、地上に出て地下では手に入らない食べ物や薬草をとってくるのです。その時、誰かに姿を見られたりすると、自分たちのことが広まるのを恐おそれて、地底に連れこんでしまう。だから、地上で夜妖精のことを知っとるものは少ないのです。やつらは、闇やみと大地の精せい霊れい魔ま法ほうにたけておって、地上とは、岩も土も魔法ですりぬけて、行き来しとるのですよ」

　ここまで話して、ゾウグはほうっと息をついた。

「って、おじさん、おじさん。わたいたち地上に戻もどりたいんですけど？」

「さて、それはちょっと難しいでしょうな。カスフォールが崩壊した時に、戦いくさから身を守るため、地上との通路は、ほとんど埋められたし、魔法の転移門も役たたずになってしまった」

「げっ、じゃあ一生この地底にいなくちゃいかんの？」

　ソアラは、思わず大声で叫さけんでいた。それは困る。行方ゆくえ不明の両親を探さねばならないし、正義の味方は放ほう浪ろうするものだ。

　声をあげたのはソアラだけではない。

「いやぢゃ、いやぢゃ。帰りたいよー。イシュカ、なんとかしてよ」

「はっ、しかし、そう言われましても」

　ソアラは、スランと顔を見合わせて、肩かたをすくめた。そのスランも、瞳ひとみに困こん惑わくした光をたたえている。

「お日様が恋こいしいよぉ」

　だだっこのように言うタリアの隣となりで、ウィブが顔を輝かがやかせた。

「そだ！　ね、おじさんは、どうやってここに来たの？　ラオンで生まれたんなら、あたしたちと同じように地上から来たんでしょ」

「ウィブ、冴さえてるじゃないか」

「うんうん。さすがだ、姉ちゃん」

　ソアラの言葉に、ピコも賛意を表明する。

「でしょ、でしょ」

　ウィブ、勝利のポーズ。

　だが、ゾウグは首を左右にふった。

「わしも、いまから何年、何十年も前に、同じように夜妖精に連れてこられたのですよ。その頃ころは、あなたがたのような冒ぼう険けん者稼か業ぎようだった」

「失礼ですが、年月がわからなくなるほどお年を召めされているとも見えませんが」

　本当に失礼なイシュカであった。

　いちいち正確な年を言わなくても、知らんということにはならない。

「正確な年月はもはやわかりません。この世界に、日の移り変わりはあっても、年の移り変わりは、ほとんどないのですよ」

　ゾウグは苦笑いした。

「数えるのが面めん倒どうでしてね。昔から住んでる者の中には、暦こよみを作ったりしとる者らもおるようですが」

「でも、地面の底でお日様が見えるの？」

　タリアの素そ朴ぼくな疑問であった。

「天てん井じようの発光苔ごけからの光が、地上の一日と同じ周期で、強弱を変化させるのですよ。たぶん、古代の魔ま法ほう使つかいが、暮らしやすくするためにそうしたのでしょう。といっても、そう大きく変わるわけではないし、一番明るい時でも地上の夕方程度ですが」

「ここは、永えい劫ごうの黄昏たそがれの世界ってわけだ」

「おぉ、ソアラくん。なかなか詩人ですな」

　こういうことでイシュカに褒ほめられても、あまり嬉うれしくはならない。

　複雑な顔つきのソアラに代わって、ウィブが建設的な方向に話をもってゆく。

「でも、おじさん。その間、全然地上への通路とか探してみなかったの？」

「わしにも、仲間がいましてね。彼らは、地上への道を探して旅立ちましたよ。以来、彼らから便りはありません。はたして地上への道はあったのかどうか。それとも、どこかで死んでしまったのか」

　ゾウグは、寂さびしげな顔つきになった。

「おっちゃんも一いつ緒しよに行けばよかったのに」

　あっけらかんとした口調でピコが言う。

「そうですな。だがわしには、妻がいたのですよ。彼女は、このふもとの村の生まれでね」

　事情を察したソアラとウィブは、それぞれピコの口を押さえようとしたが、遅おそかった。

「じゃあ、お婆ばあさんもいるんだね。どこにいるの？　僕が伴ばん奏そうしてあげるからさ。一緒に踊おどろうよ」

　老人は、黙って首を左右にふった。

「ねえ、お婆さん、どこにいるの？　あ、体が悪いのかな？　じゃあ、踊れないね。でも、曲を聞くのも楽しいよ」

　ピコに、言外の含ふくみというものを理解しろという方が無理である。そうわかっていても、思わず拳こぶしを握にぎりしめるソアラであった。

　ぱこん、という音がした。ピコの脳天を殴なぐりつけたスープ鍋なべの玉たま杓じやく子しは、すばやくスランの手からイシュカの手の中にうつされていた。

「痛たた……。ひどいじゃないか、なんてことするのさ」

　しばらく頭を抱かかえてしゃがみこんでいたピコは、立ち直ってくるりとふりむいた。

「イシュカ、なにも殴ることないじゃないか」

「え、あ、わ、私は」

　スランは涼すずしい顔。他ほかのみんなも何も言わなかった。

　ゾウグは、あっけにとられている。

　さらにしばらくの間、ゾウグから地底世界の事情を聞いた。

　やがて、こうばしい香かおりが漂ただよいはじめた。

「おお、そろそろできあがったようだ。スープの他にも、少しくらいなら腹にたまる物を食べても、害にはならないでしょう」

　ゾウグは、シチューらしいものを台所から運んできた。なにやら正体不明の物が浮うかんでいる。

「これ、材料はなんなの？」

　タリアは、好き嫌いがかなり多い。

「キノコと家か畜ちくの肉ですよ」

「また、キノコォ……」

「姫、失礼ですよ」

「いやいや、はじめはわしも慣れるまで時間がかかりましたよ。ここには太陽の光がありませんから、ふつうの木や草はほとんど育たんのです」

　ゾウグ老人の口もとが、少しひきつっている。

　よくひきつる人だ、とソアラは思った。

「えー。じゃあ、果物とかないのかなあ？」

　タリアは果物に目がない。

「はい。香こう辛しん料りようのたぐいも取れません。他のことはたいがい慣れましたが……。もし胡こ椒しようをおもちなら、ほんの少しでもわけていただけませんか」

　イシュカが、荷物を探さぐる。

　タリアは、ぶつぶつ言いながらシチューをかき回した。

「家畜って？　牛とか豚ぶたとか鳥なの？　それとも……」

　具の一つをひきあげて、彼女は絶句した。

「どういうわけか、地上から連れてきた家畜は、成長がよくなくて。このあたりだと大ガエルとかガラピバというネズミの一種とか食用大カモノハシとかですな」

　ネズミの首をつまんでいるタリアの表情を見て、ゾウグの声が段々と消えていった。

「こんな食生活、いやっ。とっとと地上に戻りたい。イシュカ、なんとかしてぇ～」

　足を踏ふみ鳴らすわ、握りこぶしをふりまわすわ。そんなだだっ子に対して、イシュカは、甘いお父さんまんまであった。

「まかせてください、姫ひめ。必ず、地上にお送りしますとも」

　何を根こん拠きよにそんな断言ができるのか。

　ソアラは、感動すら覚えた。

　なんだかんだ考えても、結局、この世界を探たん索さくするしかないのである。

　翌朝、ソアラたちは早々に起きて、山を下り……る予定だったが、ゾウグの家を出たのは、午後もかなり遅くなってからだった。

　寝ね過すごしたのである。

　地上へと続く道が見つかれば、事情の許すかぎり、ゾウグを迎むかえに行く約束である。秘蔵の翻ほん訳やく首輪まで貸すのは、そういう理由だと彼はソアラたちに言った。ここでは古代カスフォール語が変化した言葉が使われている。彼らの話す共通語は通用しないのだ。

　彼らの姿が小さくなり、ふもとの岩と岩の間に消えてから、ようやくゾウグは家に入った。彼は、小さな声でそっと呟つぶやいた。

「さて、はたして彼らは、どれだけやってくれるのかな」

　浮かべた笑いは、今までの善良な老人のそれとはほど遠いものだった。

　彼は短い呪じゆ文もんを唱えて、瞬しゆん間かん転移した。

　じつは謎なぞの人なのであった。
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　ゾウグが言ったとおり、ふもとの村までは半日とかからなかった。

　とはいっても、出発したのが遅かったから到とう着ちやくした頃には夕方である。そこそこの明るさはあるので、あまり日が暮れたという実感はない。

　山をおりる途と中ちゆう、一風変わった生き物を何度か見かけたが、狂きよう暴ぼうなものはいないようだった。たまたま満腹していただけかもしれないが。

　村の名はオードという。

　村へ入る道は一本、出る道も一本しかない。クリュオの果てにある村の一つだった。念のために言っておくが、入る道も出る道も同じものである。ソアラたちは、道の無いところをやってきたのだ。

　タリアは頭にターバンを巻き、ピコはいささか大きすぎる帽ぼう子しをかぶっている。

　耳を隠かくすためだ。

　森妖精や草原妖精には神を信しん仰こうするという習慣がないため、クリュオにはやってこなかったのだ。もっとも、妖精族はいなくとも、神を信仰せずにクリュオに住んでいる種族はいる、とゾウグには聞かされている。だが、信心深いクリュオの人々には嫌きらわれているらしい。まして森妖精などは伝説にしか知られていない地上世界の住人である。語り伝えられるうちに話が歪ゆがめられて、邪じや神しんの使いのように思われているということだ。正体を隠すにこしたことはない。

　六人は、村に足を踏み入れた。

　家のほとんどが石や金属を多用して造られていることをのぞけば、地底世界の村も地上の村と大差ない。

　通りを悠ゆう然ぜんと巨きよ大だいな生き物が歩いている。牛の倍くらいの大きさで、全身が柔やわらかそうなもこもこした毛に覆おおわれていた。黒くて丸い目と、とがった鼻はな面づらが、灰色の毛の間から、ちょこんとのぞいている。

　生き物は、シダの葉をいっぱいに載のせた荷車を引いている。子供が、のんびりした調子でそいつを追っていた。

「のどかねえ」

　タリアが、のんびりした表情で言った。

「夕方のはずだから、家に帰るとこだよね。ねえ、車を引っぱってるのはなんなの？」

　問われて、イシュカは首をひねった。

「ネズミの一種じゃない？」

　ウィブが、かわりに答えてくれた。

「鼻の形が、それっぽいもん」

　聞いたとたんに、タリアが顔をしかめた。体の位置を入れ替えて、イシュカを、大毛長ネズミと自分の間にはさむようにする。

「イシュカ、あたし、そろそろ疲つかれたんだけど」

「はあ。では姫、宿を探しましょうか。さいわい、お金はゾウグさんに融ゆう通ずうしていただきましたし」

　この地底世界では、鉱脈が露ろ出しゆつしている。だから、金銀などの貴金属の価値が地上に比べると低めだ。ここでは、地底唯ゆい一いつの湖で取れる貝かい殻がらが貨か幣へいとして流通しているのだった。貨幣単位はシェルと呼ばれている。

「この村の人は、よっぽど噂うわさ話ばなしが好きなんだねえ。みんな、家にも帰らずにそこいらで立ち話してるよ」

　ピコは今にも背中の楽器を取り出したそうだ。

「話に割り込むんじゃないのよ？」

「まさか、そんなことしないよ、姉ちゃん」

「一人で踊るのも駄だ目めよ」

「わかってるよ。酒場の方が実入りがいいからね」

　ウィブが言ったのは、そういう意味じゃないだろうと、ソアラは思った。

「にしても、確かに村の雰ふん囲い気きが変ですね。どう思われます、姫？」

「なんだか暗いわね。ここの人たち」

「それは地底ですから」

　意味が違ちがうぞ、イシュカ。

「なんかひそひそ言ってるし、俺もちょっと変だと思うよ」

　ソアラも、タリアの意見には賛成だった。道を行く村人たちの顔つきは、どこか不安げである。

「あたしたちが他所よそ者ものだから怯おびえてるのかしら？」

「なるほど、姉ちゃん。じゃあ、おいらがなだめてきてあげるよ」

「やめんか」

　イシュカは、いつものようにピコの首根っこをぐいっとつかんだ。

「ここは宗教関係者である私の出番でしょう。ここの人々は、信心深いそうですから」

　イシュカは、とことこと村人に近づいていった。四人ほどの中年の男女が、角で立ち話をしている。

「もしもし、ちょっとものをおうかがいしますが」

　人のよさそうなおじさんがふりむく。おじさんは、小首をかしげてイシュカを見上げた。

「はて、どちらのお方ですか？」

　翻訳首輪のおかげで、聞き慣れない響ひびきの言葉も意味がわかる。

「旅修しゆ行ぎようの途中のライリーの神しん官かん騎き士しですが」

「ライリー？」

　そう聞いたとたん、村人たちが数歩後ずさった。イシュカはきょとんとした顔だ。ソアラは、救きゆう援えんに行くことにした。普ふ段だんなら、面おも白しろがってても大だい丈じよう夫ぶだろうが、ここは勝手のわからない地底世界なのだ。慎しん重ちように行動するにこしたことはない。

　村人たちは、しばらくまじまじと彼を見つめていたが、視線を胸に留めると、ほっとした顔になった。

「冗じよう談だんを言わないでくださいな。聖なる印がちょっと違ってますよ」

「これはちゃんとしたライリー神の聖なる印ですっ」

　思わず怒ど鳴なるイシュカ。村人たちがすくみあがる。怯え方が、妙みように極きよく端たんである。

「いや、すいません。すっごい辺境から出てきたばっかりなんですよ」

　ソアラがわりこむ。

「僕らの方だと、この聖なる印が普ふ通つうなんですけど。場所が別だと、色々なことが違いますからねぇ」

　弁べん舌ぜつはわりと爽さわやかである。さすが精せい霊れい使い。

「ほほう、ここより辺境があるとは知らなかった。さぞかしすごい辺境なんでしょうな」

　素す直なおに感心する村人たち。オード村はクリュオの南の端はしにある。

「そうなんです。その証しよう拠こに、話す言葉もちょっと変わってるでしょ？」

　ウィブもやってきて、愛あい嬌きようをふりまいた。翻訳首輪は、口からでる言葉そのものを変へん換かんしてくれるが、やはり慣れるまでは微び妙みような発音が不自然になってしまう。それを逆手に取った言い訳であった。

「なぁるほど」

　すっかり信じている。純じゆん朴ぼくな人々だ。

「えーっ、わたい辺境出なんかじゃないもん」

　タリアが、後ろで、形のいい眉まゆをつりあげる。

「ああ、いい大人が、自分のことをわたいと言うのは、確かにこの辺では使いませんな」

「でしょ、でしょ」

　ウィブがあいの手を入れる。

「ぶー」

　タリアは、下くちびるを指でつまんで、上目づかいにみんなを見た。

　無視される。

「ところで、皆みなさんの表情が暗いようですが、何かあったのですか？」

　イシュカが、名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに穏おだやかな調子で話しかける。

「はあ……」

　おじさんは少し躊ちゆう躇ちよしていたが、ウィブにこう尋たずねてきた。

「ライリーの神官だそうですが、こちらは戦いは得意でらっしゃるので？」

　ウィブは、答えない。ソアラも悩なやんだ。イシュカは決して戦士としての腕うでは悪くない。怪かい力りきをいかしての戦いぶりは、傭よう兵へいの二人とも充じゆう分ぶん互ご角かくに戦えるくらいなのだが。

　なんというか、戦士に一番大事なものが欠けているのである。

　ツキ、というやつだ。

「もちろんですとも。安心してください」

　迷っている二人を尻しり目めに、本人が答えた。

　誇ほこらしげである。

　自覚がないところが、また不幸なのかもしれない。

　村人はしばらく考えこんでいたが、村長の屋や敷しきまで一いつ緒しよに来てほしいと言った。なにやら、頼たのみたいことがあるのだそうだ。

　ソアラたちはそれを承知した。

　村人の案内で、しばらく村の中を歩いた。

　村長の屋敷というのは、他ほかの家々より少しは大きいかな、という程度のものだった。

　出てきた村長は、腰こしの曲がった老人である。かなりの年ねん齢れいかと思った。だが、娘むすめはずいぶん若い、ついでに美人だった。地上でもよくあることだが、なぜか村長というのは婚こん期きが遅おくれるものらしい。だが、念のために村長の年齢を確かめてみると、さほどの老年でもなかった。太陽の光の欠けつ如じよは、やはり健康によくないのか、個人差なのか。

　村長は、彼らを見込んで頼みたいことがあると言った。ソアラたちも頼まれるつもりで来ている。いくらゾウグがいくらか融通してくれたとはいえ、地上への道を探す旅はいつまで続くことになるのか、まるでめどがたたない。稼かせいでおくにこしたことはない。

　村長は、この村に四十日に一度立ちよる交易商人の一家が、四十五日たってもまだ現れないのだと言った。しかも、最近村の近くに怪かい物ぶつの群れがすみついたらしい。

　さらに加えて、村の猟りよう師しが調べにゆくと、村近くの街かい道どうに戦いの跡あとが残っていたという。もしも、襲おそわれたなら助けてほしいというのである。

　もしもも何も、襲われたのに決まってる、とソアラは思った。

　こんな頼みなら、冒ぼう険けん者である彼らの本業と言っていい。

　タリアとウィブの目が光る。

　請うけ負おい額の交こう渉しようである。

　二人が、イシュカの左右に進みでる。

　ここで口を出すほど、ソアラは馬ば鹿かではない。ある程度おちついたところで、まとめるのが自分の役目だと心得ている。

　二人は、ついでに怪物を退治してしまうから、という条件で報ほう酬しゆうをつりあげようとした。だが、村長にすげなくそれには及およばないと言われてしまった。怪物退治には自信があるような口調だった。ならば、なぜ自分たちで救出に行かないのかと思ったが、それを口に出して仕事を棒にふるほどソアラもうぶではない。

　適当な金額で折り合い、その夜は、村長の家に無料で泊とめてもらい、食事も御ご馳ち走そうになった。娘が給きゆう仕じをしてくれた。

　そして、例によっての宴えん会かいである。これで、いつも依い頼らい人に不安を抱いだかせるのだ。

　子供で通していた──それなら、特に芝しば居いをする必要もない──ピコは、酒を吞のませてもらえず、ぶうぶう言っていた。

　家もそう広くはないので、男たちは納な屋やで寝ねることになった。

　村長の娘が、自分の寝しん室しつを提供すると言ったのだが、スランが率そつ先せんして拒きよ否ひしたのである。もちろん、イシュカが、妙みよう齢れいの女性を納屋で寝かせるような真似まねをするはずがない。

　ちなみに、夜中にソアラが目覚めた時、スランの姿はなかった。彼がどこに行ったのか、ソアラは深く考えないことにした。

　翌朝。

　噂うわさの広がる速さは、地上も地底も変わりがない。

　村人たちは、二日酔よいの頭をかかえて通りを行く彼らを、期待に満ちた視線で見送ってくれた。なかには、自殺志願者を見るような目で見る者もいたが。

　ちなみに。

　村の若者たちの視線は、特にスランとタリアに集中していた。二人とも、黙だまっていれば美男美女である。人口の少ない辺境の村では、新しい血を導入する機会は貴重だろう。理り屈くつから言えば、能力と健康さが相手を選ぶ基準になるはずだが、そこはそれ。理性が必ずしも行動の基準になってくれるわけではない。

　むろん、選ぶ権利は双そう方ほうにあるわけだが。

　なんとなく身の危険を感じた熱い視線を浴びる二人に促うながされて、一同はそそくさと村を出て現場に向かった。

「現場です、まず現場に赴おもむいて調べることです」

　というイシュカの意見にしたがって。
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　べっちょり。

　蜘蛛くもの体液は、臭くさくはなかったが、べたついていて、なかなかとれそうになかった。

「やだ、ソアラ。こっちによらないで」

　そう言ったのはタリアだけ。けれど、他の者も、口に出さずに目でそう言っている。

「これから、蜘蛛頭のソアラくんって呼んであげるよ」

　ピコに言われて、ソアラはくさった。

　森を歩いていると、いきなり人の頭ほどもある蜘蛛が落っこちてきたのである。生血を吸うぞと案内人のバックが警告してくれた。すかさず、ウィブの矢と、ピコのスリングの弾だん丸がんが飛ぶ。それはみごとに命中して、で、このありさまである。

　ソアラは、燃え上がった闘とう志しが一気に鎮ちん火かしてゆく思いだった。

　バックは、オード村のはずれに住む老猟師である。村長の推すい薦せんで道案内についてくれたのだ。

　正確に言うと、村を出たのはいいが、どこが交易商人が襲しゆう撃げきを受けた現場なのか、はっきりわからずにうろうろしているソアラたちに追いついてきてくれたのだ。

　そして街道で戦いの跡を調べ、何かを引きずった跡を追って、森に入った。入ったはいいが、すぐに痕こん跡せきを見失ってしまった。

　森といっても、シダや巨きよ大だいなキノコの森だ。人間が十人以上一いつ斉せいに雨宿りできるほど巨大な笠かさをもつキノコもある。もっとも、地底ではめったにその必要はないだろう。鮮あざやかな色に染まっているものもあって、緑には乏とぼしいが、色しき彩さいは豊富だ。その間を、さまざまな種類の蝙蝠こうもりが、人間には聞こえない鳴き声をあげながら飛び回っている。

「とにかく前進だぁ」

　ソアラの意見に、特に根こん拠きよはない。

　その根拠のない意見に、残りの者たちも深く考えることなく従う。

　いつものことである。

　猟師のバックが、意見を出そうとしている間に、早くも動き出してしまった。彼としてはおろおろするしかない。

　かくて前進しているうちに、気がつくと道に迷っていた。

　困ったものである。

　道案内のはずのバックも、一度目印を見失うとどうしようもない。太陽がないから、方角もはっきりとはわからない。天てん井じようの岩の形を覚えればよいのだが、今日に限って、天井近くに靄もやがでているのだ。

　そして、森の中をあてもなく動き回っているうちにこの始末である。

「しばらく休もうよ」

　タリアが提案した。

　それに従って、みんな思い思いの場所に腰をおろす。ピコは、大キノコの笠の陰かげをのぞいたり、虫を追いかけたりして走り回っている。

「元気のいい坊ぼう主ずじゃのう。あんたらのだれかの弟さんかね？　まさか子供ってことはあるまいが」

　ソアラたちは、いっせいに首を左右にふった。

「冗じよう談だんじゃないわ。あんな……と、わたいの血がつながってるわけがないでしょ」

「は？　あんな、なんだって」

　あんな草原妖よう精せいである。

「え、えっと」

　いくらタリアでも、それを言ったらバックが逃にげだすかも、ってくらいは想像できる。

「ところで」

　話をそらせようと、ソアラが慌あわてて言った。

「バックさんは、住みついたって化け物見たんだろ？　どんなやつだった？」

「そうだなあ」

　地底に住んでいる人は、本当に素す直なおであった。信心のおかげなのかもしれない。

　イシュカを見ていると、その仮説は大きく揺ゆらいでしまうけれど。

「手足の形は人間に似ておったけれども、毛がはえておったな。口がとんがっとって牙きばがあり、耳がこう」

　と、バックは両手でそのようすを表してみせた。

「ぴんとたっててな、ちょっと狼おおかみネズミに似てたな」

「つまり、犬みたいってことだね」

　途と中ちゆうから耳を傾かたむけていたピコが口を出す。

「犬？　なんだい、それは？」

　バックが、まるでわからないという口調で言った。

「おいらたちの村に住んでる生き物さ。ぎゃんぎゃんやかましい、いやなやつらだよ」

　珍めずらしくピコがしかめっつらを浮うかべている。ウィブも同じだ。犬に追い回された経験が多いのだろう、職しよく業ぎよう柄がら。

「ま、辺境の方にはそういう生き物もいてさ」

「世間てのは狭せまいようで広いもんだなぁ」

　バックは、疑うこともなくソアラの言葉に感心してくれた。

「犬みたいな頭って言うから、コボルトのことかな？」

「多分、そうだろ」

　ソアラはウィブに賛同の意を表した。コボルトというのは、最低級の妖よう魔まである。猿さるにも劣おとる怪物だ。普ふ通つうの農民にとってはともかく、初心者であっても冒険者を名乗る者にとって恐おそろしい相手ではない。

「それにしても、その怪物の住み処かがわかればよいのですが。そうすれば、こんなところで迷っていなくとも」

「おや、言ってなかったかね。住み処なら、森の奥にある丘おかの洞どう窟くつだよ」

「へっ？」

　イシュカの顎あごががくっと落ちる。

「ど、どうしてそれを」

「村長さんが言ってたじゃない」

「何言ってんのよ、聞いてなかったの」

　ウィブの台詞せりふに、タリアが追い討うちをかける。

「ゆうべ、お酒吞んでる時に」

　タリアは、酒乱のようで、肝かん心じんなところだけは押さえてたりするのだ。

「ただ、そこはシェレラの縄なわ張ばりに近いのでな」

　バックが言う。

　シェレラについては、ソアラたちもゾウグから聞いていた。クリュオで人間に次いで勢力を誇ほこっている、昆こん虫ちゆうの特とく徴ちようを持った知的種族で、妖精の一種である。

「シェレラは、人間が自分たちの住み処に入りこむのを嫌きらうからのう。うかつに近よると何をされるかわからんのじゃ」

「ふうん……っ、おい、おじさん。そのシェレラの縄張りって森のどのあたりだよ！」

　迷って、うっかり踏ふみこんでいたりしたら大変である。

「心配せんでも、森の奥の方だ」

「ここって、どのくらい、森の奥なの？」

　ウィブの質問に、バックはあっさりこう答えた。

「そうだな……だいぶ奥じゃな、そういえば。よし、万一を考えて引き返すかの」

「あのなぁ」

　なんのための道案内だ。

　こっちは危険を承知で引き受けたのだ。あんた一人くらい守ってやる。そう言おうとして、思わず立ち上がりかけたソアラを、スランが静かに剣けんの鞘さやで制した。スランは、顎をゆっくり左右にふった。目つきが鋭するどい。

　ソアラはさりげなく座ると、メイスを手もとにひきよせた。イシュカも、背負っていたグレートソードをおろして、いつでも抜ぬけるようにしている。

「どしたのよ、イシュカ」

　とタリアが、つつく。

　その時。

　ひゅうと風を切って飛んできた矢が、彼女の足元に深々と突つき刺ささった。

「え、え、え」

　戦士たちは武器を手にして、一斉に立ちあがった。ウィブも背中の弓をおろす。ピコはいきなり一小節かき鳴らした。

「せんでいいっ！」

　イシュカが後頭部をはたく。

　ふだんなら、ソアラはとっくに敵てき陣じんへ突とつ入にゆうしているところではあるが、残念ながら、すでにすっかり取り囲まれていた。

「こんな大勢だとは思わなかったなあ」

　ソアラは呟つぶやいた。

『だいじょぶだわよ、やっちゃうだわ』

　煽あおる、煽る。ヴァルキリエは無責任なものである。

　どこにひそんでいたのか、巨大キノコやシダの葉の合間から、話に聞いたシェレラが十数人あまり、現れていた。

　二本の足、胴どう、頭、その配置は人間と同じだが、全体に華きや奢しやな作りだ。しかし腕うでは左右に二本ずつ、四本もある。大きな瞳ひとみは昆虫の複眼のよう、耳のあるはずの場所から巻きひげに似た触しよつ角かくがはえていた。

　四本の腕で、二つの弓をかまえ、びっしりとソアラたちをとりかこんでいる。

　今すぐ襲おそってくるようすはなさそうだが、バックは、すでに恐ろしさで気絶していた。

「どうするの、誰だれか考えてよ？」

　タリアはものを考えない。つくづく恐ろしい魔ま術じゆつ師しである。

「あんまり、手て荒あらなまねはしたくないよな」

　されたくないの間ま違ちがいだろう、ソアラ。

「話しあいでなんとかならないかしら」

「よし姉ちゃん、おいらの歌で相手をなだめるよ」

「やめんかっ！」

　イシュカの怒ど鳴なり声に、シェレラたちが体を緊きん張ちようさせる。

　ソアラたちは口々に自分の知っている限りの言語で、懐かい柔じゆうの言葉を並べたてた。もっとも、その半分くらいが、翻ほん訳やく首輪でクリュオ語に翻訳されてしまっている。この言語で話すぞと意識して話さないと、口からでる言葉は首輪の魔ま力りよくでクリュオ語になってしまうのだ。口からでれば気がつくから、言い直しているが。

　どれにも、反応を見せない。反応しているのかもしれないが、目は顔半分ほどの大きな複眼で、耳は巻きひげなんて顔では、鼻と口が人間に近くても表情がよくわからないのだ。ともかく、矢は、ぴたりとソアラたちの心臓を狙ねらったまま。

「キュキュッ」

　やけになって、タリアが精せい霊れい語を使った。

「ほう」

　いきなり、ひときわ背の高いシェレラが感心したような声をあげた。

「精霊語が話せるのか」

　言った台詞は、クリュオ語である。

「わかっているのなら、早く返事をしてくれてもよいだろう」

　イシュカが、声をあげる。

　シェレラは知らんぷりである。

「精霊語も話せないような低級なやつは、相手にしてくれないみたいね」

　タリアは、嫌いやみに関して、妙みように察しがいい。

「そんな失敬な話がありますか」

　イシュカ、いきり立つ。

「世間なんてそんなものじゃないの」

　ウィブは冷静だ。

「姫ひめ、なんとか交こう渉しようしてよ。おなじ妖精族でしょ」

　それは、人間だからというひとくくりで自分とイシュカをまとめちゃうようなもんだぞ、と思いはしても口に出さないだけの分別をもっているソアラであった。

「えっと、わたいたちは、悪もんじゃないのよ。交易商人のおじさんが襲われたの。で、キノコの間を歩いてたら蜘蛛くもが降ってきたの」

　シェレラは、なんのことやらといった顔つきである。背の高いシェレラの横にいるやつが、なにやらささやいたようであった。クリュオ語ではない。

「ないしょ話はずるいと思う」

　頰ほおをぷっとふくらませて、上目づかいに相手を見る。

　沈ちん黙もく。

　視線の圧力。

「貴様の言っとることは、さっぱりわからんと言ったのだ！」

　ささやいたシェレラがわめく。

「勝った」

　嬉うれしそうなタリアであった。

　いったい、何の勝負だか。

　ウィブは、その横でうんうんとうなずいている。

　イシュカは、頭をかかえて座りこんでしまった。

「じゃ、勝利の歌を一曲」

「するな」

　すかさずイシュカが起き上がったかと思うと、おっかけっこが始まる。

「若、われらの縄張りを侵おかした無礼な人間どもですっ。射殺しましょおっ！」

　タリアに敗れたシェレラである。声がうわずっている。

　背の高いシェレラが、彼らのリーダーらしい。ゆっくりとした、少なくとも人間にはおちついたと見える動作で弓をおさめた。

「興奮するな、ス＝サグ。彼らに悪意はなさそうだ」

　彼は、両方の上下の腕を交差させた。シェレラにとっては、害意のないことを表す姿勢である。人間が両手を挙げるようなものだ。ス＝サグと呼ばれたシェレラも、残りの者も、弓をおろす。

「つまり、この奥に住みついた連中に囚とらわれた同族を助けにゆくのだろう？　違ちがうか」

「すげえ、今の説明でよくわかったな」

　ソアラは、感動すら覚えていた。

「ふうん、ひとなみに賢かしこいのもいるんだ」

「失礼なっ！」

　タリアの言葉に、ス＝サグが、また弓をかまえる。

「いちいち、騒さわぐな」

　若と呼ばれたシェレラが制止する。

「君たちの目的はわかった。森に入りこんだことを咎とがめはしない。さあ、早々に立ち去りたまえ」

　よく通る、豊かな響ひびきをもった声だった。

「だめ、交易商人を助けないと、お金がもらえないから。助けにゆくの」

　タリアは、上目づかいに若わか長おさを見た。くちびるがとがっている。

　そこまで正直に言う必要はない。正直なことは決して欠点ではないが、生きのびる上では不都合なこともある。

「姫に交渉させるのは、まずいのではないだろうか」

　ピコを小こ脇わきに抱かかえたイシュカが、仲間たちに呟いた。しかし、いくらタリアだとてイシュカに言われる筋合いはない。

「けど、他ほかの人間が言うことは聞いてくれないんだもん」

「しかし……」

　さらに続けようとしたイシュカを、ウィブが制する。

　ソアラは、待っていた。

　シェレラたちが、どう思っているのか、表情が変わらないので読み取れない。

　複眼とはいっても、まぶたもあるし、大きいだけで、シェレラの目はそれほど人間と異なった形態でもない。鼻から顎にかけては、人間とまったく同じように見える。

　だから、表情の意味も似ているはずだろうが、変化しなくてはどうしようもない。

「仲間は、我々が助けてやろう。汚けがらわしいＧＲＥＥＳＳＨどもがわれらが森の近くに住むなどとは耐たえられんからな。今から、退治するところなのだ」

　途と中ちゆう、人間には発音できない部分を、シェレラの若い長は吐はき捨てるような口調で言った。怪かい物ぶつの名をさすシェレラ族語らしい。

「だったら、わたいたちと一いつ緒しよに行こ」

　若い長に限って言えば、尖とがった顎あごと引き締しまったくちびる、すっと通った鼻筋と、美形と呼べなくもない。

「手伝ってくれたら、お礼してあげるから」

「失敬なことを言うな。貴様らの手など借りる必要はないわ！」

　ス＝サグがわめきちらす。

「わたいは、手を貸してほしいって言ったんだよ。逆上してるから聞き間ま違ちがえるの。そういう性格は直した方がいいと思うな」

　ス＝サグは、矢をつがえた弓の弦つるを思いきり引いた。

　無理もない。

「姫、危ない」

　とっさにつきとばそうとしたイシュカが、タリアに体をかわされてつんのめる。前転。

　ス＝サグの手を若長が押さえた。他のシェレラは、なりゆきやいかにと、かたずを飲んで見守っている。ス＝サグの緊張した筋肉が緩ゆるんだ。

　タリアは、何か思いついたらしく、少し首をかしげると、バックの方を見た。狩人かりゆうどは完全に気絶している。

　それを確かめると、タリアは、するするとターバンをといた。

「ほらほら、わたい森妖よう精せいなの。人間じゃないんだよ」

　正確には、半分だけだが。

「それで？」

　若長の声は冷静そのものだった。

　さすがのタリアもちょっとあせる。

「だから、お友だちっていうことで、森を通らせてよ」

「そういう種族がいたとは聞いているが、我々シェレラと盟友であったとは聞いておらぬ」

　ゾウグの話では、シェレラは起源不ふ詳しよう。地底生まれの種族である可能性もある。

「えー。だったら、今からお友だちになろうよ」

　タリアはウインクしようとして両目を閉じた。結構、不器用である。

「森を通ることには目をつぶってやる、と若長がおっしゃったろうが！」

　今だ。

　これが、ソアラの待っていた瞬しゆん間かんだった。

「キュリキュリキュー」

　もちろん、ソアラも精霊語は話せる。機会を計っていたのである。

　彼はこう言ったのだ。

「よし、森は通っていいんだな。わかった。じゃあ、こっちも勝手に仲間を助けるから、そっちも勝手にそのなんとかいう怪物を退治してくれ。偶ぐう然ぜん、同じところにでくわしても、それは仕方ないだろう」

　ス＝サグは、うろたえた。

　たしかに、森を通ることは認めると、言ってしまったのだ。

　若長は、苦笑いをこらえているような口調で言った。

「わかった。では勝手にするがいい」

　彼は身をひるがえした。

　タリアが、名残なごり惜おしそうに何か言いかけたが、途中で口を閉じた。

「ふん、あとで巻きひげをのばして助けを求めても無む駄だだぞ」

　ス＝サグがシェレラ流の捨て台詞ぜりふを残す。

「そっちこそ、耳を丸めても知らないからね」

　タリアが森妖精の言い回しで余計なことを言う。

「兄様の名めい誉よのために見み逃のがしてあげるけど、わたしたちの戦いのみごとさに、腰こしを抜ぬかさないことね」

　別のシェレラが言う。微び妙みように線が細く、胸がかすかにふくらんでいる。台詞せりふから察するに、若い長の妹だろう。若長以外は、ス＝サグと同じ気持ちだったようだ。

「俺の腕うでを見て驚おどろくなよ」

　ソアラは胸を張って言った。ほとんど挑ちよう発はつしているとしか思えない。

　若長が、小さく一度だけ笑った。

　気絶しているバックのために目印を残して、ソアラたちはキノコの上を飛ぶシェレラを追った。見失えば、また迷子だ。
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　シェレラは森の上を跳とび、駆かけていった。

　速い。

　ソアラたちは青あお息いき吐と息いきだ。草原妖精のピコだけが、楽々と走っていた。あとは、野外に慣れているスランがどうにかついてゆけるくらいだ。タリアも、森妖精の部族で育ったのだから野外には慣れているが、走るのには慣れていないのである。

　しかし、シェレラたちも気配を消さないあたり、ついてこられるように気を遣つかってくれているのかもしれない。さっきの現れ方といい、シェレラ族なら彼らをまくことなど雑作も無いはずだからだ。

　ウィブの手首に巻かれた魔ま法ほうの腕うで輪わにある太陽の印が、一日の四十八分の一移動した。

　シェレラとは、さすがにかなり引き離はなされて、もう姿が見えない。

　見えなくなってしばらくして、前方から騒ぎが聞こえてきた。

　戦いの響きである。

　ソアラたちは、足を緩めた。こうなれば、迷う心配はない。やがて、スランに追いついた。スランは仲間が追いついてくるのを待っていたのだ。しかし、ピコはそこまで考えず、怪物の正体見たさに、先へ行ってしまっていた。

　ソアラたちは、騒そう音おんをたよりに進んだ。

　森がとぎれた。

　ちょっとした広場になっている。そこでは、シェレラが戦っていた。

「やっぱりコボルトだぁ」

　ウィブが、推測が当たって、妙みようなくらい嬉しそうに言った。

　シェレラが、数は少ないながら圧あつ倒とう的に優勢だった。四本の腕のうち一本にこぶりの楯たてをもち、残る三本に片かた刃ばのショートソードをもっている。舞まうように犬頭の妖よう魔まを切り刻んでいた。なみの人間の剣けん士しではとうてい太刀たち打うちできそうにもない動きだ。

　なかには、魔法を使っている者もいた。精せい霊れい魔法だが、ソアラより威い力りよくは大きい。

「とりあえず、あっちにはかまわないでおこう。俺の腕を見せてやりたいが、人命救助が先だもんな」

　ソアラの言葉に、みんなが賛意を示した。

　広場の向こう側は崖がけになっている。その崖のふもとに、ぽっかりと入り口が開いていた。

　洞どう窟くつである。

　崖というとおおげさかもしれない。丘おかの一方が、切り立っているのだ。

　洞窟の内部は、普ふ通つう考えられるような暗くら闇やみではない。ほんのりと明るい。どうやら、天てん井じようにある物と同じ発光苔ごけが生えているようである。

「たぶん、いるとすればあそこですね」

「イシュカ、みんなわかってることをいまさら言わなくていいのよ」

　タリアは手厳しい。

　その時、洞窟から、小こ柄がらな影かげが姿を現した。みんなの体に緊きん張ちようが走る。あわてて、キノコの後ろに隠かくれた。

　影は、きょろきょろと首を回している。

　皆みなが隠れているキノコの方を向くと、手招きした。

　イシュカの体が、半分はみ出している。

「姉ちゃん、こっちこっち」

　小さな影はピコだった。先行していたのである。

　イシュカが、突とつ進しんしてピコを引きずって戻もどってきた。

「馬ば鹿か者！　大声を出すな。気がつかれるだろう」

　大声で、怒ど鳴なりつける。

　ソアラは、シェレラたちを見た。

　戦っている。

　誰だれもこっちは見ていない。もちろん、コボルトたちも含ふくめてである。

「中にはなんにもいないよ」

　ピコは、平然とそう告げた。

「勝手に先に行ったら、危ないでしょ」

　ウィブの口調は、それほど心配そうでもない。

「とにかく、交易商人を助けに行くぞ」

　報ほう酬しゆうのために。

　ソアラは、キノコの陰かげからとびだした。斜ななめ後ろにイシュカが続く。ウィブとピコ、タリアがその後ろで一かたまりになり、最さい後こう尾びをスランが守った。彼らが遺い跡せき探検などのさいにいつも使う隊形である。

　洞窟は奥へとまっすぐ延びている。ときおり横に通路が延び、汚きたない布で仕切られた部屋に通じている。なるほど、ピコの言うとおり生き物の気配はない。生活の気配は、悪あく臭しゆうとともにさんざん残っている。

　はじめのうち慎しん重ちように進んでいたソアラたちも、だんだんと大だい胆たんな態度で進みはじめた。

「おーい、商人さーん」

　大声で呼びかけたりしている。

　ここが敵地だということを忘れているのだろうか。それとも、どうせ相手はコボルトだと甘く見ているのか。

　何も考えてないだけだろう。

　静かに歩こうにも、所しよ詮せんはイシュカのプレートアーマーがガシャガシャやかましい。

「なんにも出ないねぇ、イシュカ」

「姫ひめ、出てほしいんですか」

　ふりむきもせずに答えた。

「そんな言い方しなくてもいいじゃない。ちょっと退たい屈くつだっただけよ」

「世の中、退屈なほうがいいんですよ」

　だったらタリアと一緒に旅なんかしてるなよ、とソアラは思った。

　彼らの会話は、わんわんと洞窟の壁かべに反はん響きようしていた。

　おかげで、分かれ道から突とつ然ぜん現れるまで、狼おおかみネズミの気配にすら気がつかなかった。

「わっ」

　それでも、とっさに敵の体当たりから身をかわすことには成功した。このあたりは、冒ぼう険けん者生活で身につけた生存本能のなせるわざである。

　すかさず体勢を立て直し、四匹ひきのけだものを迎むかえ討うつ。狼ネズミの後ろには、やたら大おお柄がらなコボルトが一匹ぴき続いている。手には鞭むちをもっていた。コボルトは、それで地面をぴしりと打つと、狼ネズミにむかって何か言った。狼ネズミたちが猛たける。

「姫、魔法の援えん護ごをお願いします！」

　イシュカ、余計なことを言うな、こっちの手の内がばれる──と心の中で叫さけびつつ、ソアラはメイスをかまえた。口からは勝手に突とつ撃げきの雄お叫たけびが飛びだしてくる。

　そのとたんに、くらっときた。

「セデル・ダーッ！（くらくらするでしょ？　この空気を吸ったら眠ねむくなっちゃうのよ。え、ならない？　それはあなたの勘かん違ちがいだわ。絶対眠くなるはずだもの。ならないとしたら、この空気がおかしいのよ。ねえ、そこの空気さん、あなたたちも思うでしょ、自分たちを吸ったら、眠くなるはずだって、思うでしょってば！）」

　というタリアの唱えた真音の響ひびきが、自分自身の雄叫びで聞こえなかったのである。珍めずらしく、タリアがイシュカの要よう請せいに応こたえたのだ。この呪じゆ文もんは、ふつうなら味方を巻きこまないように注意深く使われる。

　注意深く。

　これほどタリアと縁えんの遠い言葉も少ない。

　横でイシュカの膝ひざが崩くずれるのが見えた。

　ソアラは、一いつ所しよ懸けん命めいに気を張って起きていようとしたが、その努力は空むなしかった。こういう時に限って、タリアの呪文は抜ばつ群ぐんの効果を発揮するのだ。

　またかよ、と思いながらソアラは床ゆかが顔面に近づいてくるのを見つめ──。

　激げき突とつの直前で、意識を失った。

　それから、頭に衝しよう撃げきを受けるまで、ほんの一いつ瞬しゆんだったように思えた。

「起きなさい！」

　床にぶつかった衝撃かと思ったが、それにしては後頭部であるのが変だ。

　顎あごが地面に触ふれている。

　当たっているのはつま先のような気がする。

「起きなさいってば、こんな時に何をのんきに寝ねてるのよ」

　はなはだ理り不ふ尽じんなタリアの言葉が聞こえてきて、ソアラの意識がはっきりした。

　目を開けると、白目を剝むいたコボルトの犬っ面つらが、接せつ吻ぷんでもしようかというくらい近くにあった。

「わわわっ」

　跳はねるようにして立ち上がった。

『しっかりするだわよ、喧けん嘩かするだわ、男の栄光だわよ』

　メイスから、ヴァルキリエが無責任な激げき励れいを飛ばしてくる。

　周りには、コボルトと狼ネズミの体が転がっている。珍しく、タリアの魔法が的確な効果のほうもあげたらしい。ウィブとピコが手足を縛しばってまわっている。

　だが、安心するのはまだ早かった。安心できるのなら、タリアも頭を蹴けったりせず、もう少し優やさしく起こしてくれるだろう……と、思う。

　洞窟の奥から犬によく似た頭をもつ怪かい物ぶつが二匹、駆けてきている。

　コボルトではない。

　体がでかい。片方はイシュカより背せ丈たけが大きいほどだ。

　ふつう、コボルトはピコより少々大きいくらいの体格である。

　しかも、よりでかいほうは、巨きよ大だいな剣けんと鋼鉄製らしい鎧よろいを身につけている。もう一方は雌めすのようだ。むきだしの胴どう体たいの腹のあたりで、豊満な乳ち房ぶさが四つも揺ゆれている。そいつは、タリアのそれとよく似た杖つえを手にしていた。

「なによ、三段腹」

　タリアが対たい抗こう意識を燃やす。

　垂れているのは腹の脂し肪ぼうではない。乳房である。

　タリアは、森妖よう精せいの血が混じっているだけにすらりとした体形である。全体的に。

「コボルトの上位種じゃないかな、あれ。ハイコボルトっていうところでしょ」

　ウィブは冷静だった。

　ちなみに、彼女は人間族らしく将来の子だくさんを予想させる体形である。あくまで将来にはであるし、あくまで単なる予想にすぎない。彼女の名めい誉よのためにつけくわえておく。今は、少女らしいひきしまった腰こしである。お尻しりはちょっと……だが。

「えっ、ホブコボルト？」

　ソアラは聞き返した。

『略すとホボルトだわよ』

　もちろん、ヴァルキリエの声はソアラにしか聞こえてない。

「ホブコボルトじゃなくって、ハイコボルト」

「なんでもいいから、突撃だぁ。ホボルト覚かく悟ごしろぃ」

　ソアラが吼ほえると、イシュカも叫んだ。

「ホボルトか！　悪ならなんでもよい！　神の鉄てつ槌ついを下してやろう」

　ハイコボルトだというに。

　だが、イシュカとソアラは自信満々にホボルト呼ばわりしつつ突撃する。

　グレートソードとメイスが、左右から挟はさみ撃うち。

　されどハイコボルトの戦士は、軽々と彼らの攻こう撃げきをはねのけた。

「へ？」

「ホボルトの癖くせに！」

　ホボルトではない、ハイコボルトの膂りよ力りよくは、彼らが戦ったことのあるコボルトの比ではなかった。鋭するどい眼光が、ソアラとイシュカを睨ねめつける。

　こいつは強い、敵の構えを見て、そうソアラは思った。これだけの腕うでをもったやつは、傭よう兵へい仲間にもめったにいない。

「やるぜ、このホボルト」

　ハイコボルトだってば。

　ひるがえったハイコボルトの剣が、とまどうイシュカの頭部を襲おそった。神しん官かん騎き士しは、それをかろうじて楯たてで受け止める。

　敵の胴どうががらあきになったと見て、ソアラは、メイスの尖とがったトゲ部分を叩たたきこもうとした。しかし、ハイコボルトは体をぐいとひねり、その一いち撃げきを皮一枚の差で避よけてしまった。だが、剣が動いたことで、イシュカはふたたび行動の自由を取り戻した。神官騎士は、戦いくさの神の加護を大声で願いながら、グレートソードを大きくふりかぶった。自分の身長ほどもある剣である。

　ここは洞窟。

　ふりおろそうとして、天井につっかえてしまった。

「げ」

　ハイコボルトが、イシュカに剣を叩きつけた。胸きよう甲こうにぶつかって、火花が散る。とどめにはならなかった。顔面でも攻撃すればよいものを。

「きゃあぁぁあ！」

　タリアの悲鳴があがった。

　イシュカが危機に瀕ひんしているから悲鳴をあげたわけでは、もちろんない。彼女自身が危なくなったから悲鳴をあげたのだ。

　雌のハイコボルトも、ぼんやりしていたわけではなかった。口の中でもごもごと呪文を唱えて、指先から炎ほのおの弾だん丸がんを撃ちだしたのだ。

　それが、タリアの悲鳴の原因だった。

「姫！」

　イシュカの太い腕が、さらに膨ふくれあがった。

　剣の食い込んだ天てん井じようが、がらがらと崩れる。

　さすがのハイコボルトも驚おどろいて、動きがにぶった。そこへソアラが飛びこんで、腰にメイスを叩きつける。

「汚けがらわしいホボルトめ、姫への手出しは許さんぞ」

　と言いつつ、助けにいくわけではなく、眼前の敵に、イシュカは強ごう引いんに岩を切り裂さいて剣をふりおろした。ソアラの攻撃を腰に受け、体勢を崩したホボルトに必殺の刃やいばが迫せまる。

「あーん、前まえ髪がみが焦こげちゃった」

　タリアがなさけない悲鳴をあげる。

　イシュカの剣は外れた。

　力をこめすぎて、今度は地面に剣をくいこませてしまったイシュカに、ふたたびハイコボルトの戦士が攻撃をかけた。少しは賢かしこく頭を狙ねらったものの、わずかにそれて、剣は肩かたにくいこんだ。金属がぶつかりあう音が悲鳴に聞こえる。

「お返しよっ！　ネマ・ジュール！（ちょっと、そのへんに力が隠かくれてるでしょ。無む駄だよ、わかってんだから。さあ、ごまかしてないで手伝いなさいよ。集まって、矢になんなさい！　絶ぇぇぇぇぇ対っにできるのは知ってるからね、今さら逃にがさないわよ。とっとと、あいつに向かって飛んでいきなさい。おもいっきり、痛くすんのよ！）」

　火球より威い力りよくはぐんとさがるが、この魔ま法ほうは勝手に命中してくれる。

　タリアの繊せん手しゆから、白く輝かがやく魔法の矢が、まるで逃げ出すような勢いで飛びだした。それは、みごとに雌ハイコボルトにつき刺ささった。

　しかし、さらにそのお返し。ハイコボルトの呪じゆ術じゆつ使いが、呪文を唱えながら杖の先せん端たんでタリアを指す。すると、なんの原因もなく皮ひ膚ふが裂け、タリアの左手が血にまみれた。

「姫！」

　イシュカとウィブの声が重なる。

　イシュカは戦士相手で手いっぱいだが、ナイフを抜ぬいたウィブとピコが割って入ってくれて、続けての呪術は飛んでこなかった。

　タリアは、傷の手当てもせずに、ハイコボルトの呪術使いを睨にらみつけた。もともとの吊つり目が、さらに吊りあがっている。

「こーんなのに」

　タリアは、右手を高くふりあげた。魔ま術じゆつ師しの杖がしっかと握にぎられている。

「なにを」

　一歩、じり。タリアが踏ふみだす。

「ぐずぐずぅ」

　タリア、歯をぎりぎり。

「してんのよっ！」

　突とつ進しん。

　呪術師はピコとウィブからの攻撃を巧たくみにかわしていた。

　けど、まさか敵の魔術師が、物理で殴なぐってくるとは考えもしていなかった。

　タリアは、背後から呪術師の脳天に狙いすました杖の一撃をぶちかました。

　ぼご。

　鈍にぶい音がして、呪術使いの雌ハイコボルトは、あっさりと気絶した。

　魔術師なら呪じゆ文もんを使うと思うよなー、そうだよなー。

「さ、そっちも早くすましてね！」

　目が吊りあがったまま、タリアが言った。

　怖こわい。

　と、ソアラは心底思った。

「はははははは、はいっっ！」

　イシュカは笑っているわけではない。

　二人そろって、突とつ撃げきした。

　猛もう攻こうである。さすがのハイコボルト戦士もたじたじとなった。

　その時である。

　二匹ひきのコボルトが、洞どう窟くつの中にとびこんできた。全身が返り血に染まっている。そいつらは、ハイコボルト戦士に向けて、何かをわめきちらした。

　注意がそれる。

『今だわよ』

　ヴァルキリエに言われるまでもない。

　ソアラは、一撃必殺の気合いをメイスにこめた。ふりかざす。

　この一撃は、確実に決まる。そう思った。

　その瞬しゆん間かんに。

　ぐい。

　ハイコボルトの胸の真ん中から、肉を裂いて、剣の切っ先が顔を出した。ハイコボルトの口から、だらりと舌が垂れた。

　言うまでもないが、ソアラの武器はメイスである。

　イシュカのしわざ、ではない。彼のグレートソードも、肩にかつがれた位置で止まっている。

　つけくわえれば、二人の位置はハイコボルトの正面だ。

　ハイコボルトの体が、ずるりと崩くずれ落ちた。巨きよ体たいの陰かげから、スランの姿が現れる。

　入ってきたコボルトは、ハイコボルトが地面に倒たおれると同時に、逃げ出した。

「スラン！　いままで何やって……」

　剣をだらりとさげて、青年は足元に視線を落とした。ハイコボルトのほかに、真っ黒い毛をもつコボルトが一匹ぴき死んでいた。手足が異様に長い。

「あれ？　もう一匹、ホボルトがいたの？」

　ソアラの問いに、スランはきっぱりうなずいた。

「やあ、すごかったねえ。陰から陰へぴょこぴょことびまわってさ。あのステップ、踊おどりにとりいれられないかなあ」

　ピコは、こいつがいたのに気がついていたらしい。ソアラは、ウィブのほうをうかがった。ウィブは、首を左右にふった。

「イシュカ、痛いよぉ」

「ああ、姫ひめ。申し訳ございません。ただいま、ただいま参ります」

　イシュカはあわてて、タリアに駆かけよった。本人だって、脇わき腹ばらに打だ撲ぼく傷しよう、肩に切り傷をおっているのだが、まあ、体の頑がん丈じようさではタリアはイシュカの比ではないことだし。

　イシュカは、傷口に手をかざして、神への祈いのりをぶつぶつ呟つぶやいた。

　神官は祈りの言葉によって、神の力を借り、傷や病いを癒いやすことができる。

　祈りの言葉は、代々伝えられている古代神聖語である。この言葉は、神の耳にもっとも届きやすいとされている。その本当の意味を知る者は、各宗派の最高司祭しかいないという。イシュカのような下級神官は、祈りを丸暗記するしかない。

　単語や文法構造より取り扱あつかっている概がい念ねんそのものが人間の言語と異なるので難しいのだが、あえて翻ほん訳やくするならば。

「天にお住まいになる偉い大だいなるわれらが神よ。あなたが本当に力のある神だっていうんなら、この程度の傷は治せますよね。知ってるんですよ。神様って、信者のお祈りが力の源なんでしょ？　願いをかなえてくれないと、信者減っちゃいますよ。減っちゃうとどうなるのかなあ。よくわからないけど、ろくなことはないんではないでしょうか。というわけですから、治してください」

　というところか。

　イシュカの心の平安のためには、彼は魔法の効果をもつ祈りの意味を知らないままでいたほうが幸いかもしれない。

　イシュカは、タリアの傷を治し、焦げた前髪をもとに戻もどし、疲つかれた精神を賦ふ活かつした。さすがのタリアでも、ただの物体に対して自分の意思を強制するのは、けっこう疲れるものらしい。

　しかし、体力だけは豊富なイシュカでも、そこまでやると自分の傷を魔法で治す気力はもうさすがに残っていなかった。ライリーをはじめとする光の神様というのは、ずいぶん離はなれたところに住んでいるので、声を届かせるのもなかなかに疲れるのである。

「なるほど、きゃつらの族長を倒したか。なかなか、やるではないか」

　突とつ然ぜん、声がかかった。

　シェレラの若わか長おさである。気がつくと、外が静かになっていた。

「へっ、俺の腕うで前まえを思い知ったか」

　見み栄えをはるソアラであった。

「さっさと出ろ。こんな汚らわしい臭くさいところに、よくいられるもんだ」

　若長の後ろから、ス＝サグが憎にく々にくしげに言った。

「ここは炎で清めるわ、早く出なさい」

　若長の妹が言った。ハイコボルトを倒した実績で少し見直してくれたのか、口調が穏おだやかになっている。

　一同は、ぞろぞろと外へ向かった。

「ところで」

　シェレラの若長がタリアに話しかけた。

「なあに？」

「同族が見当たらんようだが。食われでもしていたか？」

　六人は、顔を見合わせた。

「忘れてた」

　ソアラは、先頭を切って洞窟の奥へと、もう一度ばたばた駆けていった。
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　交易商人と彼の娘むすめは、さいわいまだ無事だった。もう二、三日後にはコボルトが崇あがめる邪じや神しんのいけにえにされるところだったと、娘は、助けだして話しかけたイシュカにではなくて、スランに向かって語った。

　荷物や、荷物運びの動物たちも半分以上が無事だった。

　ピコの言うところによると、荷運び用の大毛長ネズミ──アングラットと呼ばれているらしいが──の一匹は、子供を孕はらんでいるらしい。ずいぶん、彼らに感謝しているそうだ。

「こいつら、けっこう、頭がいいみたいだね」

「お前よりか」

「もしかするとね」

　ピコは本気である。

　一言つけくわえておくと、イシュカに皮肉を飛ばすような機知のもちあわせはない。

　ともあれ、冒ぼう険けん者たちがコボルトの被ひ害がい者しやたちを外に連れだすと、シェレラは魔法の巨きよ大だいな炎ほのおの渦うずを洞窟にたたきつけた。

　コボルトたちの住んでいた、わずかな痕こん跡せきまで消してしまいたいらしい。

「過激な連中」

　ソアラは、ぼそっと呟いた。彼をしてこう言わしめるとは、シェレラ恐るべしである。

「ではな、早く立ち去ることだ」

　若長の体が、巨大キノコの上に舞まいあがった。跳ちよう躍やく力だけで、そこまで飛びあがれるわけではない。ツタを投げ上げて、それを利用したのだ。

「二度とわれらの森に足を踏み入れるなよ」

　ス＝サグは、そう言うと若長の後を追った。

「まったねー」

　タリアは、若長にかわいく手をふった。

「二度と来るなと言ってるだろうが！」

「元気でねー。また会おうね」

　聞いていない。

　もう無む駄だだとさとって、シェレラたちは早々に姿を消してしまった。

「ああ、行っちゃった」

　少し寂さびしげな姫を、イシュカが必死で慰なぐさめている。

「おおーい」

　どっからか、呼び声がした。

　ソアラは、首を左右にめぐらした。シェレラの気配はとっくにないし、コボルトにはシェレラが全部とどめを刺さしてしまった。

「あ、おじさんだ」

　見つけたのはウィブだった。

　バックである。意識を取り戻して、追ってきたらしい。森の奥から、一いつ所しよ懸けん命めいなようすで手をふっている。

　こちらも呼び返したが、バックはまるで近づいてこようとしない。手招きするばかりである。

　口々に、もう怪かい物ぶつはいないと叫さけんだが、バックは静かにという仕草をするばかりだ。

　時々、上を指差している。

「なんのことだろ？」

「さあ」

　ともかく、交易商人の荷物を荷運び家か畜ちくのアングラットに積みなおし、ソアラたちはのんびりバックのもとに戻った。

「あんたたち、何をぐずぐずしてたんだ！」

「どうしたんだよ、おじさん」

「どうしたも、こうしたも」

　言いかけたとたん。

「あれっ」

　ピコが、上を見上げて奇き天て烈れつな声をあげた。

　あたりが、一いつ瞬しゆん暗くなったかと思うと、背後でとてつもない轟ごう音おんがした。

　地面がゆれて、体が持ちあがった。洞窟のあった丘おかはきれいにつぶされている。

　ふりむくと、そこに山ができていた。

　ピコですら、言葉がない。

　天てん井じようから、巨大な岩がはがれて落ちてきたのだ。もし、もう少しあの場を離れるのが遅おそかったら……。

　退治の必要はないが救助してくれというのは、こういうことだったか。

「まったく、話を聞かん人らじゃ。あすこらへんは天井が危なくなってたんじゃ。だから近よらなかったんだよ。あんたらも見てわからんかったかね。まさか天井の見方も教えんような辺境もあるまいが。そりゃあ、シェレラなら、あのいかがわしい魔ま法ほうでなんとでもなるだろうけど……」

　ソアラは、途と中ちゆうからバックの話など聞いていなかった。

　彼が、わめこうとしたら、わずかに早くタリアがかわりにわめいてくれた。

「もうっ！　こんなとこ、いやっ」

　同感である。

「イシュカ、なんとかしてー」

　困った顔の神しん官かん騎き士しを見ながら。

　自力でなんとかしよう。

　ソアラは、固くそう誓ちかった。
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　交易商人に教えてもらったとおり、イシュカたちは北に向けて旅を続けていた。

　北といっても、実際に向かっている方向が、地上と同じ北なのかどうかは、はっきりしない。それを確かめる手段がないからだ。

　クリュオには、太陽も星もない。地底なんだからあたりまえだが。ただし、天井の特とく徴ちようを覚えれば、自分の位置を把は握あくするのは、むしろ簡単である。

　交易商人をハイコボルトの洞どう窟くつから助けだした礼として、いくつかの品物──はっきり言って生活用品──と、アングラットの子供をもらい──ピコがごねた──、ついでに情報を集めるにはどうしたらよいのかまで教えてもらったのである。

　街かい道どう──交易大路を北にたどってゆくと、やがて大きな湖につきあたる。そのほとりに、サミスーラという名のクリュオでも最大の部類に入る街があるのだそうだ。

　知識を求めるなら、その街のクーダ神しん殿でんにゆくのが一番だと教わった。そこになら、クリュオ全体の地図もあるという。湖の北側と南側は、あまり相そう互ご交流がなく、交易商人でも北部地方のことはほとんど知らないのだという。

　ちなみに、クーダはあらゆる知識を司つかさどる神様である。

　地上でも、よく古代の伝説などを調べるのに利用したものだ。たくさん語りべの老ろう婆ばがいて、互たがいにいつも物語を語り合っていた。やかましい神殿だった記き憶おくがある。

　イシュカはライリーの神官だが、決して他ほかの神々を排はい斥せきしたりはしない。幸せ側に与くみする神々は、互いに友だ。神が実在する世界では、そう思ってないと面めん倒どうくさくてやってられない。だからイシュカは、他の神にもそれなりの敬意を払はらっているし、その神官たちの能力だって認めている。

　ただし不幸側の神であれば別。混こん沌とんの神ダラディスあたりは、断固認められない。

　認めてしまうと、戦う相手がいなくなってしまうではないか。

　それはともかくとして。

　旅を続けて二週間がすぎた。

　イシュカは、地底世界クリュオの広さを、いやというほど思い知らされていた。

　一か月、旅ができるほど広い洞窟など、めったにあるものではない。しかも、それでもまだ目的地までの半分を踏とう破はしていないのだ。旅を始めたのが南の果てオード村。目的地サミスーラはクリュオのほぼ中央にあるという。つまり、単純に考えても縦断に二か月はかかるのである。

　何よりもここの広さを教えてくれるのは、軽くなった財さい布ふであった。しかし、減るのが地底の貝かい殻がら貨なので、あまりお金を使っている実感はない。もとの世界の銀貨はいっこうに減っていないのである。

　クリュオは平和だ。ハイコボルト退治などという仕事は、何年に一度もないらしい。

　古代帝てい国こくの遺い跡せきは豊富にあるが、どれもからっぽだった。それに魔法の品の買い取り手もいない。成立の経けい緯いからして、魔ま術じゆつ師しは好かれているとは言い難がたいのだ。

　そろそろなんとかしないと、明日の御ご飯はんは食べられないかもしれない。

　地底世界は、太陽光がないので、シダなどをのぞく植物、樹木や草花が育ちにくい。ごくまれに見つかる〝樹木〟は、大変な高額で取り引きされるらしい。ソアラが持ち合わせているたいまつでも、いざとなればいささかの食料に替かわってくれるはずだ。

　そろそろたいまつの買い手を見つけようか。そんな頃ころに、イシュカたちはサミスーラまでにあるうちで二番目に大きいというホールドの街にたどり着いたのである。

　着いたんだけどね──。




「どうしてよ、ここのだって同じクーダの神殿なんでしょ？　どうして知らないの？」

　タリアに言われて、イシュカは返答に困った。

　夕暮れの、ホールドの大通りである。夕暮れといっても、真っ昼間とあまり明るさは変わらない。

「私わたくしはライリーの神官ですので……」

「だから、なんなのよ。理り屈くつになってないわよ」

　タリアのも理屈になっていない。

「そんなこと言ってもしようがないよ、姫ひめ。どんなことも、苦労なしには得られないのよ」

　若いくせに悟さとったようなことを言うウィブである。

「苦労ならいっぱいしてるもん。それにサミスーラなんかに行っても、どうなるかわからないじゃない」

「確かに、あんまりあてになりそうな感じはなかったな」

　そう言ったソアラに、イシュカは思わず恨うらめしそうな視線を向けていた。

　このホールドの街は、交易大路の重要な中ちゆう継けい点だ。信しん仰こう厚いクリュオの人々のために、いくつもの神殿がある。

　至高神フォレス、慈じ愛あいの女め神がみラーファ、幸運の神コヒ＝ア。混沌の神ダラディスの神殿まであると聞いて、イシュカは烈れつ火かのごとく怒おこったものだ。タリアの一言は、豪ごう雨うより効率よく、その炎を消し止めてしまったが。

　そして、もちろん知識の神クーダの神殿もあった。そこを訪問して尋たずねてみたのだが、神官たちはさっぱり要領を得なかった。やたらと立派な塔とうがある大きな神殿だったのだが、見かけ倒だおしもはなはだしい。

　とはいっても、直接地上への道はどこかとは訊きけないから、遠回しの質問にならざるを得なかったこともある。しかし、クーダの神殿であるにもかかわらず、本や語りべも、まるで置かれていなかった。そのことを尋ねても、なんのことだと言わんばかりに、きょとんとした顔をされてしまったのである。

「それで、これからどうすんのさ」

　ピコが、みんなを見上げた。

「ポコが、おなかがすいたって言ってるよ」

「みゅー」

　ピコの足元にいる灰色の毛玉が鳴いた。アングラットの子供である。ネズミのくせに猫ねこのような声で鳴く。ピコが、せがんでせがんで、交易商人からもらったのだ。そしてポコと名づけ、弟分としてかわいがっている。生まれてすぐだから、小さくて荷運びなどはまだまだできないが、そういうところに価値があるわけではないらしい。

「おいらもおなかが減ったけど」

　ピコのまるまっちい手が、ポコの頭と自分のおなかをなでる。

「そろそろ、宿を探しましょうか」

　イシュカは、にぎやかな通りを見回した。あちこちで、客引きが活かつ躍やくしている。

「今日は、あんまりうるさいことを言わない宿にしようね、姉ちゃん」

　最近ピコは、子供のふりをしているから、酒を吞のませてもらえないのである。もともと吞むより食べるほうが好きなのだが、いざ吞めないとなるとつらいらしい。

「俺も、やかましいことを言わない宿がいいと思う。特に、支し払はらいに」

　ソアラは、軽くなった財布をぶらぶらさせた。その横でスランが肩かたをすくめる。

「でも」

　タリアがイシュカを横目で睨にらんだ。

「こないだみたいに、虫やネズミが出る部屋はいやだからね」

「みゅー」

　ネズミという言葉が出ると、ポコが返事をするように鳴いた。短い足を精せい一いつ杯ぱい動かしてタリアに駆かけよる。

「ポコのことじゃないのよ。ポコは、汚きたないそこらのネズミなんかと違ちがうもんね」

　わずかな月日で、ポコはすっかりみんなの人気者であった。

「確かに、あの宿屋はひどかったよね、寝しん台だいは臭くさかったし」

「あそこを選んだの、イシュカだったな」

　ウィブとソアラまで、彼をせめる。イシュカはすっかりいじめられっ子だった。

「はい、すいません。どうせ全部私が悪いんです」

　いじけたところで。

「そうよ、イシュカが悪いの」

「うん、そうだよな」

「そうだねー」

「…………」

　声をそろえて肯こう定ていされるだけだった。スランも、黙だまってうなずいた。

　愛はいらない、せめて同情が欲しいイシュカであった。

　しばらく通りを歩いていると、スランがイシュカの肩をぽんと叩たたいた。めだたないが、なかなか感じのいい宿屋がある。スランは、こういうことには目がきく。

「あ、ここいいわ。イシュカ。今夜はここに泊とまりましょ」

　タリアは、返事も聞かずに、すたすたと入っていった。

　しかたがないから、みなも後に続く。

　入ってみると、中身も趣しゆ味みがいい飾かざり付けで、上品な雰ふん囲い気きの宿である。壁かべも、いい大理石を使っている。ま、地上よりははるかに建造費は安くついているだろうが。

　しかし、宿代は安くはなさそうだ。イシュカはにわかに不安にかられた。まあ、いい。姫が客室、自分は厩うまや、その程度のことには慣れている。客室が最高級のものだったり、ピコやスランまで客室だったりすると、若じやつ干かんの理り不ふ尽じんさを感じないでもないが。

　イシュカ・アーケナ、二十五歳。まるっきりの馬ば鹿かではない。

　ちょっとだけ馬鹿。

　イシュカの不安は、惜おしいところをついていた。宿の奥から出てきた主人が告げた宿代は、なんとかまかなえない額ではなかった。明日中には、稼かせげる仕事を見つけなくてはならなくなるが。

　しかし、今夜は混こんでいるので部屋がないのだと言う。どう詰つめこんでも、あと男女二人ずつが精一杯。厩もアングラットやらで満まん杯ぱいなのだそうだ。

「二人部屋しかありませんが、ま、お子さんくらいならなんとかなります。そうですね、男女御ご一いつ緒しよでよろしければ、なんとか……」

「まぁっっっさかっ！」

　タリアは一言のもとに否定した。

　ウィブは、つつつとタリアによりそった。ピコは、おいら子供だからなんにもわからないよという顔で、ポコとじゃれている。

　ちなみに、ピコは三十九歳。草原妖よう精せいとしては立派な大人である。

　イシュカは蛮ばん勇ゆうをふるって、ようやくのことで口にしかけた。

「他の宿を……」

「やっ、ここがいいの！」

「どこへ行かれても無む駄だだと思いますよ」

　二人に同時に邪じや魔まされた。

　タリアは、こういうことは一度言いだしたら聞かない性格である。イシュカも、そのことはよく知っている。故郷の六人の姉たちとそっくりだ。

　あの姉たちから逃にげだそうとして、神しん官かん騎き士しになったはずなのに、命の恩人とはいえ、どうしていつまでもこんな人と一いつ緒しよにいるのだろう。

　イシュカは思わず回想にふけってしまった。

「このあたりの宿は、どこも一いつ杯ぱいです」

　宿の主人は妙みように自信ありげだった。

「どうして、そう言い切れるんだい。お祭りかなんかあるのかい？」

　イシュカが黙ってしまったので、しかたなくソアラが会話を続けた。

「まあ、そんなもんですね。見物客がずいぶん来るんで……」

　主人は、そこで急に言葉を切った。

「こちらのお客さん、ひょっとしてライリー神殿と関係のある方じゃありませんか？　なんか似たような紋もん章しようが刻んでありますけども」

　イシュカはまだぼうっとしていた。師し匠しようとの修しゆ行ぎようの日々に思いをはせていたのである。

「おい、イシュカ」

「え？」

　つつかれて我に返った。主人が問いを繰くり返す。

「確かに私は、ライリー様を信仰しておるものですが」

「では、この街の神しん殿でんの方とも……？」

　主人の声には、なぜか怯おびえの響ひびきがある。しかし、イシュカは、ソアラやスランの目くばせに気づかず、正直者の本領を発揮した。

「いえ、存じ上げてはおりませんが」

「ああ、そうですか」

　主人はほっとした顔になった。

「そうだ」

　イシュカはぽんと手を叩いた。

「私、神殿に泊めていただきます」

「ああ、そう。じゃあ、明日の朝ね」

　タリアは、手をふった。

「え、本当にあそこへ行かれるんですか？」

　主人にたいして、イシュカは笑って答えた。

「信者や旅の神官を泊めてくれる場所くらい、どんな小さな神殿でもあるでしょう」

「いえ、ライリー神殿は、この街でも一番大きな神殿ですが」

　主人の言葉に、イシュカは誇ほこらしげにうなずいた。

「そうですか、そうですか。では今日は、ひさしぶりに修行時代を思いだすことといたしましょう」

「イシュカ、嬉うれしそうね。わたいの世話をしなくてすむから？」

　タリアに言われて、イシュカの背筋が、いきなりぴしっと伸のびた。

「そんなことは決して。姫をお一人で残していくのは、とても心残りなのですが」

　その言葉に噓うそはない。一点の曇くもりもない瞳ひとみだった。

「そう？　じゃあ、いいけど。お洗せん濯たくだけはよろしくね」

「はい、一度ようすを見て、戻もどってまいりますから、その時やっておきます」

「しばらく、野宿だったから洗えなかったもんね。下着の替かえが乏とぼしくなってきてたの」

　高貴の生まれの人は、人に世話をしてもらうことに馴なれてしまうため、差しゆう恥ち心が薄うすれる場合が多い。

　イシュカがタリアを姫と称しようする根こん拠きよの一つである。

「神殿に泊めてもらえれば、宿しゆく泊はく費もうきますし」

「え、そうなの？」

　ウィブが、タリアと組んでいた腕うでをほどいた。

「じゃあ、あたしも行こうかな……」

　腰こしの財さい布ふは、彼女もずいぶん軽そうである。

　しかし、ソアラはウィブの肘ひじをつかんでそっと止めた。宿の主人に目くばせされたのだ。こう見えてソアラは、それなりに気が利きくのである。

　イシュカは、やりとりには気がつかずに、タリアにあれこれ翌日の指図を受けてから、宿を出ていった。

　その背中を見送って、宿の主人は、ぽつりと一言洩もらした。

「よそのライリーの人ってのがあそこに顔を出したことはないしねぇ。憶おく測そくでものを言って、あの人を気分悪くさせるのもなんだから」

　聞こえないように呟つぶやいたつもりかもしれないが、しっかり、全員に聞こえていた。

「さ、ではお部屋にご案内しましょうか」

　うってかわった明るい声で、主人は言った。その背中から声がふってくる。

「あの～」

「わっ」

　振ふり返ると、出ていったはずのイシュカがのしかかろうとしていた。主人は、腰を抜ぬかしそうになった。

「わわわわわわ」

　悪かった、と言いたいらしい。

「ライリー神殿は、どこにあるのでしょうか。考えてみると、私わたくし、それを知りませんでした」

　考えてみるまで、それに気がつかないのか、イシュカよ。
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　教えられたとおり、イシュカはホールドの街の中央に向かっていった。大きな歩調で、のしのしという感じで歩いてゆく。

　その後ろをちょろちょろとついてく生き物がいた。

　ポコである。

　ピコに言いつけられたわけではない。なかば自主的にイシュカについてきたのである。特に彼に馴れているわけではない。主人はピコだと思っているのは態度でわかる。イシュカの監かん視し役を引き受けたらしい。

　妙に気が利くアングラットだった。

　やがてイシュカは街の中央広場にたどりついた。クーダ神殿が街の南のはずれにあるのをのぞけば、残る神殿はすべてこの周囲に集まっていると聞いた。

　夜はずいぶん更ふけているが、人通りは多かった。夜よ更ふけといっても、天てん井じようの発光苔ごけはまだ輝かがやきを残しているから、黄昏たそがれよりやや暗い程度。

「ううむ、どうもいまだにおかしな感じがしますなあ……」

　イシュカは、まだこの土地の時間感覚になれることができないでいた。

　あたりを見回してみたが、神殿らしい建物は見当たらなかった。ひときわ目立つ派手な装そう飾しよくの建物が二つ、あとは掘ほっ立て小屋と変わらないような建物が二つ。

　派手なほうのうち片方の前では、肌はだもあらわな若い娘むすめが、通りすがりの男を呼びこんでいる。中からは楽器の音や歌声、酔よっ払ぱらいの喧けん騒そうや嬌きよう声せいが聞こえてくる。

　きょろきょろしているイシュカにも、女の子がキスを投げかけてきた。イシュカは顔を赤らめて、足早に立ち去った。

「あらあら」

　ポコの短い足では、イシュカの大おお股またについていくのはつらい。

「みゅー」

　女たちの一人が、ポコを捕つかまえて背中をなでた。

「かわいいねー。うちの子になるかい」

「みゅー」

　香こう水すいをふきかけられて、ポコはあたりを走り回った。

「みゅー」

　何があっても、みゅーである。

　こんなところに本当に神殿があるのだろうか。イシュカは、そう考えてもう一度あたりを見回した。

　もう一つの派手な建物も、高い塔とうは原色で塗ぬられた怪かい物ぶつ像で飾かざられ、あちらこちらに色は美しいがきらびやかすぎるステンドグラスがはまっている。質しつ実じつ剛ごう健けんを美徳とするライリー神殿とは、まるで関係がなさそうに思えた。

「そうか。清貧の誓ちかいを立てた神殿であるなら、もしや……」

　いちばん大きな神殿と聞いてはいたが、イシュカは、あえて掘っ立て小屋に近づいた。

　片方の小屋には、ダラディス神の紋章が、みすぼらしい扉とびらに絵の具で描えがかれている。すでにはげかかっているが。

　イシュカは、思わず背中のグレートソードの柄つかを握にぎった。ぎりぎりで手を止め、仲間たちの、地底には地底の事情があるんだからという言葉を思いだして、我が慢まんする。

「しょせんは、邪じや悪あくな神。人々の支持は受けられんと見えるな」

　イシュカが口の中で呟くと、ポコが同意するように鳴いた。

　甘い。甘い考えである。

　残る一つの掘っ立て小屋は、至高神を名乗る善の神フォレスと商人の守り神でもある幸運の神コヒ＝アが共同で使っている神殿だった。

　フォレスも、街の人々の支持を受けていなそうだったのは、イシュカにとっては衝しよう撃げきだった。軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな──という印象をもっている──コヒ＝アがさびれているのは当たり前だと思ったが。

　だから、甘いというのだ。

　信心深い地底の人々である。神殿にわけへだてはしない。

　誰だれかに、そうするように強制されなければ。

　イシュカは、他ほかの者たちのいる宿へ帰って、せめて鶏にわとり小屋でもなんとかならないか、頼たのんでみようと思った。思ったが。

　一応、もう一つの派手な建物を確かめてみることにした。もう一つとは、うって変わって周辺に人ひと影かげがない。

　イシュカは、建物に近づいた。足元にはポコが一緒だ。すれちがう通行人が異様な目で彼を見たが、イシュカは気がつかない。前しか目に入っていないのである。

　近よってみると、派手なステンドグラスはみんな戦いのようすを描いたもののようだ。

「まさか、ここが……」

　自分のつぶやきが信じられなかったが。

　そのとおりだった。

　小さな扉には、はっきりとライリーの聖印ホーリーシンボルが彫ほりこまれていた。イシュカ自身のものとは、少し異なっている。

　扉には、のぞき窓がついている。

　イシュカは、そこに口を近づけると怒ど鳴なった。

「どなたか、いらっしゃるか！」

　ばかでかい声に驚おどろいて、ポコが足元でとびあがった。耳がぴくぴく動いている。しかし、中からはなんの反応も返ってこない。

「妙みようだな」

　イシュカは、大きく息を吸いこんだ。

「どなたかいらっしゃらんか!!」

　声の大きさに、ポコは広場の真ん中あたりまで逃にげてしまった。アングラットは臆おく病びようなのだ。通行人も何人か、足を止めて彼のほうを見つめている。

「もしもし、返事をしてください。もしもーし[image: !!!]」

　際限なく声は大きくなってゆく。

「うるさいっ！」

　そりゃ、そうだろう。

「なんだ、お前は」

　扉の内側から、無ぶ愛あい想そうな声がした。開けてくれそうなようすではない。

「私はっ[image: !!!]」

「もう少し小さな声で話せ！」

「私は、旅の修しゆ行ぎようの途と中ちゆうであるライリーの神しん官かん騎き士しです。どうか、夜の宿をお願いしたいのですが」

　イシュカの今までの経験からすれば、このように言えば、神しん殿でんは若き勇者を温かく迎むかえてくれるはずだった。地上ではいつも、そうだった。

「なんだ。どこぞの貧びん乏ぼう神官が物もの乞ごいに来たのか。こいつをめぐんでやるから、とっとと、どこかへ行っちまいな」

　軽けい蔑べつの声とともに、ばらばらと何枚かの貝かい殻がら貨が投げだされた。

　それが顔にあたった。

　瞬しゆん間かん。

　イシュカは、グレートソードを抜いてから、細いのぞき窓の隙すき間まに叩たたきこむまで、一挙動でやってのけた。

「失敬な！　神官騎士を侮ぶ辱じよくするなら、こちらにも考えがあるぞ」

　考える前に、動いている。

　近づきかけていたポコは、また遥はるか向こうに逃げてしまっている。

　扉の向こうからは、しばらくあうあう言う声が聞こえていた。生きているところを見ると、イシュカの一いち撃げきをかろうじて避よけたらしい。

「さあ、貴様らが本当にライリーの神官騎士だというのなら、正々堂々戦おうではないか。ライリーは戦いを通じて、正義を示してくださる！」

　高らかに宣言するイシュカのまわりに、酔っ払いの野や次じ馬うまが集まりはじめていた。

「そもそも、ライリー神が生まれたもうは……」

　調子にのって、祈き禱とう書の暗唱を始めている。

「わりゃあ、ひとさまの神殿の前で何ごぢゃごぢゃさわいどるんじゃい」

　扉が蹴けり開けられて、武装した何人かの男たちが中から現れた。誰を見ても下品な顔つきである。雰ふん囲い気きは、いかにも粗そ暴ぼう。かなり若い者ばかりだ。

　いや、一人だけ上品でもの静かな顔だちの青年がいた。

　下品な集団の一番後ろに立っている。

「この神殿の代表者はどなたか」

　イシュカはまだまだ声がでかい。遥か後ろでポコが耳を畳たたみこむほどだ。

「私だ」

　神殿の扉の奥から、もう一人、顎あごがやたらと長い中年の男が進みでてきた。

「貴様、我が神殿の神官に対して武器を向けたそうだな」

　眼光はやたらと鋭するどい。

「それは挑ちよう戦せんとみなされるぞ」

「むろんだ」

　イシュカは、きっぱり言ってのけた。

　男たちが周りを取り囲んだが、イシュカはもちろん怯おびえたりしない。むしろ、堂々と肩かたをそびやかした。

「それで、誰が私と名めい誉よをかけた戦いを行なわれるのか！」

　イシュカは、グレートソードを地面に下ろしながら怒鳴った。傷つけられた名誉を回復するために素す手でで殴なぐり合うのは、ライリーの神官騎士の風習である。

「誰が、じゃねえ。ホールドのライリー神殿をなめるな！　俺たちを馬ば鹿かにして五体満足だった奴やつはいねえんだ」

　若い男の一人が、そう怒鳴った。

「だから、誰が一対一の決けつ闘とうの相手かと尋たずねているんだ！」

「何、寝ね惚ぼけたこと言ってやがるんだこいつ」

　男たちの得え物ものはウォーハンマーである。イシュカを全員がとりまいて、じわじわと迫せまってくる。

「神官長、たたきのめしちまいましょうぜ」

「あたりまえだ。こんなやつをほっておいたら、ライリー神殿の名折れだからな。足あし腰こし立たんようにしてやれ」

　顎の長い中年は自分も、巨きよ大だいなとげつき棍こん棒ぼうを構えながら言った。両手で使うメイス、すなわちモールというやつだ。

「貴様たち、卑ひ怯きようだぞ！　妖よう魔ま退治ならともかく、神官同士の名誉ある戦いでこのようなまねが許されると思っているのか！」

　叫さけびっぱなしでも、声は嗄かれない、丈じよう夫ぶなイシュカの喉のどであった。

「こんなことをライリー神が、お許しになると思っているのか」

「何を馬鹿なことを言っている」

　顎の長い中年の声は、冷え冷えとしていた。

「ライリー神は、勝利をお望みになる神だ。勝つためなら何をしてもよいのだ」

　顎の長い中年は、自分の言ってることに一点の疑問も抱いだいていないようだった。

「なんと愚おろかなことを！　神は正々堂々とした戦いをお望みだ。正義のあるところ、勝利は必ずもたらされる」

　自分の言っていることに信念をもっている点では、イシュカも負けてはいない。

　しかし、信念に満ちたイシュカの言葉を聞いても、ライリーの神官を名乗る者たちはにやにやするばかりだった。上品な顔だちの若者だけが、ふと眉まゆをくもらせた。

「何を馬鹿なことを」

　顎の長い中年は、イシュカを徹てつ底てい的に嘲あざ笑わらった。

「勝利した者こそ正義だ。神の恩おん寵ちようは勝利した者の上にこそくだされるのだ」

　イシュカは、地底世界の信しん仰こうの歪ゆがみを思い知った。ゾウグに警告されてはいたものの、これほどとは。

　まるで、頭を殴られたような衝撃だった。

　と、思ったら。

　本当に頭を殴られていた。

　後ろに、下品な若い神官戦士の一人が忍しのびよっていたのだ。

「おのれ、卑怯な」

　イシュカは拳こぶしを固めて、そいつに殴りかかった。

　背を向けたイシュカを、顎の長い中年がとげの生えたモールで殴りつけた。プレートアーマーの上からでも、かなりの衝撃だ。

　体を大きくのけぞらせたイシュカを、ライリー神殿の男たちが取り囲む。

　野次馬にまぎれてようすを見ていたポコが、輪の外へ抜ぬけ出した。

「卑怯だぞ」

　イシュカの声は、まだまだ大きい。

　さすがにイシュカも、地面に置いたグレートソードを拾おうとした。当然、身をかがめることになる。

　彼はまだ、相手をライリーの信者だと甘く見ていた。ふつう、落ちた武器を拾おうとする時は、身を避けながらとか、策を考えて行うものだ。

　それを単純にかがんで拾おうとした。

　かがめば、背中は無防備である。

「馬鹿か、お前は！」

　首筋を殴られて、膝ひざをついたところへ、脇わき腹ばらに蹴りが入った。

「卑怯な！　ライリーの怒いかりがくだされるぞっ」

「馬鹿もの！　まだわからんのか。勝利こそライリーがお求めになるもの。そのためには、何をしてもかまわんのだ！」

　顎の長い中年の蹴りが、イシュカの頰ほおにめりこんだ。

　あとはもう、袋ふくろ叩だたきである。

「違ちがう、間ま違ちがってるぞ」

　うめく、イシュカ。

「まだ言ってやがるのか！」

　顎の長い中年が、モールをふりかぶった。容よう赦しやなく頭を狙ねらっている。イシュカは兜かぶとをかぶっていない。だが、恐おそれはしなかった。

「殺すなら殺せ。神のみもとで、貴様らの間違いを……」

　ごっ。

　いままで、手出しをしていなかった美形が横から進みでて、イシュカのこめかみを蹴りつけた。イシュカは黙だまった。気絶したのだ。顔面は血まみれである。

　中年は、モールを途中で止めた。

「さ、行きましょう神官長。ほっとけばごみといっしょに始末してくれますよ」

　若い男は、中年の腕うでに手をかけた。

　ライリーの神官たちは、神殿に姿を消し、野次馬もすぐに散ってしまった。

　あとには、イシュカの体だけが、ごろんと残されていた。
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　その頃ころ。

「ソアラぁ。もっと吞のみなしゃい」

　タリアは、今日もすっかりできあがっていた。こぶりの盃さかずきの中身は、今日もほとんど減っているようには見えない。

　酒場は、大だい盛せい況きようだった。にぎやかな話し声があちこちから聞こえてくる。

「おう、吞む吞む」

　すでにソアラの顔は真っ赤だ。

　シダの一種を発はつ酵こうさせた地底の地酒である。味はエールに似ている。人間、どこへ行ってもどんな場所でも酒だけはなんとか造りだしてしまうらしい。

「そのへんにしときなよ、ソアラ。また寝ねちゃうよ」

　そう言うウィブは、地底でとれる数少ない食べ物の一つである芋いもから造られた酒をちびりちびりやっていた。目もとがほんのり赤い。透とう明めいな蒸留酒である。値はシダ酒より張る。

　スランは、黙って大きなシダ酒のジョッキを干している。

「水だよ？　これ、水だよ？　水にしか見えないよね？　水を子供が吞んでも、文句は言わせないよ」

　聞かれもしないのに、盃の中身を説明して回っているのはピコ。もちろん、中身は無色透明の蒸留芋酒だ。

「さあ、どんといこうぜ。タリアちゃん」

　ソアラもできあがっている。ちゃん呼ばわりとか恐れも忘れたかって感じだ。すでに一いつ杯ぱいになっている盃に、さらに酒を注いであふれさせている。

「うー、なんら、おっひゃんたち。ずいぶん暗いじゃないの、ほりゃ、吞みなさい、吞みなさい。おごらないけど吞みなさい」

　タリアは、隣となりのテーブルにまでその魔ま手しゆを伸のばした。どばどば。酒さか瓶びんを逆立ちさせて注ぐ。テーブルの上がびしょ濡ぬれである。

　隣では、この街の者らしい二人連れが吞んでいた。旅行者に比べると、どうも不景気な表情である。

「おっさん、何、しけたつらしてんだよ」

　ソアラまで調子に乗って、二人のうち、ひげをはやした男の背中をてのひらでばんばんと叩たたいている。

「おら、俺のおごりだ。ぱーっといこう、ぱーっと」

　調子よく、追加注文をする。

「ちょっと、ソアラ。財さい布ふは大だい丈じよう夫ぶなの？　あたし貸さないわよ」

　ウィブが、ソアラの耳元で言った。

「平気だ平気。酒代はまかせとけ」

　ソアラの声だけ聞いたひげの男は、にっこり笑った。

「おう、兄ちゃん。すまねえな。じゃあ、つまみは俺が奢おごらせてもらうぜ」

「おじさーん、揚あげ芋三皿追加ねー。あと芋酒、この男の子の財布でおかわりー」

　すかさず注文したのはウィブだった。

　ちなみに、芋酒はシダ酒より高い。

「兄ちゃんたちは、あれかい。旅の人だね」

　けっこう回っているらしく、向こうも気さくな調子だった。

「おう！　俺は正義の戦士、ソアラだ！」

　元気がいい。

　どうも耳元でヴァルキリエが余計なことを言っているらしい。

「正義の戦士か、そいつはすごい。さぞかし腕も立つんだろうな」

　ひげのおやじは、信じたようなことを言う。

「もちろんだ」

　噓うそだとは言わないが。

　そこまで胸を張れるほどなのか、ソアラ？

「うらやましいなあ。俺にもそれだけ腕がありゃ、試練の塔とうの争いに出てよぉ、がっつりいくんだけどよう」

　街のおっさんも、すっかりできあがっている。ソアラは首をかしげた。

「塔の試練？　なんだいそれ？」

「ありゃ、あんたたちも見物に来たんじゃないのかい」

　もう一人の街の住人、少し若そうなのが、けげんな顔をした。

「なんでもいいから吞みなひゃいってば」

　その若者にタリアがからむ。ソアラと話しているひげのほうは、言葉を続けた。この人も、あんまり人の言うことを聞かないたちらしい。

「試練の塔の迷めい路ろ競争で戦士を探してるからよ、ちょっとした儲もうけ、いや今度のならかなりの儲けに」

「儲け!!」

　いきなり声をそろえて叫ばれ、ひげと若いのはびくっと体を引いた。

　全員、一いつ瞬しゆんでしらふに戻もどっている。

「おじさん。その話、くわしく聞かせてくれる？」

　タリアは、しっかりした口調になっていた。その横に椅い子すを運んできたウィブも、顔色がふつうに戻っている。

「この正義の戦士ソアラは、正しい者の味方だぁ」

　一人、酔よったままのがいた。

　街の住人は、タリアたちが尋たずねるまま、試練の塔について説明してくれた。

　この街では、もめごとが起きると、試練の塔と呼ばれる建物にはいり、てっぺんまで競争することで解決するらしい。

　塔の中は迷路状になっていて、罠わななどもしかけられている。もちろん迷路や罠の難しさは問題の大きさによって変化するらしい。大規模なものになれば、噂うわさを聞いて近くの街や村からも見物人が集まるのだという。

「じゃあ、今度のはかなりの規模なわけ？」

「ああ、この街を牛ぎゆう耳じってる神しん殿でん同士の対決だからな」

　タリアの問いに、ひげの男はそう答えてくれた。

「神殿って？」

「ライリーとラーファが、この街の二大勢力だよ」

　口調からライリーが嫌きらわれてることははっきりわかった。

「けど、ものがものだからな。他ほかにもあちこちが参加してるぜ。だから、腕うで利ききの戦士や、鍵かぎや罠に詳くわしい奴やつなら雇やとわれ口には困らないだろうさ」

　若い男が口をはさんだ。

「そおなんだぁ」

　女の子たち二人が、顔を見合わせてにんまり笑う。

　悪い女の顔であった。

「それにしても、一体、争いの原因はなんなんだい？」

　やっと酔いが覚さめてきたらしいソアラが冷静な口調で尋ねた。

「この近くの森の真ん中で、サニツリが見つかったんだとさ」

「サニツリ？　なんだいそれ」

　ソアラは、きょとんとした顔で尋ねた。若じやつ干かん、酔いが残っているようだ。

「サニツリつったら、木の一種じゃねえか。知らないのかい」

　ひげは、不ふ審しんそうな顔になった。

「木？　そうそう木だった、木。どんな木だっけ」

　酔っていても、ものごとをごまかすのはお手のものだ。

「サニツリっていえば、薬にもなるって話だぜ」

　若いのが、ウィブとタリアをちらちら見ながら知識をひけらかすように割りこんでくる。こいつらの気を引くのはやめといたほうがいいと思うんだが。

「実用にもなるっていうがよ、なんたって、木、つったら木だよ、あんた。高く売れるに決まってるじゃないか。ただ、あの森は、街の共有財産みたいなもんだったからな。そこで見つかったものの持ち主は誰だれか、ってことでもめてるのさ」

　ひげの男が若いのを押し戻した。

「迷路競争は、明後日あさつてあるんだが……」

　そこまで話した時。

「あれ、ポコじゃないか。お前いつ戻ってきたんだい」

　ピコの声がした。みんなが一いつ斉せいに注目する。

　足元にいるポコは、ずいぶん急いでやってきたらしく疲つかれたようすだ。イシュカの件で、助けを求めようと判断し、駆かけてきたらしい。

「みゅー、みゅー」

　ピコは、しばらくポコの鳴き声に耳を傾かたむけていた。そして、体を起こすとつまらなそうな声で言った。

「イシュカが、ライリーの神殿で袋ふくろ叩だたきにされてるって」

「こ、この坊ぼう主ず、アングラットの言ってることがわかるのか!?」

　驚おどろくひげの男と若いのに、ソアラは何気ない調子で返事をした。

「ちょっとした特異体質でさ。ところで、ライリー神殿の人って強いの？」

「ああ」

　ひげの男は、ピコとポコを見つめたままうなずいた。それから、我にかえってこうつけくわえた。

「あんたらの仲間がからまれてるんなら、早く助けに行ってやったほうがいいぞ。あの連中、容よう赦しやがないからな。殺されちまうかも」

　緊きん張ちようした顔つきは、事態を誇こ張ちようしているようには見えない。

「それは、いかぁん！」

　ソアラは、がばと立ち上がった。やや、足元がたよりない。

「えぇー？　行くのー？」

　そんなにいやか、タリア。

「めんどくさいなあ」

　ウィブまで、そう言うか。

「へたするとあんたらもどうにかされちまう。行かずに俺たちと一いつ緒しよにいたほうがいいぜ」

　若いのが、タリアとウィブを見て言った。

「大丈夫よ、イシュカなら。ほっといても」

　タリアの台詞せりふは、イシュカの腕うでを信しん頼らいしてのものには聞こえなかった。

「そろそろ踊おどろうかと思ってたのになあ」

　ぼやくピコの裾すそを、ポコがくわえて引いた。

「ポコが言うんなら、しようがないなあ」

　ピコも立ち上がった。

　タリアとウィブもしぶしぶ、席を立つ。

　店を出るスランの後ろ姿を、ウェイトレスが名残なごり惜おしげに見送っていた。
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「イシュカ！」

　タリアが、悲鳴に近い叫さけびをあげた。

　広場の清せい掃そうを商売にしているらしい老人が、傷だらけのイシュカの体を、足を抱かかえて、ごみ袋ぶくろと一緒にひきずっていこうとしていた。

「洗せん濯たく物ものはどうするのよ！　ここじゃ乾かわきも遅おそいのよ。あたし、あさって着る物がないじゃない！」

　溜ためるなよ、そこまで。

「さらば、イシュカ。君のことは忘れない」

　ソアラは、涙なみだをこらえるように天を仰あおいだ。

「ソアラ、お酒吞のんでる時のこと、ほとんど覚えてないじゃない」

　ウィブがするどく指し摘てきした。

「今は覚めてるよ！」

「なんじゃ、あんたらこれを知っとるんかね」

　老人が言った。イシュカは〝これ〟扱あつかいである。

「だったら、引き取ってくれんかね」

「あ、もう面めん倒どうですから、適当にそっちで始末してください」

「燃やすなり埋うめるなり、お好きに」

　好き勝手なことを言っている。

「あの……」

　か細い声がした。地面のほうからである。

「私わたくし、まだ生きておるんですけれど」

　イシュカは言った。意識を失っていたのだが、タリアの悲鳴で気がついたのだ。

　もうろうとしていたから、どんな悲鳴だったかははっきり覚えていない。

　さいわいであった。

「知ってたわよ」

　タリアの声は、冷たかった。

「口がきけるようになったんなら、自分で治しなさい」

　自分でもなにも、イシュカにしか傷を治ち療りようできるような魔ま法ほうは使えない。

「……はい」

「まったくぅ、どうしてそんなになるまで逃にげなかったの」

　イシュカを見る目も冷たい。

「ライリーの正しい教えを伝えるためにも、逃げるわけには！」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

「帰ろ、帰ろ」

　タリアは、くるりとふりむいた。

「あーあ、なんのために急いで来たんだか」

　歩いてきたろう、ウィブ。




　翌日。

　イシュカたちは、仕事を探しにでかけた。ちなみに、昨夜イシュカは傷を自分の魔法で治すと、宿屋の廊ろう下かで寝ねた。ひどい話に聞こえるが、そもそも本人が望んだのだから仕方ない。ライリー神官は自分をいじめたがるものだ。

　もちろん仕事探しの狙ねらいは、試練の塔とうである。

　対立している各勢力の噂を集めるのに半日かかった。

　やはり勝利の最有力候補は、ライリーのようだった。次がラーファだという。

「ライリーに雇われるっていうのは、もう駄だ目めだよね」

「あら、それはイシュカだけでしょ」

　ウィブの見解に、タリアは意見を述べた。

「あそこ、お金はもってそうだったわよ」

「姫ひめ、あのようなやからに加担されようと！」

「でもいい男がいたって言ってたじゃない」

「そういう問題ではありません！」

「まま、どっちにせよライリーじゃ戦士は余ってそうだったし、ラーファに行ってみようぜ。ダラディスよりは戦士が必要だろうし」

　というソアラの意見が最後に通った。

　タリアは。

「わたい、魔ま術じゆつ師しだもん」

　とか言ってたが。

　イシュカは、試練の塔の競争とやらでライリー神殿を打ち破り、神の正しい教えを伝えようと考えていた。

　道々人に尋たずねて、ラーファ神殿を目指す。

　たどりついたのは、昨日の広場である。もう夕刻で、やはりにぎやかだった。

「変ですね、ここにラーファの神殿など、ありましたっけ」

「イシュカ、そんなこと言って、ここにいたくないだけなんじゃないの？」

「姫、それはあまりにひどいおっしゃりようです。昨日も申しましたとおり、正々堂々と戦えば、あのような連中おそるるにたりません」

「はいはい」

　と、その時。

　またもや騒さわぎが伝わってきた。源は、ライリー神殿の前だ。

　三人ほどの男たちが、一人を殴なぐる蹴けるしているようである。どうやら、中に入ろうとしたところを、叩たたきだされたらしい。

　昨日のイシュカによく似た状じよう況きようだ。

「待て待て、多勢に無勢とは卑ひ怯きようだぞ」

　叫んでイシュカは駆けだした。昨日のことがあったせいか、すでにグレートソードをかまえている。経験から学ぶとは、イシュカにしては珍めずらしい。よほど、昨日の出来事は印象が強かったのだろう。

　ソアラも、ひさびさの戦いに、はりきって突とつ撃げきした。

　しかたなく、四人も後を追った。

　しかし、彼らがたどりつくまでに騒そう動どうはおさまっていた。倒たおれている男に唾つばを吐はきかけて、ライリー神しん殿でんの男たちは、神殿に戻もどってしまった。

　イシュカは、気を失っているらしい男のかたわらにしゃがみこんだ。神に、傷を治してくれるよう祈いのりの言葉を捧ささげる。──脅きよう迫はくめいた祈りに、捧げるという動詞はふさわしくないかもしれないが、イシュカ自身は敬けい虔けんに救いを求めているつもりなのである。

　男は、まだ若いようだった。整った顔だちの美青年である。一ひと重えまぶたの切れ長の目と、美しい額の持ち主だ。

「う……」

　祈りが終わって、青年は意識を取り戻した。ぎごちなく、上半身を起こす。

「あなたが助けてくださったんですか」

「はい、そうですわ」

　タリアが、ひざまずいて青年の手を握っていた。

「い、いつのまに」

　みんながうめくほど素す早ばやい動きだった。

「いったい、どうしてあんな目にあわれたんですの？」

「はい、実は」

「まあまあ、こんなところで立ち話もなんだからさ。どこかで座って話をしようよ」

　ピコが言った。イシュカは思わず口をはさんでいた。

「二人とも、座っておられるぞ？」

「とにかく、場所を変えない？」

　もっともと言えば、もっともな意見である。

　みんなが顔を見合わせていると、スランが、広場の一方にある派手な、と言うよりけばけばしい建物を指さした。戸が大きく開け放たれて、そこからうまそうな匂においが流れだしている。

「そういえば、あそこは酒場だっけ？」

　ウィブが、昨日の夜の光景を思いだして言った。

「じゃあ、行きましょう」

「え、でも」

　青年が戸と惑まどいをあらわにした。

「大だい丈じよう夫ぶ、まかせてくださいな」

　にっこり。

　タリアは、青年に笑いかけ、支えて立ち上がらせようとした。

「大丈夫です、一人で……っ」

　足がもつれて、うまく立ち上がれないようだ。

「さあ、遠えん慮りよなさらないで」

「はあ、しかし」

「あ、もう一回、治ち癒ゆの祈りを捧げてあげましょう」

　イシュカが祈ると、青年の足取りはしっかりしたものになった。

　どうして、姫様と青年の表情が嬉うれしそうでないのだろうと、イシュカはちょっと疑問に思った。

　歩き始めると、つつとウィブがよってきた。

「妬やけたから？」

　ウィブは、こっそりイシュカの耳元にささやきかけた。

「は、なんのことですか」

　真しん剣けん。

　イシュカは、タリアの忠実な従僕である。そのような感情とは無む縁えんなのだ。彼はあくまで、守護者としての忠節を彼女に捧げているのみなのである。

「ははは、なんでもない」

　ウィブは、作り笑いを浮うかべてイシュカの横を離はなれていった。

　広場を横断するのに、さほどの時間がかかるわけもない。

　けばげばしい扉とびらをそろってくぐる。

「いらっしゃいませー。ラーファ神殿にようこそ」

　胸むな元もとを強調したそろいの衣い裳しように身をつつんだ女の子たちが、深々とお辞じ儀ぎをして、イシュカたちを出で迎むかえてくれた。

「は？」

　イシュカの顎あごが、がくんと落ちた。彼が知っていたラーファ神しん官かんは、真っ白で質素でまったく体を見せない衣服に身をつつんだ、清せい楚そな乙女おとめたちだった。

「七名様ですね？　恐おそれ入ります。花のコースのお客様でしょうか、大地のコースのお客様でしょうか」

「金は払はらう。食事だけでいい」

　青年が言った。

「はい、承知いたしました。ただいまご案内いたします」

　女の子の一人が、先に立ってさっさと歩きだした。胸の前に品書きを抱かかえている。

　背後で、みすぼらしい老人が大地のコースを、と言っているのが聞こえた。女の子は、イシュカたちに接するのと変わらない調子で、老人を案内していった。

「大地のコースっていうのは無料の配給なんです」

　無料と聞いて、みんなの体の思い思いの部分がぴくりと動いた。

「もちろん、薄うすいスープくらいしかもらえませんが。少なくとも、女の子の態度も昼間はそうは変わりません」

　青年が言外にこめた意味は、イシュカにはまったく伝わらなかった。彼は、まだどぎまぎしているようだ。

　席に落ち着くと、すぐに食事が運ばれてきた。

「ごゆっくり、どうぞ」

　瞬しゆん時じに食べ物の半分が消失した。

「それれぇ」

　食べながら話しかけて、はっとタリアは手と口を止めた。

　咳せき払ばらい一つ。

「それで、いったいどうしてあんなことに？」

「その前にさあ」

　とウィブがいつもの飾かざり気のない口調で言った。

「おにいさん、名前なんて言うの？　あ、あたし、ウィブっていうのね」

「あ、すいません。僕は、アーネスと言います」

　みんなも口々に自己紹しよう介かいする。

「タリアさん、ですか」

　他ほかの者が話している間も、アーネスは彼女の顔しか見ていなかった。

「美しいお名前ですね」

「あら、そんな」

「実は、僕、『ホールドの街をもっと優すぐれたものにしよう青年の会』の会長をしているんですが」

「はあ？」

　タリアの頰ほおを染めていた血が、一いつ斉せいにひいてゆく。

　イシュカは、タリアがこの手の演説や説教を非常に嫌きらっていることを、出会ってすぐの頃ころに知らされていた。

「今度発見されたサニツリの木をこの街の貧しい人たちのために使わせてくれと頼たのんでまわっているんですが、なかなか僕らの理想をわかってもらえないんですよ」

　アーネスと名乗った青年の目はきらきらと理想に輝かがやいていた。

「それは素す晴ばらしいお考えだ」

　イシュカの声は、感激に満ちている。

「貧しい人々や、平和のために、サニツリでお金を稼かせいで、苦しんでいる人々を救ってあげたいんです」

　アーネスはすっかり自分の言葉に酔よっている。目が遠くを見ていた。

「あ、そう」

　タリアの声は、まるでイシュカに対する時のような響ひびきだった。

「でも、ライリーの人たちは、僕らが街で呼びかけていると邪じや魔まするんです。でも、僕らはくじけません。僕らの主張を受け入れてもらうため、試練の塔とうへの挑ちよう戦せんを決めました」

　どん。テーブルを殴る。

「そうですか。頑がん張ばってくださいね」

　タリアの言葉には誠意のかけらもない。残る仲間たちは黙もく々もくと食べている。

　ただイシュカだけが感激の面おも持もちだった。

「ところが、僕たちの仲間は誰だれ一人、正式に戦いの訓練を受けたことがないんです。実は、みんな商人や役人の息子むすこばかりで」

「皆みなさん、育ちがよろしいのね」

　タリアの笑いが妙みようにひきつっている。

「ですが!!」

　アーネスは、どんとテーブルに両手をついた。タリアが思わず体を引く。

「皆さんが目の前に現れてくださいました。これはどれかの神の導きに違ちがいない！」

「そうですとも」

　イシュカは大きくうなずいた。

「神々は、その忠実な使徒であるわれらを通じて奇き跡せきを行われるのです」

「ええ、まさしく」

　アーネスも熱心にうなずいた。

　恍こう惚こつとした二対の目が宙を仰あおぐ。

「あーら、こちらずいぶんにぎやかなのね」

　突とつ然ぜん、後ろからしなだれかかられて、イシュカたちは宗教的情熱から醒さめた。

　肌はだもあらわな女性たちが、店のそこかしこに姿を現し始めていた。

「君たち、邪魔しないでくれないか。今、大事な話をしているんだから」

　うろたえるアーネスに向かって、その一人、ひときわ巨きよ大だいな胸をもった若い女が色っぽくくちびるを突つきだした。

「あら、つれないのね、昔は熱心に通ってくれたのに」

「やめてくれ！　何年前の話だ」

「お父さんのお金を持ちだして、指輪買ってくれたことだって」

「わーっっ」

　アーネスは手をぶんぶんとふりまわした。端たん整せいな顔が歪ゆがんでいる。

「ふん、いいわよ。あら、こちらいい男ね」

　口もとにほくろのあるその女は、スランのかたわらに腰こしを下ろすと、彼の筋肉質の胸を撫なで回し始めた。

「この店、そういう店なんですね」

　タリアの声が冷たい。

「あら、これもラーファの神官としてのつとめなのよ。ラーファ様は、万ばん人にんに等しく愛を注ぎなさいっておっしゃってるんだもの」

　そう言った彼女の耳元に、スランが口を近づける。何かささやいた。

「やあだ」

　女は、くすくす笑った。その顔は、意外に幼い。

「そうね、奥の部屋は静かよ。そこのほうが、愛を語れるかもしれないわね」

「ようし、みんなで踊おどろうぜ！　愛を表すには、踊るのが一番だ！」

　ピコが弦げんをかきならす。

　慣れた連中はとっさに耳みみ栓せんをした。

　大おお騒さわぎになった。

　ピコが、体重が自分の五倍はあろうかという女に抱だきすくめられて踊っている間──それでもピコは演奏をやめませんでしたとさ──、五人はアーネスの青年らしい情熱にも、女たちの嬌きよう声せいにもわずらわされることなく黙々と食事を続けた。




　　　　５




　つまり、アーネスは自分たち仲間のかわりに、イシュカたちに試練の塔の迷めい路ろ競争にでてくれないかと頼みたかったのである。

　それが判明したのは、一夜の宿にと、アーネスが自分の家に一同を案内する途と中ちゆうのことだった。騒さわぎになっているラーファ神しん殿でんを抜ぬけだすのは難しくはなかった。もっとも、張本人のピコと、なぜかスランは神殿に残っていたが。

　もちろん、イシュカは一も二もなくアーネスの頼みを承知した。彼の理想にすっかり共鳴していたからである。

　しぶっていた残りの者たちも、彼の家につくと仕事を引き受けることを承知した。

　アーネスの家は、この街で随ずい一いちの豪ごう商しようであった。

　過去形である。

　今は、かなり傾かたむいていた。手入れの行き届かない広大な家を見ればいやでもわかる。

　それを見ると、タリアはまた不ふ機き嫌げんになった。

　金持ちが道楽で、貧しい人の救済などと言っているので怒おこっているのだろう、そう考えていたイシュカの予想とはいささか異なる反応だった。

　とうとう我が慢まんしきれなくなって尋たずねてしまった。

「わたいはね、ああいういやみなのは嫌きらいなの」

　という答えが返ってきた。

　なんだかよくわからない。

　本人も、よくわかってない顔つきだった。

　イシュカは、こう思った。タリアは、本当は優やさしいのだ。しかし、素す直なおにそれを表せないでいる。アーネスのような人物に会うと、タリアは、そんな自分が非難されているような気持ちになるのだ。タリアも、アーネスのような気持ちを胸の奥に秘ひめているのに、ひねくれていて外へ出せないから彼を嫌うのだ、などと。

　よくもまあ、ここまで善意に解かい釈しやくできるものだ。

　さすがのイシュカも、タリアに向かってその考えを口に出すのはぎりぎり思いとどまった。それが当たっているのかどうかは、多分、タリアにもわからないだろう。

　事情が事情だから、礼もあまり期待できない。それでも彼らがアーネスの頼みを聞くことにしたのは、彼の病身の妹のせいだった。青ざめた顔に一いつ所しよ懸けん命めい笑えみを浮うかべ、お茶をいれてくれた。少し咳せきこんでしまい、それを一所懸命あやまってもくれた。

　サニツリの樹液は強きよう壮そう剤ざいにもなる。アーネスは妹のことには触ふれたがらなかったが、ぽつりとそう洩もらした。

　なんだかんだ言っても、そんな話には弱い連中なのだ。

　ともかくも、イシュカたちは彼の頼みを引き受けてしまったのだった。

　それどころか、アーネスの妹に、兄のことを頼みますと言われて、ソアラは燃えあがってしまった。イシュカにいたっては、ライリー神に、この兄妹きようだいを救ってみせますと誓ちかいを立てる始末だった。

　翌朝。

　スランとピコがラーファ神殿から戻もどってきた。アーネスの家は、ラーファ神殿で教わってきたらしい。二人にも仕事を引き受けることについて異存はなかった。

　支し払はらいは待ってもらえたらしい。

　ちなみに、スランとピコがラーファ神殿で一晩過ごしてきたことについては、アーネスの妹の存在を知ったいま、それでよかったとイシュカは胸をなで下ろしている。

　かくして、その日の真昼時。

　試練の塔の、迷路競争が開幕した。

　試練の塔というのは、実はクーダ神殿だとイシュカたちが思いこんでいた場所だった。本当のクーダ神殿は、その後ろのごく小さな建物だったのだ。

　四階までは、全体を支える基部になっており、かなりの広さの四角い建物だった。そこが、迷路の主要部分だという。四角の上には円えん筒とう形の塔が建っている。塔の高さはかなりのものだ。十階建て以上はあるだろう。

　外装はそっけない。のっぺりした石をつみあげただけのものだ。四角のところは赤く塗ぬられ、塔の部分は灰色の地じ肌はだが見えていた。

　塔の周りには、多くの人々が集まっていた。

　見物客である。

　屋台や露ろ店てんもたくさん出ていた。よく売れているのは小型のネズミの丸焼きのようで、タリアは顔をそむけて歩いていた。

　イシュカたちは、アーネスに連れられて挑戦者の控ひかえ室に向かった。控え室とはいうが、実は塔のすぐ外にはられた天幕である。

　彼らが中に入ったとたん、鼻にかかった声が聞こえた。

「あれ。あんたも迷路競争に出るんだ。一言、言ってくれればよかったのに」

　昨日、ラーファ神殿で出会った、口元にほくろのある美女だった。

「マーニー、なんでここにいる」

　言葉を返したのは、話しかけられたスランではなく、アーネスだった。

　マーニーと呼ばれた色気たっぷりの美女は、アーネスに目もくれず、スランの首に腕うでを投げかけようとした。長身の青年は、すっと身をかわす。

「つれないんだからぁ」

　濡ぬれたくちびるが、笑みを浮かべた。

「競争相手になるんなら、ゆうべもっと疲つかれさせておくんだったわぁ」

　と流し目で視線を投げかける。

「とおっしゃるとお嬢じようさんも、迷路競争に出場なさるので？」

　イシュカの言こと葉ば遣づかいはいつも丁てい寧ねいである。

「もちろんよぉ。あたし、ラーファの神官戦士だもん。こう見えてもぉ、一番の腕うで利ききなんだからぁ」

「けっけっけ。なんの腕利きなんだかなあ。武器はそのおっぱいか？」

　どこからともなく、飛んできた下品な声。

　言うまでもなく、ライリー神殿の下級神官である。三人いる。

「よう、兄ちゃんはゆうべの……」

　その刹せつ那な、スランの拳こぶしが、声をあげた向こう傷のある男の鼻をめりこませていた。男は座っていた椅い子すごと倒たおれて気絶した。

　隣となりの席にいた、禿はげ頭あたまの男が立ちあがろうとする。なかなかの身ごなしだったが、ソアラが絶ぜつ妙みようの間で足あし払ばらいをかけて、男はみごとにすっころんだ。

「このぉ」

　最後の一人、ひげを生やした男は、かたわらの剣けんに手を伸のばした。

　ぴたり。

　手が止まる。

　のど元に、細身の剣の切っ先がつきつけられていた。

　マーニーの剣である。

「そこまでだよ。ラーファ様は、愛にもとづいて人を導くためには、罰ばつを与あたえることも必要だっておっしゃっているんだ」

　マーニーの笑いは、今までイシュカが見た中では、一番凄せい絶ぜつで、一番色っぽい笑いだった。六人も姉がいると、その友人だけでも、けっこうな数の女性と知り合うものだ。だからといって見る目が養われるわけでもなかろうが。

　マーニーが手首を軽く動かすと、男の口ひげが片方だけ剃そり落とされた。

「導いてほしいかい？」

　男は、がくがくと首を左右にふった。

　スランが右の眉まゆをつりあげた。

「いや、これはおみごとですね」

　イシュカは素直に感かん嘆たんの声をあげた。マーニーの腕うで前まえをかなりのものと見たのだ。

「何をしてやがる！」

　天幕の入り口の幕が、大きくはねあげられた。入ってきたのは顎あごの長い中年だ。こないだのおっさんである。

「どうなってるんだ、こいつは」

　見れば、だいたいわかる状じよう況きようだろう。

「すいません、神しん官かん長。こいつらが因いん縁ねんつけてきやがって」

　ひげの男が、情けない声で叫さけぶ。

　状況はわかっても、確かに原因はわからない。

　ライリーの神官長は、背中に背負っていた特大のメイスをかまえた。

「待て、貴様の相手なら私がしてやる」

　イシュカも、背からグレートソードをおろした。

　神官長は、彼を無視した。

「てめえら、ライリー神殿を馬ば鹿かにしたもんがどうなるのかわかってんだろうな！」

　天幕がびりびりと震ふるえる。

「まってください、ウオリー神官長」

　続いて入ってきたのは、端たん整せいな顔の若い男である。タリアの目が、すっと彼を追った。

「今騒ぎを大きくするのはまずいです。試練の塔とうの中で、いくらでも戦えるのですから」

「メンツをつぶされて、ライリー様に顔向けができるかぁ」

「試練前の私し闘とうは違い反はんで失格です」

「いつものようにもみ消せばいいだろう！　なにやっても勝てばいいんだ」

　その言葉を聞いて、若い神官の手がぴくりと動いた。

「カイル」

　唐とう突とつにアーネスが呼びかけた。

「お前、どうしてこんなやつらの仲間になってしまったんだ」

　目が、燃えている。友情に燃えているのだ。

「お前はそんなやつじゃなかったはずだ。俺たちと理想を語った日々を忘れたのか！」

「ふっ」

　カイルのくちびるが歪ゆがんだ。

「昔の話だ」

「お前は、この街のライリー神殿を立ち直らせようと、ザザンの街の大神殿まで修しゆ行ぎように行ったんじゃなかったのか。だのに帰ってきたらこんなやつらと一いつ緒しよになって」

「こんなやつらとは、言ってくれるではないか」

　ウオリーと呼ばれた顎の長い中年が怒ど鳴なる。長い顎が、反はん響きよう板の役目をはたしてでもいるのか、声がでかい。それを制したカイルは冷静な声で言った。

「そうだ。俺は旅をした。そして学んだのさ、ライリーの教えをな。勝利した者、つまり強い者が勝ちなのだ」

「違ちがう！　俺はお前を立ち直らせてみせる」

　アーネスが、見かけのさわやかさとは正反対に暑苦しく叫ぶ。

　イシュカは感動していた。タリアの冷ややかな目にも気がつかないくらい。

「カイル、貴様は、こいつらを知っているのか」

　ウオリーは、悪党の親玉そのものの口調で言った。

「いえ、こちらの若いのだけです。以前、隣に住んでいたので」

「ふん」

　ウオリーは鼻を鳴らした。

「それより神官長、行きましょう。迷めい路ろ競争が始まる前にこいつらの手当てをしないと」

　倒れている下級神官たちを指さす。

「負けた者など、必要ない。ライリー神にはな」

「違う！　ライリー神は一度の敗北で人を断罪するようなことはせん！　この塔の試練を通じて、お前たちにそれを教えてやる」

　イシュカは、大おお見み得えをきろうとした。

　ぴたりと相手を指さそうと、右手を前に出す。

　ぶん。

　手にグレートソードを握にぎっていることを忘れていた。

　イシュカは、そんなことを忘れられるくらいの筋力の持ち主だったのだ。

　そんなイシュカが狭せまい天幕の中でグレートソードをふりまわしてしまった。

　すっぱり。

　あっさりと支柱が切れた。

　天幕がつぶれ、布がばさりとその場の全員におおいかぶさった。

「おのれ、目が見えん！　卑ひ怯きような魔ま法ほうを使ったな」

　ぶんぶん。イシュカが布をかぶったまんまグレートソードをふりまわす。

「イシュカぁ！　いー加減にしなさいっ」

「うわわわわ」

「…………」

「てめえら！　けりはつけてやるぜ！」

　布の中でもがきつつ、彼らは怒ど鳴なりあい続けた。

　めんどくさい人たちだなあ。




　この騒さわぎがどうにか片付く頃ころには、迷路競争の開始時刻は遥はるかにすぎさっていた。もちろん、ほとんどの挑ちよう戦せん者が巻きこまれていたので、開始時刻は延期になったのであるが。

　挑戦者たちは、塔の周辺に待機した。塔の基部には、東西南北の方角に、四つの扉とびらがある。どの扉から入るかは、挑戦者の自由にまかされている。

　イシュカたちと、ライリー神しん殿でん組は睨にらみ合いながら東西に分かれた。塔の周囲には白い線が地面に引かれている。競争開始の合図が聞こえるまで、これを越こえることは許されない。

　塔の最上部には、鐘かねがある。それを最初に鳴らした者が優勝だ。

　北の扉では、みすぼらしい格好の若者たちが、演説をはじめていた。

「我々ぇ、ダラディス神殿はぁ、あらゆるぅ、政治的秩ちつ序じよのぉ、打だ倒とうとぉ、個人のぉ、完全なるぅ、自由をぉ、約束するものであるぅ」

　この街に打倒するほどの秩序があるのだろうか。さすがのイシュカも、混こん沌とんの神の信者たちとはいえ、叩たたきつぶしに行く気にもなれなかった。棍こん棒ぼうがわりの木の枝と、つぎのあたった神官衣だけの若者は殴なぐれない。風下になると、なにか匂におってきそうな雰ふん囲い気きもある。

　幸運の神コヒ＝アと至高神フォレスの神官たちは影かげすら見えなかった。

「さあ、いよいよ第二百十三回試練の塔迷路競争大会の開幕です」

　クーダの神官が大きな声で叫んだ。口もとに添そえられた増音の魔法装置が、塔の前広場のすみずみにまでそれを伝える。

「けどさ」

　ウィブが言った。

「そんなに何回もやってるなら、毎回出てるあんたたちなんて、迷路を覚えちゃってるんじゃないの？」

「ううん、中身は毎回作り替かえられてんのよ」

　マーニーが答えた。もうすっかり友だち口調である。

「へえ、簡単に変えられるのか」

　ソアラが感心したように言った。

「そうよ、坊ぼうや」

　マーニーは、ソアラの腕に手をからめて、体を寄せた。肘ひじが胸にあたる。ソアラは真っ赤になった。相棒と違って、ソアラはまだまだ少年なのだ。

　とんとん。

　スランが、彼女の肩かたを指先でつついた。

「あら、あんた。どうしたの？　うふ、ほったらかしにされて寂さびしいの？」

　しなだれかかろうとするマーニーを、彼はあわてて避よけた。どうも彼女がからむと、ふだんのしなやかな身ごなしが、ぎごちなくなる。

　スランは左手を伸ばして、南の扉の前を指した。

　ラーファ神殿の女神官たちと雇やとわれ戦士たちが、こちらを見ている。

　そう、彼女は仲間ではない。

「あら、そーだっけ」

　なんでもないことのように言って、マーニーは自分の組のところへ戻もどっていった。彼女の投げキッスを、スランはひょいとかわした。後ろ姿を見送って、これで縁えんが切れるというように、ほっと息を吐はいた。

「挑戦者の方は用意してください」

　神官がそう言うと同時に、塔の壁へき面めんに大きくイシュカの顔が映しだされた。クーダ神官が、『ホールドの街をもっと優すぐれたものにしよう青年の会』代表として彼らを紹しよう介かいしてゆく。

　イシュカの次は、タリアが映った。

「この幻げん影えい魔ま法ほうの装置、ちょっと調子が悪いわよ」

　彼女の前には、光り輝かがやく球体が浮うかんでいる。これが映像をとらえ、教義のようすを逐ちく一いち、壁面に映しだすのだ。クーダ神官は、この魔法装置を使って、街の人々にさまざまな情報を伝えることを主な仕事にしているのだそうだ。

「わたい、あんなぷにっとした顔じゃないもん。もっと瘦やせてるもん」

「あたしだって、あんなにほっぺたぷくぷくしてないもん」

　球体は、迷路競争の挑戦者を順番に映していた。タリアの次がソアラ、その次に映ったのがウィブだった。
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「壁面が歪んでるから、歪んでしまうのではないでしょうか、姫ひめ」

「そうなの？　やだなあ」

「そりゃ、いいんだけどさ」

　ソアラが割ってはいる。

「ピコとアーネスさんは、まだ戻ってこないぜ。もう始まっちゃうよ。どうする？」

　この競争には、一組六人までが参加できることになっている。はじめはアーネスが入ることになっていた。ポコが入れないのなら外で待っていると、ピコが言ったからだ。

　ところが、アーネスが天幕の騒そう動どうで足首を挫くじいてしまった。しようがなく、ピコが交こう替たいすることになったのである。

　イシュカは、一応は魔法で治ち療りようしようかと申し出た。しかし、精神力の無む駄だ遣づかいは避けるべきだという意見と、どうも今回は罠わながたくさん仕し掛かけてあるそうだという事前情報もあって──その情報源というのは実は単なる噂うわさにすぎないのだが──、ピコとの交替が決まったのである。彼は、錠じよう前まえいじりを趣しゆ味みにしているからという理由で。

　しかし、盗とう賊ぞく仕事のことを、鍵かぎ開あけが趣味だとごまかすほうもごまかすほうなら、それを信じるアーネスもアーネスだった。

　そこで、彼らは挑戦者の交替を、クーダ神殿の管理委員会に申しん請せいしに出かけたのだ。

　しかし、ずいぶん時間がかかっていた。

「さあ、この投げられた石が……」

「いいんじゃないの」

　タリアが言った。

「……地面に落ちた時が……」

「どうせ、どっちもいたって役に立たないもん」

　タリアはずいぶん機き嫌げんが悪い。幻影のせいであろうかと、イシュカは思った。

「姫、その言い方は、いくら本当のことだと申しましても」

「そんなことないよ。ピコは相手の足止めが得意だもん」

　さすがにウィブは、つきあいが長いだけにピコを弁護する。

「こっちの足も止まるけどな、踊おどって」

　ソアラもなかなか手厳しい。

「……勝負開始です」

　挑戦者たちが地面に引かれた白いラインに並び、白いひげを胸に垂らしたクーダの老神しん官かん長が壇だん上じように登った。その手には、白い小石が握られている。

「三……」

　イシュカ、前ぜん傾けい姿勢。

「二……」

　みんな、すぅっと息を吸った。

「一……」

　ピコは戻ってこない。

「はじ……」

　老神官が、石を投げ……ようとして、腰こしを押さえてしゃがみこんだ。

「こ、腰が……」

「すいませーん、ちょっと待ってください」

　挑戦者たちがつんのめる。

「今のうちにピコが来ないかな」

　ウィブは、後ろを振ふり返った。しかし、ころころした草原妖よう精せいの姿が、迷路競争の管理本部になっている天幕から出てくるようすはない。ピコが来なければ、彼女が鍵や罠を調べるはめになってしまう。自信はない。

　老神官と、今まで挑戦者の紹介を行っていた神官が交替した。

「では、あらためまして……はじめ」

　石が放ほうり投げられ、地面に落ちる。

　ソアラが、真っ先に突とつ撃げきした。

　目指すは西の扉だ。

　イシュカが二番手に続く。

「うおぉぉぉぉぉぉ、っと」

　ソアラは、扉の直前で、ひょいと足を止め、脇わきに避けた。

　イシュカは、ソアラを追い越して、扉に突とつ入にゆうした。両開きの木の扉だ。

　蹴けり開ける。

　中に入った。

「罠はなかったか」

　呟つぶやいて、ソアラは彼の後に続いた。ウィブとタリアが警けい戒かいしながら入りこむ。タリアは呪じゆ文もんを唱えて、杖つえの先に明かりをともした。そしてスランが、最さい後こう尾びを固めた。

　さあ、鐘を目指して駆かけあがれ。




　　　　６




　ところが、なかなか。

　世の中は思うようには行かない。

　塔とうの中は、迷めい路ろになっていた。

　あたりまえであるが。

　もちろん、罠も満まん載さいである。怪かい物ぶつも配置されている。そうはすいすいと、進ませてはくれないのであった。




　たとえば。




「す、す、す」

　滑すべると、そう言いたいウィブである。

「す、す、ああああああ」

　どん。なかなかに、いい音だ。ヒップサイズに応じている。

「おーい、大だい丈じよう夫ぶか、ウィブ」

　ソアラが、顔をのぞきこんできた。

「大丈夫よ、いたたたた」

　ウィブは腰を撫なでながら体を起こした。急に坂に変わって油が流れだしてきた階段から滑り落ちてしまったのである。しかし、自分自身が罠を調べようとしてひっかかってしまったのだから、誰だれにも文句のもってゆきようがない。

「ここは昇れませんね」

「じゃあ、戻るの？」

　イシュカが言うと、タリアはわざとらしくふりむいてみせた。

「わたい、あの扉とびらにかけた魔ま法ほうの鍵は解きたくないよ」

　その向こうからは、がりがりと扉をひっかく音が聞こえてくる。

「ええい、なんとかなる！　突撃ぃ」

　少し後ろに下がって、ソアラは一気に駆けだした。

　だだだっと一気に昇ってしまう。みごとに成功。

「やだなあ。滑ってこけたら服が汚よごれちゃうよ。イシュカ、おんぶしてくれない？」

「はっ、では」

　全力疾しつ走そう。

　いまや坂道となった元階段のなかばあたりで力尽つきた。

　べちゃ。

　ずるずると元の床ゆかまで滑り落ちる。

　それでも、背負ったタリアに被ひ害がいが及およばないように、顔面から倒たおれこむあたり、さすがにイシュカであった。

「だからさあ。俺が綱つなを下ろすから、待ってろよ」

　ソアラが上から顔をのぞかせた。




　あるいは。




「だめ、開かないよ」

　ウィブは、細い針金を鍵かぎ穴あなから引き抜ぬいた。

「えー、でも、もう他ほかに、行ける道はなかったよう」

　タリアが、また頰ほおを膨ふくらませた。

「やっぱりピコが来るまで待ったほうがよかったかな」

　ウィブは、大きな目で無念そうに鍵穴を見つめながら言った。

「誰よ、置いてこようなんて言ったの」

　タリアに、それはあんただ、と言える勇気の持ち主はここにはいない。

「ええい、こうなれば。ソアラくん！」

「おお、やっちゃるぜ！」

　イシュカとソアラに二人がかりで殴なぐる蹴るされては、しょせん、急造のしろものである。たいしてもちもしない。扉の鍵はあっさりと壊こわれた。

　思い切り良く開ける。

　もちろん開けるのはイシュカの仕事である。彼の襟えりには、真新しい穴がある。先刻、扉の鍵穴から飛びだしてきた針に開けられたのだ。眠ねむり薬を塗ぬってあったが、イシュカの体力には、どうということはなかった。

　さいわい、この扉は、開けても頭上から粘ねん液えきが降ったりとか、ドアノブが爆ばく発はつしたりはしなかった──もう壊れているからするならその時だったろうが。

　扉にしかけはなかったが、扉の向こうには、イシュカの身長の三倍ほどの長さの大きな蛇へびが待機あそばしていた。

「これはパイソンって種類の蛇ね。それほど大きいわけでもないよ。あたし、見せ物小屋でもっと大きく育ったのを見たことあるもん」

「いやあ、よく知ってるね、ウィブ」

「でしょ、でしょ。あのね、この蛇はほんとは冬とう眠みんする種類なんだけど、たまに……」

　ウィブの言葉に、みんながふんふんとうなずく。

「冷静に批評しとらんでくださーい！」

　不意討うちを受けて巻きつかれているイシュカだけは、その余よ裕ゆうがなかった。二ふた股またの舌が、彼の顔をちろちろと舐なめている。

「ええい、もう。ネマ・ジュール！」

「…………」

　タリアの手から魔法の矢が逃にげだし、無言の気合いとともにスランの剣けんが一いつ閃せんした。剣はざっくり蛇の胴どう体たいを切り裂さいた。もう少し蛇の胴体が細ければ、切っ先がイシュカに届いていたところである。いや、普ふ段だんどおりの動きなら、イシュカごと一刀両断していたところだ。今日はスランの剣の切れ味が鈍にぶいようだ。なぜか、動作に疲つかれが見える。

　たまらず逃げようとした蛇の頭部に、ソアラのメイスの一いち撃げきが決まる。

　蛇の攻こう撃げきでの負傷者はなかった。イシュカも巻きつかれただけである。

　蛇には。

　タリアの、決して外れないはずの魔法の矢がそれて、イシュカに当たっていた。ちょっと、いや、かなり痛そうである。

　泣き言は言わないイシュカであった。




　そして。




　ついにタリアが切れた。

　二股に分かれた道で、どちらに行くべきか話し合っている時だった。

「もうっ！　わたいは、めんどくさいのは嫌きらいなのよ！」

　額ににじみでた汗あせがなかなか引いてくれない。疲れが色いろ濃こく見える。無理もない。ここへ入って、もうウィブの腕うで輪わの太陽の印が一日の八分の一は動いているのだ。

「しかし、姫ひめ、慎しん重ちように行きませんと」

「ふん、どうせ死ぬような罠わなは仕し掛かけられてないわよ」

　正解。

　本当に危険なのはライリー神しん殿でんの連中に出くわした時くらいだろう。

「こっちよ！　こっち行くの」

　宣言する。

　行動もする。早足でとっとと歩きだした。

「姫！　お待ちください。危ないです」

　イシュカは慌あわてた。

「もっと、慎重に」

「うるしゃい」

「そういう下品な言こと葉ば遣づかいは……姫、姫、お待ちください」

　待つわけがない。待てと言われて待つ性格ならイシュカと出会うこともなかった。

　そして、なぜか。

　罠にも、怪物にも、いっさい出会うことなく、一行は、次の階にと続く階段にたどりついたのであった。なんという幸運。

　この迷路を設計した者が見ていれば──見ているが──泣けてくるような──泣いているが──状じよう況きようであったろう──いや、あった。

「さっきみたいな仕掛けはないよ」

　ウィブはかなりの時間をかけて階段を調べた。

「多分」

　ちょっと自信がない。

　階段は狭せまくて、一度に一人しか昇のぼれそうにない。

　みなの視線が一点に集まる。

　集めるまでもなく、イシュカは、やる気満々で階段をかけ上がった。

　途と中ちゆうで足を緩ゆるめ、慎重に先をうかがう程度の知ち恵えは働いた。

　階段の先は、直接、上階の床に口を開けていた。そこから首をつきだし、イシュカは、床の高さで部屋を見回した。

　上がった先は円形の部屋になっていた。基部の上に建てられた丸い塔までたどりついたらしい。周囲の壁かべのどこにも扉や階段のたぐいは見当たらない。壁ぞいにいくつか、紐ひもがたれさがっているのが見えるだけだ。

　背後はどうだろう。イシュカは、そう思ってくるりとふりむいた。

　背後にも見当たらない。ただ、すぐ近くの床に穴が開いていた。もちろん、下に続く階段があるのだ。イシュカたちがやってきたのとは、別のやつが。

　ひょい。

　そこから顔がのぞいた。

　顎あごが長い。

　目があった。

　しばらく見つめあう。

　はっ。互たがいに相手が誰なのか、同時に思いだした。

　どんと踏ふみだし、二段ずつ一気に上がる。イシュカの腰こしから上が床の上に出た。

「先手必勝！」

　イシュカは、グレートソードを横なぐりに叩たたきつける。

　ライリーの神しん官かん長ウオリーは、首をひょいっとすくめてその斬ざん撃げきを避よけると、下に向かって怒ど鳴なった。

「馬ば鹿かがいるぞぉ！　とっとと上がってきやがれ」

　イシュカも下に怒鳴った。

「ライリーを騙かたる不届き者どもです。ここは私わたくしに任せて、先へ行ってください」

「そこをどいてくれないと通れないよ」

　下からソアラが怒鳴り返す。

　イシュカは、まだ階段の途中に立ったままだった。

「わたいは、その人たちがいなくなってから上がるぅ」

「あたしも」

　タリアとウィブは、気楽にそう言った。

「はっ、ただちに」

　言った彼の頭上に、うなりをあげて鉄の塊かたまりが降ってきた。ウオリーのモールだ。当たればイシュカの頭ず蓋がい骨こつはくしゃくしゃになるだろう。

　イシュカはそれを、グレートソードを、眼前で横よこ倒だおしにして受け止めた。

　がつんと音を立て、鉄てつ塊かいがぶつかりあう。

　力競くらべになった。じりじりと押されて、背骨がそってゆく。神官長はイシュカに劣おとらない怪かい力りきの持ち主だった。

「イシュカ、早くしてよぉ」

　間延びしたタリアの声が彼の後頭部にぶつかった。

　とんでもなく、不ふ機き嫌げんな声だ。

「はいっ」

　返事とともに、直立不動の姿勢をとる。背筋がぴんと伸のびる。

　ウオリーは跳はねとばされた。イシュカは階段からとびだし、よろめく神官長に襲おそいかかった。グレートソードを素す早ばやく突つき出す。

　不運なことに──ウオリーにとっては幸運なことに──イシュカは最後の段差にわずかに足をひっかけてしまい、神官長に避ける隙すきを与あたえてしまった。切っ先は、胸むな元もとすれすれを通った。もう、ほんのわずか彼の顎が長ければ、その先せん端たんを削けずっていただろう。そこまで顎が長いと、もう人間じゃないかもしれないが。

　二人が階段の出口から離はなれると、双そう方ほうの仲間たちが駆かけあがってきた。

　ライリー神殿側は、カイルと呼ばれた若い神官と、下級神官が二人に、雇やとわれ者の盗とう賊ぞくらしい風ふう体ていの男だ。一人、途中で脱だつ落らくしたらしい。

　もう一つの階段からは、もちろんソアラが突とつ撃げきしてきた。その後から、スランが静かに現れる。

　両者はたちまち激げき突とつした。

　お互いの武器の恐おそろしさを知ったイシュカとウオリーは、武器の先端をかちんかちんと触ふれ合わせながら、教義についての激論を戦わせている。

「そもそも戦いの意味とは、それを通じて自己を高め……」

　鍛きたえられた鉄同士がぶつかる。

「勝利こそ絶対なのだ……」

　やや腰が引けている。

「闘とう志しと勇気こそライリーがお授さずけくださり、またわれらが捧ささげるべきもので……」

　今一歩がなぜ踏みこめない、イシュカ。

「何をやっても勝てばいいんだよっ！」

　ウオリーもふりまわすモールの先端が微び妙みように揺ゆれている。

　疲れているらしい。

　ソアラたちも似たようなものだった。スランですら、肩かたで息をしている。

「おいっ、盗賊」

　ライリー神殿でやとった配下に向けて、そう言ったのは若い美形の神官、カイルだった。

「こいつらは俺たちが足止めする。お前はあそこにぶらさがっている紐を引いて、上への通路を探せ。あの紐が仕掛けに違ちがいない」

「へ？　へい！」

「しまった！」

　イシュカが叫さけぶ。

「よく思いついたぞ、カイル」

　ウオリーがほめる。

　みんな、すぐにその洞どう察さつの正しさに思いいたった。

　カイルはスランに、後の二人はソアラに襲いかかる。剣けん技ぎではわずかにスランが優まさっているが、容易に決着をつけられるほどではない。下級神官の腕うでは知れているが、二人がかりならソアラの足止めくらいは可能だ。おまけに、スランにもソアラにも、殺す気も殺される気もない。要するに無む茶ちやする気はない。

「姫、ウィブさん！　何をなさってるんですか！　上がってきてください」

　イシュカは、下の階に残ったままの娘むすめたちに呼びかけた。

「や」

　返答は短かった。

「危ないもん」

「ウィブ、来てくれよう」

　ソアラも言葉をかける。

「危なくないよ！　俺たちが食い止めてるから」

「わかった、しようがないなあ。姫、行こっか」

「もう、頼たよりないんだから、みんな」

　そんなこと言ったって。

　しかし、そのやりとりが終わる頃ころ、すでに敵の盗賊は紐の一本にたどりついていた。

　手をかける。

　引く。

「罠に気をつけろ！」

　カイルがそう叫んだ時には、紐を引いてしまっていた。

　イシュカは、罠であることをライリー神に祈いのった。

　ウオリーたちも、同じ神にそれが上への通路であることを祈った。

　引いたとたんに、真上の天てん井じようの一角が開いた。

　神は、どちらの祈りに応こたえたか。

　両方だった。

　梯子はしごとともに、ぽてぽてした小さな体が落っこちてきたのである。下した敷じきになって、盗賊は気を失ってしまった。

「ああ、目が醒さめちゃった」

　上に乗っているほうは、かすり傷一つないようだった。

　小さな体が、おもいきり伸びをする。

「なんでピコがそこにいるの？」

　階段を上がってきたウィブを見て、草原妖よう精せいはにこにこと笑った。

「どっから上がってきたのよ」

　ウィブに訊たずねられて、ピコは壁のほうを指さした。

「外の壁。誰だれもそうしちゃいけないって、言わなかったからね」

　外の石造りの壁。確かに、ある程度の修練をつんだ者なら登れない程ほどではなかった。

「た、確かに……。規定されていないから反則ではない」

　カイルが呻うめくように言った。

　いや、気がつかなかったから書いてないだけで、ふつうに反則だろ？

「鐘かねのぶらさげてあるとこから入ってきて、梯子で降りてきたんだ」

　平然とピコが言った。

「どうして鐘を鳴らさなかったんだ！」

　イシュカが怒鳴る。ピコが鐘を鳴らせば、競技は終わっていたのだ。

「どうせなら、みんなと一いつ緒しよに鳴らそうと思って、せっかく待っててあげたのに、そんな言い方はないと思うな」

　さすがのピコも少しむっとして言い返した。

「いいから、とっとと鳴らしてこい！」

「させるか!!」

　イシュカの注意力がそれたと見て、ウオリーが梯子に向かって走った。ピコを突き飛ばして、すばやくその横を駆けぬけ、モールをほうりだして梯子に取りつく。

　彼の部下たちが、それをかばうようにイシュカたちの前に立ちはだかった。

「痛いなあ」

　子供にしか見えないピコには、しかし、彼らの誰も注意を払はらわなかった。外の壁かべを登ってきたのだから、ただ者ではないはずなのに。

「そんな顔つきはだめだよ。もっと世の中楽しくやらなくっちゃ」

　ピコは、ぶつぶつ呟つぶやいた。

　ウオリーの姿が、天井の向こうに消えかけた時。

　ピコの手の中に忽こつ然ぜんとリュートが現れた。

　何が起きるのかわかっている仲間たちは、とっさに耳に指を突っ込んだ。

　今回はイシュカも間に合った。

　踊おどりながら、梯子を登る。

　いささか、難しい芸である。ウオリーには芸のもちあわせはなかったらしい。

　落ちてきた。

　また下敷きになった盗賊が、ぴくぴくと痙けい攣れんしていた。まあ、死んではいまい。

「ピコ、いいから鐘を鳴らしてきて」

　耳みみ栓せんをしたまま、ウィブが言った。

「えーっ。でもさあ姉ちゃん」

「あたしは鐘の音にあわせて踊りたいのよ」

　どうすればピコを説得できるか、ウィブは心得ている。

「ふうん……。わかった」

　ピコは、リュートを弾ひくのを止めると、ウオリーをふんづけて、梯子に取りついた。

　踏ふまれた拍ひよう子しに、意識を取り戻もどしたらしいウオリーは、あわててピコの足をつかもうとしたが、間に合わなかった。

「待て。ライリーの御み名なのもと、決着をつけてやる」

　イシュカが、彼の前に立ちはだかった。彼は、ウオリーのモールを足元に置いてやってから、三歩ほど下がった。

　ウオリーは、武器を拾うと立ち上がった。

　睨にらみあう。

　その時、ピコが、頭を天井からのぞかせた。

「ねえ、勝利の歌を上で歌おうと思うんだけど、どんな歌がいいかな？」

「なんでもいいから、早く行け！」

「もう、つまんないなあ」

　ピコの顔が消えて、イシュカが視線を前に戻すと。

　そこに歯を剝むきだして、怒いかりに燃えたウオリーの顔があった。

「あら!?」

　プレートアーマーの上からとはいえ、まともにくらったモールの一いち撃げきは強きよう烈れつだった。

　鐘の音と、外からの群衆の歓かん呼この声、それからウオリーの声を聞きながら、イシュカの意識は薄うすれていった。

「貴様！　今日はこれぐらいにしといてやるが、これで終わったと思うなよ！」

　もちろん、終わらない。

　終わるわけがない。
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「問題が一つあります」

　アーネスが、顔の前に指を一本立てた。

「それで」

　タリアは、三杯ばい目めのスープを口に運びながら、言った。スープは温かかったが、声は冷めきっていた。

　試練の塔とうでの迷めい路ろ競争の翌日である。

　もちろん、サニツリとやらの所有権はアーネスたち、『ホールドの街をもっと優すぐれたものにしよう青年の会』が得た。この長々しい名前に、会の性格が如によ実じつに表れている。

　その夜は、宴えん会かいであった。とはいっても、真ま面じ目め一方の青年たちの集まりである。酒すら出ない物静かな集まりだった。

　おかげでタリアは翌朝やたら早く目が醒めてしまった。地上でだって、よほどの事情がない限り、太陽が高く昇のぼるまで寝しん台だいから出たことのないタリアである。地底に来てからは、太陽が昇らないのをいいことに、昼飯時まで惰だ眠みんをむさぼっていたというのに、今日はイシュカと同時くらいに目が醒めてしまった。

　いかに昨夜が退たい屈くつであったか知れようというものである。もう、寝ねるしかなかったのだ。

　早起きしたのは、彼女だけではなかった。

　ピコやウィブ、それにスランまで早起きしている。しかもスランは、最初に与あたえられた部屋で目覚めていた。

　彼らが朝早くに起きてしまって退屈している間、イシュカは、いつものように洗せん濯たくや繕つくろいもの、食事の支し度たくに忙いそがしかった。どうしてイシュカがああも家事に熱心なのか、タリアには今一つ理解できない。まあ、助かるからいいのだけれど。

　それに、ソアラも、二日酔よいでもない限りいつも早朝から稽けい古こにはげんでいる。あのありあまる元気はどこからでてくるのだろうか。別にわけてほしいとは思わないが。

　で、朝食を御ご馳ち走そうになっている時に──材料を提供してもらったのであって、作ったのはイシュカだが──、アーネスが言いだしたのが、冒ぼう頭とうの言葉であった。

「えー、それで何が問題なのですか？」

　イシュカが、陽気な口調で尋たずねた。

　何が楽しいのかしら、とタリアは思った。もちろん、イシュカは楽しいから陽気な口調を使っているわけではない。

「七日以内に、サニツリまで行って、所有者の看板を立ててこないと、正式に所有権が認められないのです」

「じゃあ、行ってくればいいじゃないか」

　ソアラは簡単に言う。タリアもそう思う。そんなわかりきったことで、わたいをいらいらさせないでほしい。

「もちろん、そうなのですが」

　アーネスは歯切れが悪い。

「遠いの、そこ？」

　ウィブが、尋ねた。

「いえ、近くの小さな森の真ん中ですから、往復しても三日か四日です」

「じゃあ、問題ないじゃない。今日準備して明日出発しても、充じゆう分ぶん間に合うよ」

　ウィブの指し摘てきは実に正しいとタリアは思った。めんどくさいから、いちいち同意したりしないが。

「そうなんですが。ただ、その森が、そのう、毒虫の森、なんてふうに呼ばれているところでして……」

　アーネスの声は、途と中ちゆうからか細くなった。タリアが睨みつけていることに気がついたのである。

「あー、うっとうしい！」

　タリアは、テーブルを、両方の平手で叩たたいた。

「姫ひめ、落ち着いてください」

　イシュカがあわててなだめた。

「食事中ですから。みんなの迷めい惑わくですよ」

　そんなことタリアの知ったことではない。それに、イシュカとアーネス以外は誰だれも気にしてなど……ポコがちょっと怯おびえているが、ま、それ以外は平然と食事を続けているのだからいいではないか。アーネスの病身の妹が、体調が悪いらしく今朝けさは部屋から出てきていないのが幸いであった。

「ようするに、わたいたちについてきてくれって言うんでしょうが。わたいは回りくどいのは嫌きらいなの、はっきりお言い！」

「はいっ、そうです」

　アーネスはぴょんと立ち上がった。わずかな時間で、タリアの教育が身に染しみついてしまったらしい。

「ま、ま、お座りください」

　イシュカが、言った。

　席に戻ったアーネスは、毒虫の森について慌あわてて説明した。要するに、毒をもった虫をはじめ色々とろくでもない生き物が住みついている森らしい。確かに、腕うでっぷしに自信がない青年たちが向かうには少々危険すぎる場所だ。

「けど、そんな人の近づきそうもないところにあったものが、よく見つかったね」

　ウィブがのんびりと、食後のシダ茶をすすりながら言った。

「ときたま、薬草取りなどが入るんです。毒でも適量なら薬になるんだそうです」

「じゃあ、その人たちに道案内してもらえば」

　ウィブの常識的な意見を聞いて、アーネスは困った顔をした。

「実は、そう考えて、昨日もう仲間がサニツリを見つけた薬草取りの家を訪ねてみたんですが……」

　さっさと要点を言えと、タリアは思う。

「どうかしたのですか？」

　イシュカはアーネスに親身である。

「おととい、足の骨を折ってしまって、しばらくは寝込んでなくてはならないそうです」

「他ほかの薬草取りの人だっているでしょ？」

　ウィブがまた常識的な意見を言うと、アーネスはさらに困った顔になった。

「そうなんですが、みんな怯えてしまって……」

「おのれ、ライリー神の使いを騙かたるあの者たちのしわざですね」

　どんと、イシュカが食しよく卓たくを殴なぐると食器がひっくり返りそうになった。みんなに睨まれて大きな体を縮める。腕わん力りよくが、根本的にタリアとは違ちがうのである。

「とにかく、わたいたちが手伝えばいいんでしょ？　それに、どうせ木を取ってこなくちゃ、わたいたちへの礼金も払はらえないんだから」

　タリアにしてはうがったことを言う。

「お願いします」

　アーネスは、深々と頭を下げた。

「大だい丈じよう夫ぶです。お引き受けしますから、頭を上げてください」

　イシュカが言った。引き受けなければこっちだって儲もうからないんだから、どうしようもないではないか。

　だもんで、他の者たちもイシュカの言葉に異は唱えなかった。

「じゃあ、お弁当もってでかけましょうか」

　タリアは、まるで自分が作るような調子で言った。

「わーい、お弁当だ、お弁当だ」

　はしゃぐウィブ。もちろん彼女も作らない。

「おいしいのにしようね」

「みゅー」

　ピコとポコもはしゃぐ。イシュカの料理の腕などたかが知れている。どうせできあいの保存食か何かを買ってゆくくらいがせいぜいであろう。

「え、今からでかけるんですか」

　イシュカが、驚おどろいたように言った。

「そうよ。善行を積むなら若い時からって言うでしょうが」

「そ、そうです。そ、そのとおりです」

　タリアが仕事に対してこのように積極的であったことがあっただろうか。

　いや、ない。

「姫の口からそのようなお言葉が頂けるとは、常つね日ひ頃ごろ、神の御み言こと葉ばをお説きしていたかいがあったというものです。このイシュカ、感激で言葉がありません！」

　と、イシュカは言葉を発した。

　イシュカが心底驚いた顔をするので、タリアはちょっと不ふ愉ゆ快かいだった。そりゃあ、いつも動くのはいやがるけれど。

　しかし、いくら顔がいいといっても、こんな辛しん気き臭くさい兄ちゃんと暗い家の中でじっとしているくらいなら、毒百足むかででも叩きつぶして回ったほうがまだましだ。まったく、第一印象なんてあてにならない。ちょっと顔がいいからと思って油断したのがまずかった。

「それが、あの……」

　アーネスが、おずおずと言った。

「なんなの？」

　そう、アーネスは顔だけはいいのである。その顔を正面から見つめたタリアは、ちょっと厳しく言いすぎたかなと反省して、少し穏おだやかに尋ね返した。

「実は、その森の周りはライリーとラーファの神しん殿でんの所有地にとりまかれていまして……」

「問題は一つだって、言わなかった？」

　タリアの声が、また冷えた。自分でも調節しようがないのである。

「すいません」

　アーネスは、素す直なおにあやまった。

「数え間ま違ちがえてました」

　タリアは、白い手をぎゅっと握にぎりしめた。もし、タリアにイシュカの小指分だけでも握あく力りよくがあれば、シダ茶を注いだ陶とう器きの碗わんは、粉々に砕くだけていたであろう。
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　神殿の所有地というのは農園である。収しゆう穫かく物は、すべて神殿の財産になる。そこで働いている農民たちは、みな神殿に忠実だそうだ。こっそり通っていくこともできる。もし見つかれば袋ふくろ叩だたきだが。

　日ひ頃ごろ、真ま面じ目めな労働にはげんでいる農民の皆みなさんは、自じ堕だ落らくな冒ぼう険けん者風ふ情ぜいよりよほど屈くつ強きような体格をしておられる。

　許可を得られるなら、そうするに越こしたことはない。とはいっても、もちろん、ライリー神殿に通過許可などもらえるはずがない。

　タリアたちは、ラーファ神殿に向かった。

　交こう渉しようのためである。

　なぜか、スランは出かけたがらなかったが、短いつきあいながらアーネスも感じるところがあったらしく、家に彼だけ残すのは嫌いやがった。

　拝おがみ倒たおしてつきあわせたが、病身のはかなげな女の子というのは、スランの趣しゆ味みではないことを、タリアたちは承知している。

　スランは、はっきりと口に出さないが、彼の母親がそういう雰ふん囲い気きの女性だったとか。

　そんなことはともかく。

　ラーファ神殿である。

　ラーファ神殿の朝は遅おそい。

　昼食時の前、というのはラーファ神殿にとっては、まだ早朝みたいなものである。夜が遅い仕事だからだ。そうはいっても、昼間の配給の当番にあたっている神しん官かんなどはもう働き始めている。

　昨日の迷めい路ろ競争では、マーニー率いるラーファ神殿は、落とし穴にひっかかり、中ちゆう盤ばんで脱だつ落らくしていた。もちろん、そんなことは迷路競争が終わってから、外で見物していたアーネスの仲間に教えられてわかったことである。迷路競争のようすは魔ま法ほうの装置によって、逐ちく一いち、塔とうの壁かべに映しだされていたのだった。

　タリアたちの行動も、もちろん映しだされていたわけである。彼女が御ご機き嫌げん斜ななめなのは、ここにも一因があるのだ。

　入り口にいた女神官に、神官長に会いたいと告げると、一同は裏口に回され、そして簡素な一室に通された。どうやら来訪は予想されていたらしい。

　その間、スランは居い心地ごこちが悪そうにそわそわしていた。まるで処しよ刑けいを待つ囚しゆう人じんのようなようすだ。

　その部屋でしばらく待っていると、でっぷりと太った中年の女性が現れた。若い頃ころはさぞかし美人だったろうと思わせる容よう貌ぼうである。いまや、胸などピコの頭以上の大きさである。しかし、そこがいいというのもいるらしく、彼女も現げん役えきであり、神殿でおつとめもしているのだった。

「あたしが、ここの神官長のグリーナだよ。あんたらの噂うわさは聞いてる。うちが負けたのは残念だけど、あのライリーの間ま抜ぬけ男たちをへこましてくれたそうだから、それで帳消しにしといてあげるよ。で、なんだい、用件ってのは？」

　もちろん、グリーナだってタリアたちが何しに来たかは承知していないはずはない。

「おや、噂の英えい雄ゆうってのは、あんただったのかい」

　グリーナと名乗ったその女は、ふとピコに目を留めた。

「やっぱりね。一昨日おととい会った時から、ただもんじゃないと思ってたよ。それに、なみの子供じゃあんなことはできないよねぇ」

　ピコを見る目つきが、変に色っぽい。

　タリアは、一昨日ピコを抱だきすくめて踊おどっていたのが彼女だったことを思いだした。

　繰くり返しになるが。

　ピコ、草原妖よう精せい、三十九歳。立派な大人なのである。そういえば、彼もスランと一いつ緒しよに朝帰りしたのだった。

「さてと。それとこれとは別の話だ。ざっくばらんに、率そつ直ちよくにいこうじゃないか」

　格式ばるほうが難しいのではなかろうか。

「えっと、農場を通してほしいの、だから通して」

　タリアは、ざっくばらんに言った。

「いいとも。で、分け前はいくらもらえるんだい」

　グリーナもはっきりしている。

「なしっ！」

　タリア、率直のきわみ。

「だって、木はわたいのだもん。ちょっと通してもらうくらいで、そんなにたくさんお金とられたらたまんないわよ」

　いつからタリア一人のものになったのか、それは誰だれも知らない。

「それじゃあ、うちの信者に申し訳が立たない。通すわけにはいかないね。言っておくけど、うちの雇やとい人は数が多いよ。それに、昨日負けたのも罠わなにひっかかっただけで戦いで負けたんじゃないってことは忘れないでおくれ。怪け我が人はいないんだ、うちは」

　グリーナは、巨きよ大だいな胸を揺ゆらしながらそう言った。そして、視線をタリアの体を上から下まで移動させた。

　タリアは、グリーナのくちびるに勝ち誇ほこった笑いが浮うかんだような気がした。目が、吊つりあがってゆくのが自分でもわかる。

「わかりました。ではシェルが五百……」

　イシュカがあわてて口を出した。アーネスから、いくらまで出せるかは自分たちの報ほう酬しゆうを交渉した時に聞いてある。

「森へ行くのは、これ一回きりなのかい？」

　グリーナはあっさり彼の言葉をさえぎった。

「……木からあがる収益の三割ということでどうでしょう？」

「五対五だね」

　静かな口調だった。

「いや、しかし……」

「五対五だ。いやなら帰っておくれ」

「はぁ……っっ！」

　イシュカの尻しりを、タリアの細い指が思いきりつねったのだ。

「三割五分でいかがです」

「四割五分だね」

「わかりました。じゃあ、四割ということで……っっ！」

　今度は、手の甲こうをウィブにつねられた。

「九対一ね。この線はゆずれないわよ」

　イシュカを黙だまらせておいて、ウィブ本人が乗り出してきた。交渉相手を強敵と見たのであろう。

「馬ば鹿かをお言いでないよ。七日以内に通れなければ、もう一度、試練の塔の迷路競争をすることになるんだよ」

「そうよね。それでライリーが勝ったら、どうするの？　全然儲もうからないよ」

　ウィブは、海千山千のグリーナ相手に一歩も引かなかった。

「今度はうちが勝つよ」

「ほんとに？」

　これをまあ、駆かけ引きで聞いているんじゃありませんよ、という無む邪じや気きな調子で言うのである。いやみがない。

　自分にはまねできないとタリアは思った。しかし、彼女には彼女のやり方がある。

　グリーナも言葉につまっている。

「そりゃ、言いきれないけどさ……」

「でしょ、でしょ。だから、今のうちに一割だけでも儲けておいたほうがいいって」

　グリーナはにやにやと笑いながら考えこんだ。

「わかったよ。通行料は、九対一でいいさ」

　グリーナは、手近の紙にさらさらとペンを走らせた。

「さあ、これをもっていきな。ついでに一晩農場で泊とめてやるように書いといた。別料金だがね」

「野宿するからいいわ」

　立ち上がって部屋を出ようとするタリアたちの後ろから、グリーナは思いだしたように声をかけた。

「そうそう。あの森は毒虫で有名だけど、その準備はできてんの？」

　ぴた、と動きが止まった。

　神様が、毒に冒おかされた体を回復させてくれることもある、くらいの知識はタリアももっている。信しん仰こうの深い神官が祈いのった場合であるが。

　タリアは、イシュカを見た。

　みんな見た。

　イシュカは、幅はばの広い肩かたを一いつ所しよ懸けん命めいに縮めた。それは、彼にはまだまだほど遠い境地であった。

「毒消しも売られちゃいるけど。値はかなりのもんだよ。それに毒の種類に合わせた奴やつを使わなくちゃ効き目はない」

　タリアはまわりくどいのが嫌きらいである。遠回し、というのも嫌いである。遠回り、は実は嫌いではない。それに、誤解されがちだが気が短いわけではない。

「儲けの一割二分五厘りん。それで通して。ついでに毒消しのできる神官を雇ってあげるわ」

　ふりむくなり、言葉を叩たたきつけた。さっきはウィブが交渉した。今度はタリアの番だ。

　グリーナはわざとらしく驚おどろいてみせた。

「何を言うのさ。ここはラーファの神殿だよ。困っている人からお金を取ったりするもんかね」

　一息おいて。

「神しん殿でんまで戻もどってくれば、無料で毒消しの祈りを捧ささげてあげるよ」

「一割五分。それでついてきて」

　タリアは、冷静さを取り戻していた。冷静になったところでやることは変わらない。

「うちで一番の神官を、往復考えれば丸四日は取られるんだよ」

「じゃあ、通行料はさっきの約束どおり一割。その四日分の賃金は別に払はらうわ」

「わかったよ。それはうちの娘こと直接相談しておくれ。休みの神官でも雇うんだね。で？　今回はそれでいいとして、次からはどうするんだい？　まさかあんたたちだけじゃ根こそぎ一度には運べないよねぇ。いちいちうちに雇いにくるのかい？　うちだって暇ひまじゃないからね。そうそう休みはやれないよ。そういえば、ここ七日ほど忙いそがしくなる予定だったっけね」

　とぼける、とぼける。

「二割」

　タリアはこれ以上一歩も譲ゆずる気はない。

「四割だね」

「二割」

　譲る気はないのである。

「三割五分までまけてやるよ」

「二割」

　まったく譲じよう歩ほするつもりはないんだってば。

「三割」

「二割」

「二割九分」

「二割」

　以下略。

「二割一分五厘でどうだい」

「二割」

　タリアに、交こう渉しよう技術はなかった。

　あるのはただ、意地だけだった。意地のはりあいで、負けたことはない。

「わかった。二割五厘でいいよ」

　しかし、グリーナも年の功。粘ねばり強い。

「二割」

「…………」

　沈ちん黙もくが続いた。

「……二割だ」

　グリーナは、疲つかれ切った顔でうなずいた。

　全員の口から、一いつ斉せいにため息が洩もれた。

　グリーナは、タリアとウィブを見て、おもしろそうに笑った。

「あんたたち、あたしの若い頃ころによく似てるよ。どうだい、これが片付いたらうちでラーファの神官として修しゆ行ぎようしてみないかい」

「いやっ」

　単語でしか話せなくなったか、タリア。

「遠えん慮りよしときまーす」

　ウィブは、文章を話した。

「修行って言葉で考えるほどつらいもんじゃない。お金がもらえて、おいしいものが食べられて、いい男とも近づきになれる。いい商売だけどねえ。……いやなら、いいさ」

　神官を、商売と表現されて、イシュカがむっとするのがタリアにはわかった。わかったからどうということもない。

「さてと。じゃあ、誰をついていかせようかね？」

「ここで一番の人でしょ」

「言っておきますけど、接客技術が一番の人じゃないですから」

　タリアの言葉に、ウィブが念を押す。細かいところに気を遣つかうのは彼女の役目だ。グリーナは苦笑いした。

「あたしが一応は、一番だけどね。ここをあけるわけにもいかない」

　それはそうだろう。

「祈りの力だと、あの娘こだね。そうか、あの娘なら昨日の競争であんたたちとも知りあいかもしれないね」

　ぎく。

　と、誰かが体をつっぱらかせた。

「やほー」

　呼ばれて、ラーファの若い神しん官かんがやってきた。

「スーちゃあん、また一いつ緒しよだね」

　誰のことだ、スーちゃんてのは。

　スランに決まっている。

　ではソアラはソーちゃんで、ピコはピーちゃんなのであろうか。

　そんなことはどうでもいい。

　スランは、実に迷めい惑わくそうな表情であった。

　しかし、結局その日、スランはアーネスの家に帰ることはなく、もちろんマーニーも神殿の自分の部屋の寝しん台だいにはいなかった。

　実を言うと、これは仲間たちにとって、けっこう意外な出来事である。ソアラの知る限りでは、スランは二日と同じ寝台で寝ねたことはない。いや寝台はもちろん違ちがってるんだろうけど。

　比ひ喩ゆ的な表現である。

　少し違うか。

　いやあ、スランくんってば、大人っ。
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　かくして、一同は森に入った。

　ラーファ神殿をでたその足で。

　とは、さすがにいかなかった。準備も必要である。タリアの買い物は長い。

　値切らなければ早いが。

　どれを買うかの決断は一いつ瞬しゆんである。考えないから。

　結局、出発は翌日になった。総勢、八人と一匹ぴきの大所帯である。

　途と中ちゆう、ラーファ神殿所有の農園に泊まった。

　無論その日は宴えん会かいである。いつものようにピコが踊おどり、スランによってマーニーの隣となりに座らされたソアラがなぜか鼻血を出したりしたが、いつもよりおとなしく終わった。

　翌日、つまり迷めい路ろ競争から三日目の昼になって、一行はようやく森に入る。

　どうも雰ふん囲い気きがよくない森であった。

「どうも、ここのって、森っていう感じがしないのよね」

　タリアは、小声でぼやいた。ここというのは、この森という意味ではなく、地底全体のことである。

　一応は彼女も森妖よう精せいの血をひいているのだから、緑に対して特別に親密な感情を抱いだいているのだ。森妖精と木々は兄弟も同然と。でまあ、森妖精が兄で、木が弟──この場合は姉と妹と称しようするべきか──。妹ならば、姉の言うことを聞いて助けなさい、と。

　ところが。どうも地底のキノコは勝手が違う。姉をうやまう心がない。

　鬱うつ々うつするタリアであった。

　頭の上では、雌し雄ゆうの蝙蝠こうもりたちが鳴き交かわしつつ飛び回っている。もっとも、その鳴き声が聞こえるのはポコだけではあるが。そのポコは、ピコとじゃれあっている。

　アーネスはびくびくしたようすで歩いていた。致ち死し性の毒をもった虫も棲せい息そくしているのだが、そのせいばかりでもなさそうだ。

「のどかだねえ」

　ソアラが、本当に気楽そうに言った。相変わらず、緊きん張ちよう感かんがない。

『だめだわよ、戦士は常に油断をしてはいけないだわ』

　ヴァルキリエが、珍めずらしくまともな忠告をしているのがタリアの耳にも聞こえた。

「しかし、ほんとに来るのでしょうか」

「来ますとも」

　アーネスの疑問に対して、イシュカが断言した。

「でも、迷路競争の結果、正式に僕らの所有権が認められたわけですから」

「立て札を立てるまでは、正式じゃないんでしょ」

　ウィブの指し摘てきはまたもや正しい。

　マーニーも口を開いた。

「この森ん中で、あたしらを殺やっちゃえば、証しよう拠こも残んないだろうしねぇ。ほっとくわけないじゃない。そう思わない、スーちゃん？」

　スランは、黙だまってうなずいた。

「スーちゃん、夜が明けると無口なんだからぁ」

　マーニーは、スランの胸をつんつんとつついた。

　タリアが知っている限り、日が暮れてもスランは無口だ。いつ、どういう風に饒じよう舌ぜつになるのか、ちょっと知りたいと思った。考えてみて、やっぱり、知りたくないと思った。

「しかし、あなたがたの噂うわさはあてになるんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　イシュカの問いに、マーニーは自信満々で答えた。

「ラーファの神殿の中じゃ、たいていの人間は、かなり口が軽くなるのよ。男ばっかりじゃなくってね」

　そんなもんなのだろうか。

　ラーファの農場で、ライリーが森に入りこもうとしているという噂を聞きこんだのである。そこで、彼らがどのような策を取ったかといえば。

　何もない。

「どうせ、わたいたちが何考えても無む駄だよ。作戦どおりにいった例ためしがないんだから」

　という、タリアの実に正しい提案があったからである。

　実際のところ、小細工をして待ち伏ぶせを食うよりは、一刻も早くサニツリのところへたどりついて、こちらが待ち伏せるほうが、という考えでもあった。

　それに、武器をそろえたり助すけっ人とを雇やとう余よ裕ゆうもなかった。

　時間的にもではあるが。

　主に金銭的にである。

　そういうわけで、彼らは早足で移動していた。

「それに途中で、あいつら虫にやられてしまうかもしれないね」

　ウィブの意見は、間ま違ちがいではない。しかし、一つ見落としていることがあった。

　こっちにだって虫は襲おそいかかってくるのだ。

　冴さえてないぞ、ウィブ。

　というわけで。

「げっげーっ」

　そんな会話がなされてから、たいして時間もすぎないうちに、はなはだ女の子らしくない悲鳴が、キノコの森に響ひびきわたることになった。

　悲鳴、というか罵ば声せいというかをあげたのは、ウィブである。

「骸がい骨こつ～ぅ」

　骸骨というと全身の骨のようだが、そうではない。

　頭蓋骨である。

　おそらくは人間のものであろう。

　ただ妙みようなのは、そいつがずりずりと這はいよってきていることだった。

「アンデッドか！　これは修しゆ行ぎようにいい！」

　イシュカが叫さけんだ。

　アンデッドというのは、死にきれずに動く死体や悪あく霊りようといった一度死んでいる怪かい物ぶつの総そう称しようである。

　イシュカとマーニーが、それぞれの神に祈いのりを捧ささげる。アンデッドはたいてい臭におうので、清潔と芳ほう香こうを好む光の神の神しん殿でんでは、こいつらを追い払はらう祈りが発達したのである。

　イシュカのは棒読みだが、マーニーのにはそれなりの抑よく揚ようがあった。彼女は祈りの意味を知っているらしい。この若さで。

　実はマーニー、その色っぽさにもかかわらず、スランより一つ年上なだけであった。

　それだけでも、彼女の能力の高さはわかろうというものである。

「慈じ愛あいの神たるラーファよ。そもそも死人というものは、おんみら神々のみもとにて安らげるものにございます。それが、このようなところにいるとは、一体どういったことでございましょう。どなたに責任を問えばよろしいのでしょうか。まさか神ともあろうお方が、たかが人間を納なつ得とくさせられず、現げん世せに恨うらみを残した者が地上にしがみついたなどと、そんなことが……いや、まさかそんなことがあるはずはないですわね。きっと、ほんのわずかな間違いですわ。今のうちなら、なかったことになりますわよ」

　長い祈りが終わっても、しかし、頭蓋骨は動きを止めなかった。

「あれ？」

　言いつつイシュカはグレートソードを背中からおろす。

「あれ、じゃなーい！」

　言いざまにソアラは突とつ撃げきした。

　イシュカが続く。

　ふりおろされたメイスで、頭蓋骨の一つが粉々に砕くだけた。

　赤い染しみが地面に広がる。

「中になんか入ってるぞ！」

　見ればわかる。

　しかし、タリアは目をそらしていたので、見えていなかった。

『こいつら虫かなんかだわよ！　ぶちぶちつぶしちゃうだわさ』

　ヴァルキリエが、アンデッドではないと指摘した。しかし、頭蓋骨もさるもの。ソアラの次の一いち撃げきがふりおろされる前に、ぴょんぴょんと飛びあがってきた。

　鎧よろいに覆おおわれていないむきだしの部分、要するに顔や首筋に張りつく。襲いかかられたのはイシュカとソアラだった。

　いや、マーニーとスランも襲われたのだが、頭蓋骨が空中にいるうちにそれぞれ叩たたきつぶすなり、斬きり捨てるなりしたのだ。

　つぶすだけつぶしておいて。

「いや～ん。怖こわい～ん」

　などと言ってマーニーはスランに胸をこすりつけている。

　彼女の鎧は、どういうわけか胸を最低限度に覆っているだけの、はなはだ非実用的なしろものだった。ソアラなどは、なぜそんなものを身につけているのか、理解できないといったようすである。スランと違って、ソアラはまだまだ純情少年であった。

　マーニーは、スランにあっさりふりほどかれた。

　一方、ソアラのメイスは、虚こ空くうを砕くだいただけだ。イシュカのグレートソードは、この手の小さな生き物を相手にするのには向かない。普ふ段だんは利点となる重量と、普段から欠点である取り回しに時間がかかるのが、わざわいするのだ。

　ソアラに張りついたのは結局一匹ぴき。イシュカが二匹だ。

『はがしちゃうだわ』

　ヴァルキリエは簡単に言うが、実際には難しい。ソアラはむしりとろうとした。しかし、取れたのは頭蓋骨だけだった。

　その中にいたのは、ゴキブリとヒルをかけあわせたような生き物である。

「いやん、ソアラ、こっちに来ないでよ」

　ウィブは薄はく情じようである。ぬるぬるした虫が苦手なのだ。

「骸骨かぶりです。人にくっついて生き血を吸うんです」

　アーネスが叫んだ。

「知ってるんなら、早く言ってよ」

　タリアは、呪じゆ文もんを唱えようとした。魔ま法ほうの矢を作る呪文だ。

　呪文が口をつく直前、ひょっとするとイシュカにも危害が及およぶかもしれないという懸け念ねんが脳のう裏りに浮うかんだ。

　ま、いいか。

　いつものことだ。

　とにかく、ああいう気持ちの悪いのをほっとくのは、やなのだ。しかたないではないか。

「ネマ・ジュール！」

　魔法の矢が、骸骨かぶりを貫かん通つうして、イシュカに突つき刺ささった。

「あひっ」

　情けない悲鳴があがる。

「じっとしてなさい、イシュカ！」

　じっとしてるって、彼は。

「火です。こいつらは火を押しつけてやると離はなれます」

　アーネスの声に、ソアラが答えた。

「だったら、さっさとあんたがやってくれ。たいまつは、あんたが背負ってたろ！」

　そうなのである。ちなみに、地底世界のたいまつは、特とく殊しゆなキノコが原料だ。便利だな、特殊なキノコ。たいていの物は作れるぞ、特殊なキノコ。

　アーネスはあわてて、たいまつを取りだした。タリアが発火の呪文を唱える。アーネスは、燃えあがったそれをぐいと突きだした。

「うわ、そんな火をそのまんま押しつけないでください！」

　イシュカが、さすがに悲鳴をあげる。

「ええい、我が慢まんしなさい！」

　タリアは、アーネスの手の上に、その手を添そえてぐいと突きだした。炎ほのおにあぶられた骸骨かぶりが、ぽろぽろと落ちてゆく。

　ソアラは、それを見てあわてて火の精せい霊れいを呼びだした。

「キュキュッ！（いよっ、火の精霊の大将。こんち、また、盛大な燃えっぷりで。お美しいなあ。いやあ、あたしも長いこと精霊様を見てきましたが、旦だん那なほど、こう透すき通った、まじりっけのない火なんてぇものは見たことがありませんや。どうでしょう。一つ、ちょっとそのお力をお貸し願えませんか。いやあ、たいそうなことは言いません。ほんのちょっと、ここんとこの骸骨をあっためてくださりゃいいんですよ。も、ほんのちょっとでいいんすから）」

　精霊は炎をあやつり、骸骨かぶりだけに小さな炎の弾だん丸がんをぶち当てた。逃にげるところをメイスが砕く。

　イシュカは火傷やけどを自分で治ち癒ゆさせ、ソアラの火傷はマーニーが治ち療りようした。

「とにかく、もうこんな足止めはくらいたくないですね」

　アーネスは言った。

　なんの、なんの。

　結局、こんな足止めを三度もくらってしまい、その夜は森で野宿するはめになってしまったのだった。
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　かくして、野宿である。

　焚たき火を中央にして、思い思いの場所に毛布を並べて寝ねる。毛布は一人一枚ずつある。イシュカは二枚運んで、毛布を敷しかずに寝る。

　その分を誰だれが使っているのかは言うまでもあるまい。

　ただ、タリアだってそれを当然だと思っているわけではない。でも、使わないと体が痛くなってしまうのだから、仕方ないのである。

　タリアは、ふと目覚めた。

　まだ、あたりは暗い。地上の真夜中ほど真っ暗くら闇やみではないが、地底の真夜中も、それなりには暗い。

　仲間たちはみんな、寝ね静しずまっている。スランがいない。少し離れたところで、夜の見張り番をしてるのだろう。一番目がソアラとウィブ、それにピコで、次がスランとマーニー──これはマーニーの希望による──、明け方がイシュカとアーネスの順序だったはずだ。

　タリアは、見張りはしない。

　彼女は、ごそごそと毛布から這いだした。

　立ちあがって、少し離れた茂しげみのほうに歩いてゆく。

「あれ、タリアさん。どこへ行くんですか」

　アーネスが、目を醒さまして声をかけてきた。

　眠ねむりの浅い男なんて嫌きらいだ、とタリアは思った。

「あら、起きてたの」

「はあ、なんだか眠れなくて」

　気の小さい男も嫌いだ。

「どこへ行かれるんです。一人でうろうろするのは危険ですよ。何か用があるのなら、僕が一いつ緒しよに」

「いいわよ。一人で大だい丈じよう夫ぶ」

「そうはゆきません。もしも、あなたに万が一のことがあったら、僕は」

　うん？　どうも今のは微び妙みようなニュアンスだぞ、とタリアは思ったが、あえて気がつかないふりをすることにした。

「とにかく、来ないでちょうだい」

　とことこ。タリアは急ぎ足でその場を離れた。しかし、アーネスはついてくる。

「大丈夫なんだってば」

「いいえ、ここをどこだと思ってらっしゃるんですか。いくら、タリアさんがルーフ・ウォーカーの魔ま術じゆつ師しだとしても……」

　ぴた。

「何？」

「ああ、大丈夫です。この街の者は、わりと古代魔ま術じゆつに寛かん容ようですから。やっぱり、差別はいけないと思うんで、うちの会でも……」

「それはいいのよ」

　森妖よう精せいが嫌われていることは覚えていても、魔術師が嫌われていることなどきれいに忘れていたタリアだった。だから、塔とうの内部で魔法を使いまくり、それが外部に映しだされたと知っても全然気にしていなかったのだ。

「ルーフ・ウォーカーって、何よ？　わたいはそんな得体の知れない怪かい物ぶつじゃないわ」

「え!?　違ちがうんですか。僕はてっきり天てん井じように住んでる古代人の末まつ裔えいとか言っている連中、いえ、人たちの御ご出しゆつ身しんだと」

　やたら懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれる、アーネスであった。

「ちゃうわよ！　わたいたちはもっと上から……。天井にいる古代の末裔!?」

「はい。魔術を使うそうです。だから僕はてっきり」

「ふぅん……。まあ、いいわ。とにかくついてこないでね」

「しかし、この暗闇の中で火を離れるのは」

　森妖精の血を引くタリアには、精霊視力が備わっている。だから大丈夫、とは口には出せない。魔法が使えることは、すでにばれているのだから、と魔術師の杖つえに明かりを灯ともすことにした。

「これで明るいわよ」

「はあ……」

「だから、ついてこないの」

　きっぱりつきはなして、タリアは、茂みの中に入っていった。

「まったく、イシュカか、あんたは」

　口の中でぶつぶつ言いながら、ついてこなかったことを確かめて、タリアは野営地から少し離れた茂みの中に掘ほられた穴の横にしゃがみこんだ。

　しばらく静かに時が流れ去る。

「あのう。タリアさん、どこにいるんですか？　僕、やはり心配で」

「来るなって言ってるでしょうがぁ！」

　ばしゅぅうううん。

　魔法の矢は、ぎりぎりで外した。

「す、すいません。気がつかなくて……」

　しおしおと頭をさげるアーネスであった。

　ほんとに鈍にぶい。イシュカでも、もう少し察しはいい……同じようなものか。

　怒おこり続けるのもめんどうくさい。なにより眠いし。

「いいわ、もう。許したげるから、とっとと寝ちゃいなさい」

　ふわり。薄うすい色の髪かみをかきあげてそう言ったタリアの横顔を、魔術師の杖にともった青白い輝かがやきが照らしだす。

「タ、タリアさん」

　アーネスが、ひきつったような声で言った。

「あぁん？」

　こういう時は、せめて、はいと言ってください、とイシュカがいれば説教するであろう。

　だって、眠いんだからしようがないではないか。さっさと毛布に戻もどりたいのである。

「タリアさんは、このことが終わった後、どうなさるんですか？」

　そんなこと、あんたの知ったことか。

　というわけで、無言。

　そんなタリアの態度をどうとったのか。アーネスは、まるでドラゴンにでも近よるようにおずおずと、タリアに近よってきた。

「タリアさん、あなたのような人に僕ははじめて会いました」

　そりゃ、そうだろう。タリアみたいなのに始終会っていたなら、もう少しは鍛きたえられていたはずだ。

「わかっています。僕などでは、あなたのように高貴で優ゆう雅がで素す晴ばらしい女性に似合わないことは」

　近くの茂みの中で、妙みような音がしたが、こう面と向かってほめられたことがないタリアには、さすがにそれに気がつく余よ裕ゆうがなかった。

「もし、もしも、よかったらこのまま、この街にいてくれませんか」

　タリアは、両目をしばたたかせた。いきなり、何を言いだすのだ、この男は。

「ぼ、僕はまだまだ未熟な男ですが」

　タリアの基準からすれば、赤ん坊ぼう以下である。いやあ、厳しい。

「あなたに苦労はさせません」

　あれ？

　この期ごに及およんで、タリアはようやく気がついた。これは、ひょっとすると、あれではなかろうか。

　経験はしたことはないが、噂うわさには聞いている、例のあれではないのだろうか。

「つまり、その。この街で僕と暮らしてくれませんか……」

　それに間ま違ちがいなかった。生まれてはじめてである。嬉うれしくないわけではない。しかし、それはこの出来事一いつ般ぱんに対する感情であって、今、この事態を歓かん迎げいしているわけではない。こういうことのために、母親のもとをでてきたとはいえ、まだ心の準備ができてない。できてたって、アーネスが相手なら、受けやしないが。

　しかし、ありえなそうな事だが、タリアは言葉を失っていた。

「その、あの」

　思わぬ事態に茫ぼう然ぜんとしているタリアの手を、アーネスの手がつつみこんだ。

　なぜか、唐とう突とつにシェレラの若わか長おさの顔が浮うかんできた。理由はタリアにもわからない。

「僕の……」

　近づいてくるアーネスの顔を、タリアはまじまじと見つめていた。

　こっ、これは……。

　プッ。

　プッ。

　プッ。

　プゥゥゥーン。

　そう、プゥゥゥーン。

　え？

　空中から羽音が飛びこんできた。みるみるうちに音が大きくなった。急降下で距きよ離りをつめてくるのだ。小さな音源ではない。

　音が、背後に迫せまった時、何かがタリアの胸をつかんだ。

「げげっ」

　悲鳴をあげたのは、タリアではなく、ウィブだった。

「姫ひめ！」

「タリアさん！」

　近くのシダの茂みの中から立ちあがったイシュカと、アーネスの声が重なった。茂みの中からは、イシュカだけではなく、ウィブやソアラ、ピコもとびだしてきた。

　その姿が、どんどん下に落ちてゆく。

　タリアにはそう思えた。

　もちろん、事実は逆である。

　ポコが、焚き火から燃えている枝をくわえてきた。ピコがそれを受け取る。あたりが少し明るくなった。

　宙づりになったタリアの足元を、何かの影かげがかすめた。地上の明かりを、巨きよ大だいな生き物がさえぎったのだ。その生き物が、五人の上を通り過ぎた。

　通り過ぎた後には四人しかいなかった。

　一番小さい人ひと影かげが、いなくなっていた。

　影が、タリアをぶら下げている奴やつの横にならんだ。そいつも小さな人間型の影をぶら下げていた。

「やあ」

　どんな時にも明るく挨あい拶さつ。

　ピコであった。

　ぶぶぶぶぶぶ。

　近くで聞くと、羽音はこう聞こえた。

　少し高度がずれた。

　ぶら下げてる奴が、よく見えた。がっちりした顎あごをもった、人間より大きい虫だ。

　バカでかいバッタである。

「どうしてバッタが空を飛んでるのよ」

　タリアは、物知らずであった。バッタだってジャンプするだけが能ではない。けっこう長ちよう距きよ離りの飛行をやってのけるものは、地上にだっている。地底世界に、その巨大化した種がいたって、なんの不思議もない。

　こともないか。

「イシュカぁ、なんとかして」

　タリアは下方に向かって呼びかけた。なんだかんだ言ってもしょせんはバッタ、飛行能力はたかが知れている。重い荷物をかかえていては、上じよう昇しよう速度も鈍る。まだ地上とそう離はなれてはいないし、どうやらそう高くへも昇のぼれそうにない。

　そういった意味のことをイシュカが地上から怒ど鳴なりかえした。

「わたい、重くないもん！」

　そういうことを言っているのではない。

「もっ、もうしわけありません」

　イシュカがあやまる。

「姫、手足をじたばたさせないで」

　弓をつがえたウィブが地上から怒鳴る。

　誰だれが、そんなことしてるっていうのよ。

　とタリアは思った。

　彼女は、時々、自分のやっていることに気がつかないことがある。

　じたばた、じたばた。

「しかし、まずやつらを地面におろさないと」

　イシュカの叫さけぶ声が聞こえた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、姫なら」

　言うと同時に、ウィブの弓がひょうと鳴った。

　短い矢がぷっつりとバッタの複眼に突つき刺ささる。

　同時に、タリアが肌はだ身み離さずもち歩いている──本当に眠ねむる時すら手放さない──魔ま術じゆつ師しの杖の先せん端たんが、バッタの脇わき腹ばらにめりこんだ。

「あ」

　タリアの体がふわりと宙に浮いた。たまらずにバッタが足を離したのだ。

「姫、呪じゆ文もんを！」

　言われるまでもない。

「えーと」

　地面が近づいてくる。

「えーと」

　こないだ覚えたばかりなので、とっさには出てこない。

「ダルダ！（重くない、重くない、重くない、重くない、重くないったら、重くない。わたいの体重は羽より軽い！……でも、瘦やせすぎたりはしてないよ、出るとこはちゃんと出てるんだい！）」

　気合いの入った呪文であった。

　魔ま法ほうの力に支えられて、タリアはふわりと地面に着地する。

「明かりを消してください！　こいつらは明かりによってくるんだ」

　アーネスが叫んだ。
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「あんたはいちいち言うことが遅おそい！」

　タリアは、魔法の光を消す呪文を唱えようとした。だが、その前にアーネスを怒鳴りつけていると、彼女の横に、ぽとんとたいまつの燃えさしが落とされた。

「姫！　そのままにしておいて」

　ウィブが鋭するどく叫ぶ。

「やっほー」

　タリアの杖つえをめがけてバッタが突っ込んでくる。光は囮おとりだ。

「冴さえてるな、ウィブ」

　ソアラが言った。

「でしょ、でしょ」

「やっほー」

　飛んでくる。バッタの腹の下で、ピコが気楽そうに手をふっている。タリアとソアラには精せい霊れい視力のおかげで、はっきり見えた。これだから、普ふ段だんは意識して使わないようにしているのである。見えなくていいものまで見えるから。

　迫るバッタをめがけて、ウィブの弓が飛ぶ。

　しかし残念ながら狙ねらい違たがって、矢はあらぬかたへ飛んでいった。タリアの時は、すぐ近くに明かりがあったから狙いやすかったのである。

　ソアラが、腰こしから抜ぬいたスリングを使って、石を投げつけた。バカにしたものではない。人を殺せる威い力りよくがある。だが、命中はしたが、体を覆おおう殻からにはじかれてしまう。

　バッタがタリアのもつ杖に迫る。

「イシュカ！」

　立ちつくしたまま、タリアは叫んだ。

「はいっ」

　イシュカが、彼女をかばうように、バッタの進路に立ちふさがる。

　グレートソードを構えて、待つ。

　地上すれすれ。バッタが水平飛行に移った。そのまま、疾しつ走そうしてくる。

　一いち撃げきで決まるはずだ。

　イシュカの拳こぶしに力がこもる。

　どん。

　側面からの斬ざん撃げきが、バッタの首を飛ばした。

「おやっ？」

　一いつ瞬しゆんとまどったイシュカは、首を失っても飛び続けるバッタの胴どう体たいと、正面からぶつかり合った。

「ぐっ」

　肺の中の空気を全部吐はきだしてしまう。胸を押さえてのたうちまわった。

「大丈夫ぅ？」

　首を斬きり落としたスランにうながされて、マーニーが背中をさする。一歩遅おくれて駆かけつけてきた二人は、なぜか鎧よろいを身につけていなかった。

　そして、ピコは放ほうりだされた後、一回転して着地した。けが一つない。

「姫、お怪け我がはありませんか」

　声が出せるようになったイシュカは、自分の傷をなおすよりも先にタリアのもとへ駆けつけた。

「無事だけどね」

　タリアの声は冷たかった。

「あんたたち、どうしてあんなとこにいたの」

「は……」

　答えられないイシュカであった。

「えー。……焚たき火にバッタがよってきて、たまんないから逃にげてきたの……って言っても、信じてくれない……よね？」

　冴えてないぞ、ウィブ。

「うん、信じない」

　この状じよう況きようで誰がそんなことを信じるというのだ。

「…………」

　しばらくの間、タリアは何も言わずに、みんなを見ていた。下くちびるをつまんでいる。

　イシュカは一人、消えいりそうな表情だが、あとの者はにこにこしている。

「あの、タリアさん……」

　アーネスがおずおずと言った。

「寝ねる」

　タリアは毛布に戻もどった。

　いまさら、何をどうしたってしかたがないから、寝た。




　　　　５




　翌日も朝からいろいろと出くわしたが。

　そろそろ昼食を取ろうかという頃ころになって──一日三回、食事を取る習慣は、一いつ般ぱん的には半々という程度の普ふ及きゆう率だが、タリアはこの習慣を知った直後から、常に積極的に取り入れていた──。

　ばったり。

　という感じで、ちょっとした広場に出た。

　盛りあがりも、予兆も、不気味な雰ふん囲い気きも、全部なし。愛あい想そのないことおびただしい。

　中央に木があった。

　シダでもなければキノコでもない。

　少し変な木だが、木だ。

　その木が、サニツリである。

　それは、タリアたちが予想していたようなものとは違っていた。木ではある。幹や枝のようすは、地上の木々と変化がない。高さはイシュカの四倍くらい。幹の太さも、イシュカなら手をぐるりと回して握にぎりあえるくらいのものだ。葉がほとんどなく、まるで枯かれ木のようにも見えた。

「おいっ！」

　だが、何よりの特とく徴ちようは、幹の頂点に、輝かがやく花がついていることだった。

「こらっ！」

　花というより、水すい晶しようか何かの巨きよ大だいな結けつ晶しようみたいに見える。

「こっちを向け！」

　そうそう。

　ばったりと出くわしたのはサニツリのある広場だけではなかった。

　もう出会いたくない相手にも出会ってしまっていたのだった。

　会いたくない相手だったので、タリアはここにいないふりをしていたのだが、残念ながら、消えてなくなってはくれなかった。

「貴様ら！　今度こそ決着をつけてやるぞ」

　長い顎あごをがくがくと動かして、ウオリーは吠ほえた。いつものモールを構えて、マントをはねあげる。

　偶ぐう然ぜんとは恐おそろしいものである。

　敵対する二組が、ほとんど同時に目的地に到とう着ちやくするとは。

　迷めい路ろ競争の時と、ほとんど同じような状況であった。

　実に、偶然は恐ろしい。

　もっとも、敬けい虔けんな宗教家に言わせれば、偶然とは、すなわちこの世界を司つかさどる神の配はい剤ざいである、らしい。こういうことをするのは、ろくな神ではあるまいが。うっくっくっく。

「ここで出会ったのもライリーのお導きであろう！　貴様らに勝利という言葉の意味を教えてやるわ！」

　ウオリーは、やたらと張り切っていた。不意討うちをしそこねたにもかかわらず、自信ありげである。しかも、彼の後ろには二枚目の若い神官──カイルと、下級神しん官かんが一人いるきりだ。もう一人臆おく病びようそうな顔つきの爺じいさんがいるが、彼は案内の薬草取りだろう。戦いに参加しそうには思えない。人数的にも不利なはずなのである。

「はいはい。じゃあ、イシュカ、いってらっしゃい」

　タリアは、犬でも追い払はらうように手をひらひらとふった。

　まったくやる気がない。

「言われるまでもありません！」

　イシュカは、やる気満々であった。グレートソードを背からおろして、一ひと振ふりする。スランとマーニーもそれぞれの武器を構えた。ウィブとピコは、もの陰かげに隠かくれて飛び道具の準備をする。ソアラは、精霊に呼びかけを始めた。革かわをこすりあわせるような精せい霊れい呪じゆ文もんは、他ほかの精霊使いにも聞き取ることはできない。しかし、知っている呪文なら、だいたいは推測できるものだ。

　タリアが、知らない呪文だった。

『なぁんてこと言うだわよ』

　という精霊の声がメイスから聞こえた。ヴァルキリエに呼びかける呪文だったらしい。

『この……!!』

　ソアラが、よほどひどいことを言ったらしい。さしものタリアにすら、聞くに堪たえないような悪口雑言をヴァルキリエが吐きだした。

　見る見るうちに、ソアラの顔が憤ふん怒ぬの表情に変わってゆく。

「ゆるっさーん」

　怒いかりに燃えた形相だ。

「この怒りを、貴様らにぶつけてやるぜ！」

　びしり。メイスをライリー神しん殿でんの連中につきつける。

　ううむ。

　恐るべき戦せん闘とう力増強の呪じゆ文もんであった。捨て身である。

「さあ、真のライリーの教えを、今度こそお前たちに伝えてやるぞ！」

　イシュカは、張り切りまくっている。

　だが、それでもなおウオリーの自信はゆるがないようであった。

「わはははははははははははは」

　笑っている。

「ばかめ！　これを見てもまだ、そんなことが言っていられるかな」

　タリアは、膝ひざの力が抜けそうになった。

　なんと陳ちん腐ぷな。

　地上でも何度か聞いたことのある台詞せりふだ。どうして悪党というのは、ああも自己顕けん示じ欲よくが強いのだろうか。

　この後に何が待ち構えているのか、タリアには簡単に予想がついた。

「アデット！」

　アーネスが悲ひ愴そうに叫さけぶ。

　ほら、やっぱり。

　別の下級神官に腕うでをつかまれて現れたのは、アーネスの妹だった。蔦つたで縛しばられている。もう一人の下級神官が、アデットの喉のどもとに短たん剣けんをつきつける。

「この娘むすめの命が惜おしければ、そこを動くな」

　どうして、最初から出してこないのかしら。そんなに格好つけたいわけ？　タリアはすでになげやりである。うんざりするほど繰くり返してきた展開なのだ。

「ど、どうしましょう。ああ、動かないで皆みなさん、あの」

　アーネスは、うろたえきっている。

「だーっ、突とつ撃げきぃ」

　ソアラは突とつ進しんした。炎ほのおを背負って突進しつつ、楯たてを構えるあたり、若いながら戦いをくぐりぬけてきただけのことはある。生きのびる方法は心得ているのだ。

『あんなやつらの言うこと聞くことはないだわよ。勇気をもって恐れず行くだわ』

　ヴァルキリエはやっぱり無責任。

「あ、ちょ、ちょっと待て、ソアラ。こら、そのような真似まねをライリー神が許すと思うてか、エセ神官ども」

　イシュカは、ちょっと混乱ぎみ。こんな状況くらい何度も経験しているんだから、いいかげん慣れてほしいとタリアは思う。

　無む茶ちやを言う人である。

「スーちゃん、どうする？」

　聞かれてスランは、肩かたをすくめた。で、後ろに視線を投げてくる。

「踊おどらせようか？」

「やめといたほうがいいって」

　ピコとウィブのやりとりを聞きながら。

「せでる・だー」

　ウオリーが、突撃するソアラに気を取られている隙すきに、すたすたと前進したタリアはなげやりに呪文を唱えた。

　空気を、眠ねむりをもたらす気体に変える呪文である。唱え方がなげやりでも、物質への強制力はかなりのものだったはずだ。その証しよう拠こに、タリアはどっと疲つかれた顔つきになった。

　病弱な少女と、彼女を捕つかまえていた下級神官、それに短剣をつきつけていた下級神官があっさりと眠った。

「あ、こら」

　慌あわてるウオリー。地面の上に倒たおれた少女に駆けよる。

　そこへ、ソアラが突撃した。

「よし、行け！」

　イシュカが、自分も走り始めながら叫ぶ。

　とたんに、ソアラはつまずいた。

　間に合わない。

「ふははは、思い知れ！　私の言うことを聞かなかったからだ」

　ウオリーが特大のメイスをふりかぶった。

　まさか。

　タリアは思った。大事な人ひと質じちをこんなにあっさり。まさか。

「殺しはせん」

　ほっ。

「腕の一本、そいつが今の呪文の報むくいだ！」

　そんなのってない。ここまで下品な悪党とは思わなかった。

　タリアは、もう一度呪文を唱えようとした。しかし、ウオリーがふりおろすほうが先になる。

　がつっ。

　鉄と鉄がぶつかりあう音がした。

「そこまでだ」

「カイル！」

　アーネスが歓かん声せいをあげる。

　若い神官が、ウォーハンマーで、ウオリーのモールを受け止めていた。

「これ以上は見み逃のがすわけにはいかん。ライリー最高神しん殿でんの命に従い、あなたを捕とらえさせていただく」

「なん……だと」

「わたしはライリー最高神殿の命令により、お前の違い反はん行こう為いを探さぐっていたのだ」

「そうだったのか！　カイル」

　アーネスは両の拳こぶしを握り、嬉うれしそうに叫んだ。

「やはり、そいつだけが歪ゆがんでいたのですね。ライリー神がそのようなやからをお認めになるはずがありません」

　イシュカも感動の面おも持もちであった。残りの者も意外な展開に動きが止まっている。

　ピコだけは、勝利の歌を歌うためのリュートの調律に忙いそがしかった。

「ライリー神殿にきちんとした上納金も納めず、勝手三ざん昧まい。こんなちんぴらどもに敗れて、神殿のメンツをつぶしやがって」

　おや。

「き、君？」

　イシュカの声にとまどいが加わった。

「最高司祭様の前で、きっちりカタァつけてもらいますぜ」

　カイルの口調が微び妙みように変わった。なにか、違ちがうような気がする。

「ふっ」

　ウオリーは笑った。

「やっぱり、そういうことか」

「そういうことだ。証拠をつかむまではと思ってたんだが仕方ない。あらいざらい吐はいてもらうぜ。いったい、稼かせいだ金をどこにやった？　貴様一人のしわざじゃねえだろう。どこかの組織に流れたはずだ」

「くっくっく。そこまで調べていたか。やはり、こいつをお前に教えておかなかったのは正解だったな」

「なにぃっ!?」

　風が疾はしった。

　カイルの体が吹ふき飛んだ。

　胸きよう甲こうが大きくへこんでいる。

　地面に倒れ、一度だけ跳はね返ると、彼は動かなくなった。

　しかし、その時にはすでにもう、ソアラがアデットの体を引きよせていた。駆かけよったアーネスが、はいずるように近よって少女を受け取って抱だきしめる。

　頼たよりない印象を与あたえる姿だった。タリアは、ゆうべのことを思いだした。もしかすると、こういう人には自分みたいなのがついててあげたほうがいいのかもしれない。地底で落ち着くのも人生かな。タリアは、はなはだ無茶なことをちらりと思った。

　自分の性格というものをかなり誤解しているようだ。

「さあ、降参しろ」

　イシュカがウオリーに怒ど鳴なった。

「ふん、人質などいなくともかまわん。貴様ら全員こいつの餌え食じきにしてやる」

　ウオリーが、マントをひるがえしてうそぶいた。

「紹しよう介かいしよう。私が、かねてひそかに育てあげた……」

　その時。広場に、一いつ瞬しゆんにして光こう輝きが満ちた。

　ウオリーとは関係がない。

　水すい晶しようの花が、突とつ如じよとして輝かがやいたのだ。

　みんな、それに気をとられていた。

「こら、紹介してやろうと言っとるんだ。こっちを見んか」

　ウオリーが喚わめきちらした。

　それどころではない。

　水晶の花がきらきらと輝いているのは、ひときわ明るい光源があるからだった。一筋の光が上方からさしこみ、水晶の花のなかで屈くつ折せつし反射していたのだ。

　その光は、岩の天てん井じようにあるわずかな隙すき間まから洩もれていたのだ。

　まばゆい輝きだった。

　それから離はなれていたのは、ほんのわずかな間だったかもしれないのに、なんだかとても懐なつかしかった。

　涙なみだがでそうなほど、懐かしい。それは太陽の輝きだった。

　暖かい。発光苔ごけの単調な光とは違う。さまざまな色が混じり合った、複雑な光だ。

　帰りたい。

　あの光を全身に浴びたい。

　タリアは心底そう思った。それは、六人の仲間たち全員に共通した思いだった。

　そんな六人を、アーネスとマーニーは怪け訝げんそうな面持ちで見つめていた。

　やっぱり、こんな間ま抜ぬけ面づらの男なんていらないわ。

　と、タリアは思った。

　光はゆっくりと細くなり、消えていった。わずかでも角度が異なれば、深い地底まで届くことはないのだろう。この木は、その一瞬の輝きを頼りに、ここまで育ったのだ。

「おい」

　苦々しげにウオリーが言った。

「もういいのか」

　けっこう律りち義ぎな男である。

「うん」

　ものおじしないタリアがうなずいた。

「さっさとやっちゃお。こんなとこでぐずぐずしてんの、やだ。イシュカ、早く終わっちゃって」

　タリアは、ちょっちょっと杖つえの先をふった。

　みんながうなずく。そうだ、こんなところでぐずぐずしてはいられない。

　あの光があふれる、故郷へと帰らねば。

「くっくっく。よく言った。だが、この私のかわいいペット、このビートルドラゴンのビドラと戦って無事だったやつはおらん！」

　両足をがっしりと踏ふん張って立つウオリーの右横に、そのビドラが──彼の命名感覚はあまり上等とは言えない、とタリアは思った──浮うかんでいた。

　もちろん、優ゆう雅がにぷかぷかと浮かんでいたわけではなく、一いつ所しよ懸けん命めいに羽を動かしているのである。

　ビドラは、まさしく、甲こう虫ちゆうとドラゴンの混血のような姿をしていた。手足は鉤かぎ爪づめのはえたドラゴンのものだし、羽は甲虫のそれだった。頭部はドラゴンそのものだが、頭頂には甲虫のような枝分かれした角が一本生えている。その容姿はまさしく、黒い甲かつ冑ちゆうを身にまとったドラゴンのようだ。

　もう少し、体格が大きければ。

　実際には大おお柄がらなトカゲなみの大きさしかなかった。

「何、それ」

　タリアの言い方は冷たかった。

「あたしはけっこうかわいいと思うけど」

「ウィブ、あんた趣しゆ味みが悪いわよ」

「えー、そうかなあ」

「あたしもけっこう嫌きらいじゃないわよ」

「ほら、マーニーだって」

「ね、ね、スーちゃんはどう？」

　女の子──「子」と呼ぶとやや抵てい抗こうを感じなくもないが──たちは、気楽なことを言っている。男たちは、それどころではない。いかに小こ柄がらでも、一いち撃げきでカイルを倒したのはこいつに間ま違ちがいないのだ。油断はできない。

「ふっふっふ、なんとでも言っていろ。こいつの恐おそろしさを思い知るがいい」

「知りたくない」

　タリアは正直者である。

　正直な発言は必ずしも人に好感を与えるとは限らない。

「いけっ！　ビドラ！」

　甲こう虫ちゆう竜りゆうの姿が消えた。

「きゃああああ」

　マーニーの鋭するどい悲鳴が響ひびきわたった。

　腹部から、血がしたたっている。ビドラの角に貫つらぬかれたのだ。

　超ちよう高こう速そくでの体当たりが、ビドラの武器だった。

　声にならない叫さけびをあげて、スランが駆けよった。

　タリアは思っていた。

　やっぱり、ああいう色っぽい悲鳴をあげないと、男は駆けつけてくれないのだろうか。悲鳴は、きゃあに限る。

　倒たおれこむ寸前に間に合って、スランはマーニーの体を柔やわらかく抱きとめた。マーニーの手が、彼にすがりつく。

「ごめんね、スーちゃん」

　スランは、指を一本立てて、マーニーのくちびるに当てた。

「言われたとおり、ちゃんと鎧よろいにしとけばよかったね」

　スランは、彼女の頭をそっと地面におろすと、空中を怒いかりに満ちた表情で睨にらみつけた。

　旋せん回かいしてビドラが戻もどってきた。加速する。

　姿が見えなくなるほどに。

　誰だれが狙ねらわれているのか。

　固いものが激しくぶつかり合う音がした。

「ちっくしょお」

　かろうじて受け止めた楯たてごと、ソアラが吹き飛ばされていた。ソアラは、後転して立ちあがった。左手の甲に血がしたたっている。

『大だい丈じよう夫ぶ、元気があったら痛くない』

「わかってるよっ」

　ソアラは完全に割れてしまった楯を捨てた。左手の動きは変わらない。どうやら、怪け我がは軽いようだ。

　ビドラは速い。とうてい目で捉とらえきれないほど速いのだ。その速度と固い体を使っての体当たりは、猛もう烈れつな威い力りよくを秘ひめていた。

　タリアは、首を左右にめぐらせた。どちらから襲おそわれるかわからない。ウィブも、構えた弓をどうしていいのか、わからないようだ。ピコはポコをかばうように、ナイフを構えていた。

　こっ、これは。

　全員、表情が真しん剣けんである。

「姫ひめ、お気をつけて！」

　悲鳴をあげなくとも、イシュカならタリアのもとに駆けつけてくれる。けど、イシュカではねぇ。

「おおっと、待った」

　ところが、そのイシュカも今回はタリアを守りに来てくれなかった。

「お前の相手は、俺だ」

　ウオリーが彼の前に立ちふさがったのである。

「ライリーの正しい教えがどっちか」

　ふりおろされるモールを、イシュカはぎりぎりで受けた。

「今、決着をつけてやるぜ！」

「それは」

　ぎりぎりと押し戻す。

「こちらの言うことだ！」

　鉄と鉄とが火花を散らす。

　一対一の勝負を始めた神しん官かん騎き士しにかまっているほど、他ほかの者たちにも余よ裕ゆうはなかった。

　羽音が高まる。

　空気を裂さく音。

「襲ってくる瞬しゆん間かんが、勝負だ！」

　ソアラが叫び、スランがうなずいた。その時にはもう、ビドラは激げき突とつ寸前だった。

　その刹せつ那な。

　腰こしだめにロングソードを構え。

　スランは、一歩、踏みだす。

　ロングソードをくりだす！　自分自身の勢いで、ビドラは切り裂かれる、はずだった。

　はずれ。

「？」

　スランが踏みだしたつもりの足。その足首が、しっかとマーニーにつかまれていたのだ。がくんと体が傾かたむいた。その頭上を、ビドラがかすめすぎていった。

「あーん、惜おしい！」

　ウィブが言った。だが、もしも倒れこまなかったら、ビドラの勢いはたとえ自分自身が死んでもゆるまず、その角にまともに胸を貫かれていただろうことを、スラン本人だけは知っていた。

　ビドラは高空で旋回した。

　また急降下してくる。

　今度は誰だ。

　羽音が近づいていくのは。

「姫！」

　ウィブに突つき飛ばされて、タリアは地面に転がった。頭を打って意識が遠くなる。

　立ちつくすウィブ。本人が逃にげる暇ひまがない。

　彼女の前に、ソアラが立ちはだかった。

『無む謀ぼうは勇気と呼ばないだわよ』

　ヴァルキリエがわめきちらしたが、彼の知ったことではない。

〝あの速度なら、そう簡単に軌き跡せきは変えられない〟

　ビドラが迫せまる。ソアラは体を横に開いた。メイスを両手でもち、肩かたの高さでかまえる。

　昔、旅先で見た球技を思いだしたのだ。たしか王から護ご符ふを奪うばった魔ま術じゆつ師しが造った巨きよ大だいな迷めい宮きゆうで有名な街で見た球技だった。投げつけられた球を棍こん棒ぼうで打ち返し、走り蹴け殺ころす格かく闘とう技ぎ。名前はなんといったか。

　思いだす前に、ビドラが迫った。

「うおぉぉぉぉぉぉ！」

　腰をひねる。足をぐっと踏みこむ。横よこ殴なぐりのメイスの一いつ閃せんだ。その先せん端たんが弧こを描えがく。

　その時、意外にも、ビドラがぐいんと横に曲がった。

　からぶりだ。

　ソアラは、勢いあまってどうと倒れこんだ。

　しかし、ビドラも誰にも命中することなく、ふたたび上じよう昇しようした。

「次で決めてやるぜ」

　ソアラは、メイスを握にぎりなおした。

　一言呟つぶやいて、炎ほのおの精せい霊れいを呼んだ。背後に背負う。少しでも明るくして、ビドラを視し認にんしやすくしようというのである。

　握り拳こぶしでぐいと顔をこすった。先刻、転んだ時の汚よごれが、ソアラの顔を縞しまに染める。その瞳ひとみは虎とらの輝かがやきを帯びた。

　地底世界におりて以来、なかったほどに真剣であった。

　さあ、次に狙われるのは、誰だ。

　羽音が近づく。

　ピコだ。

　ソアラは走った。

　わずかに数歩の距きよ離りが、とてつもなく遠い。間に合うだろうか。

　甲虫竜ビドラの角が、ピコに達しようとする寸前。間に合った。

　ソアラは、どんと踏みこんだ。柔らかい地面に、足がめりこむ。

　腰がくるりと回転した。先刻よりも一段上の感覚だ。

　決まった。そう思った。

　しかし。

　メイスがビドラを叩たたく寸前。それはかすかに揺ゆれつつ沈しずみこんだ。

「なにぃ!?」

　ソアラは片かた膝ひざをついた。

　ビドラはいったん地面すれすれまで沈みこんでから急きゆう上じよう昇しようした。

「あー、あっぶない」

　ピコは、ポコの上におおいかぶさるようにして言った。

「来い！　お前の動きは見切ったぞ」

　ソアラは、メイスの先端を宙に向けた。

　両手で握りなおす。

「ソアラ、がんばって」

　木の陰かげに半身を隠かくして、ウィブが声せい援えんする。

　羽音が迫る。今度はソアラを目指している。

「見える、見えるぞ」

　そのビドラの姿を、ソアラの目ははっきりと捉えていた。

「ようしっ」

　メイスを短く握りなおして。

「これが最後の勝負だぁ！」

　炎の精霊が、いっそう激しく燃え盛る。

　ビドラの進む方向は、わずかにソアラからずれていた。

　最後のぎりぎりで方向を変え、脇わき腹ばらを貫くつもりだ。ソアラはそう読んだ。ビドラの知能は決して低くはないようだ。少なくとも、敵の裏をかこうとすることができる。

「しかし、俺には通用しないぞ」

　高速のビドラが到とう達たつするまでには、実はほんの一いつ瞬しゆんしかかかっていない。先刻のウィブの声援はじつはまだ、言い終えられていないのだ。その短い間にこれだけの言葉を口にできるのも、精霊使いのソアラならではだ。

「でやぁぁぁぁぁ」

　来た。

　考える時間はなかった。

　体が動いていた。

　鋭い一ひと振ふり。

　空から振ぶりであった。

「お前、なぁ……」

　ソアラは思わずぼやいていた。

　眼前に、ビドラが浮ういている。

　昆こん虫ちゆうは急停止、急発進が得意なのだ。

　ソアラは、ビドラが自分を馬ば鹿かにした笑いを浮かべているような気がした。

　メイスをふりきって、体勢を崩くずしている。今突っ込んでこられたら避よけられない。

　冷や汗あせがにじむ。

　いや、にじみそうになった時に。

　パッコーンと軽快な音をたてて、ようやく起きあがったタリアの魔術師の杖つえがビドラの頭に命中していた。

「服が汚れちゃったじゃない。気にいってたのに」

　だったら、こんなところに着てこなければいいのである。

「みゅー」

　ポコがビドラに飛びかかった。

　高速で動いているから当たらないし、怖こわい相手なのであって、止まってしまえば、こ～んなものっ、なのである。

　げし。

　落ちたところをピコが踏ふみつける。

　げし。

　ウィブも踏む。

　げしげしげしげし。

　ソアラとスランが茫ぼう然ぜんとしているうちに、三人と一匹ぴきに袋ふくろ叩だたき、いや袋ふくろ踏ふみつけにされて、ビドラはのびてしまった。

　さて、その頃ころ。

　ウオリーとイシュカは、膠こう着ちやく状じよう態たいにおちいっていた。

「やっ」

「とっ」

　またもや腰がひけているのである。

　かすり傷と青あお痣あざが増えるばかりで、いっこうにどちらも致ち命めい的てきな一いち撃げきが与あたえられるほど踏み込めないでいる。

　まだ痣が青くなるほどの時間はたっていないが。このままだと、決着がつくまで、そのくらいはかかりそうであった。

「そもそも、ライリー神とは、偉い大だいなる創造者の右手から生まれ……」

「やかましい、勝てばいいんだ、勝てば」

　議論を続ける二人は、どうも周囲の状じよう況きようが目に入っていないようであった。

　みんなが、二人の周りに集まってくる。

　で、どっかと腰をおろしたりする。

「ねね、誰だれか止めたげないの？」

　タリアの肩がつつかれた。

「あれマーニーちゃん、もう大だい丈じよう夫ぶなの」

「うん、あたし神しん官かんよ。あのくらいの傷は治せるわ」

　そうだった。

　さいわい、お世話にならずにすんだので、タリアは忘れていたが。彼女はホールドの街のラーファ神しん殿でんでも、かなり高位の神官なのだ。あの程度の傷は、さしたる苦労もなく治せるのである。

「治せるっていっても、痛いから怪け我がはしたくないけどね。今日はよかったなぁ。スーちゃんが心配してくれたもん」

　はいはい。

　当のスランはそっぽを向いている。

「あのぅ、すいませんが」

　アーネスが、おずおずとやってくる。

　タリアと目が合うと、身を竦すくませた。先刻なんの役にも立たなかったことを気にしているらしい。タリアはなんとも思っていないのだが。

「もし、よろしかったら、彼も治してやっていただけませんか」

　カイルはまだ気絶している。

「大丈夫でしょ。死んでるわけじゃないし。気がつけば自分で治すわよ」

「はあ」

　自分で治すといえば。

　イシュカと、それになんとウオリーも、治ち癒ゆの魔ま法ほうを使えるのであった。

　だから、かすり傷くらいなら、治してしまえるのである。

　だもんで、戦いはますます長引くばかり。

「ね、ほんとに止めなくていいの？」

　マーニーが尋たずねた。この状況に気がつけば、いくらウオリーでも降こう伏ふくするなり逃げるなりするだろう。

「いいんじゃないの、楽しそうだし」

　タリアにはそう見えるらしい。

「それに」

　それにどうした。

「めんどくさい」
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　ソアラやウィブ、ピコはイシュカに声援を送っていた。

　送るだけ。

　さっさと片付けて、故郷へ向かう道を探しに行くんじゃなかったのか、君たち。







　エピローグ







　森から帰った、次の日。

　スランたちはホールドの街に別れを告げた。昼になる前に街を出ようとスランが主張したため、慌あわただしい別れになった。

　マーニーとは、ゆうべ別れたきりである。

　タリアやウィブにはいろいろ言われたが、スランは意見を押し通した。

　ちなみに、イシュカとウオリーの勝負は、両者とも疲つかれ切ってぶっ倒たおれてしまい、決着はつかずじまいだった。

　そのわりには、今日もイシュカは二人分──いや、タリアは衣い裳しようもちだから三人分くらいの荷物をかついで元気一いつ杯ぱいだった。回復力が旺おう盛せいなのである。

　今日も天気は晴れだった。

　雲一つない。

　いや、地底世界だって、まれに天てん井じよう近くに靄もやが出ることなんかもあるのだ。スランたちも、一度出合っている。

　天気はあるのである。

　たまに、天井からふってくるものもあるし。

　ま、そう頻ひん繁ぱんなことではないが。

　しかし、尋じん常じようではない人々は、尋常でないことに出合う確率は高かろう。

　今日は、しかし、尋常な日のようである。

　旅日和びよりだ。

　目指すはサミスーラ。知識の宝庫、クーダの神殿だ。

　またの名を、噂うわさとホラの集積地。

　それに天井に住んでいるルーフ・ウォーカーという新たな手がかりも手に入った。森の奥にあったような穴、もっと大きいのがあるとすれば、一番知っていそうなのは天井の住人だろう。

　足取りは軽い。懐ふところも豊かだ。

「しかし、どう見てもただの木ぎれだよ、これ」

　ウィブは、朝からずっと、サニツリの切れ端はしをためつすがめつしているのだった。

「そうよねえ。こんなのの、どこが面おも白しろいのかしら」

「あの、姫ひめ。面白いとか、そういうことではないのではないでしょうか」

「言葉のあやよ。いちいち指し摘てきしなくていいの」

　薪まき一本程度のものだが、これだけあればしばらくは旅費に困ることはないはずだった。

「でもさ。あのまんま、街に残っていれば、タリアは一生食べるのに困らなかったんじゃないの？」

　ウィブは、からかっているのか真ま面じ目めなのか、よくわからない調子でそう言った。

「や」

　タリアの答えは短い。

「でも、やっぱり、そうしたほうがよかったかな？」

　タリアは、小首をかしげた。

「姫のなさりたいようになさってください。私わたくしはそれに従います」

　尋ねられたわけでもないのに、イシュカは忠実な従者そのものの表情で言った。

「うん、わたいは好きなようにしてるよ」

「ですが、その〝わたい〟だけはやめていただけませんか」

　言われて、彼女の頰ほおがぷっとふくらんだ。

「だいたい、あの兄妹きようだいあれで大丈夫なのかね」

　ソアラが言った。

「カイルさんもついてるから、大丈夫なんじゃないの」

「あの人もあてになりそうにないぜ」

　ウィブは、ソアラに言われて、街を出る途と中ちゆう、逃にげられたウオリーを追う彼に出会ったことを思いだした。いや、これはレトリックというもので本当に忘れていたわけではない。

「確かに」

　うまく捕つかまえられたんだろうか。もうウオリーとは顔を合わせたくなかったし、カイルもかかわってほしくなさそうだったからほうってきたけれど。

「けどさ」

　今度はソアラが、スランに向かって言った。

「マーニー、置いてきちゃってよかったのかいスラン。連れてきてもよかったんじゃないか？」

　スランは、黙だまっている。

「スランがあの街に残ってもよかったんだぜ？　ちょっと変わってるけどいい人じゃないか」

「そうそう、あたしたちも寂さびしくなるけど、スランの幸せのためだもの」

　目が笑ってるぞ、ウィブ。

　見つめられて、スランは黙って肩かたをすくめた。

　しかし。

　マーニーが今まさに彼を追って旅立とうとしていることなど、知るよしもないスランであった。神殿の仕事の引き継つぎもあるから、出発は二、三日遅おくれるだろうが。

「ようしっ、じゃここらで一曲踊おどらない？」

　ピコがリュートを取りだす。

「せんでいい！」

　イシュカが、とりおさえようとする。いつもの追っかけっこが始まった。

　ポコが、ピコに加勢しようとして、尻尾しつぽをふまれてみゅーと鳴いた。

「おいおい」

　苦笑いしながら、スランは言った。

「急ごうぜ、まだまだこれからなんだからな」

　そのとおりである。





つ・づ・く　　









　なかがき







　うわははは。

　最初の刊行当時は高笑いもそんなに長くなかった友とも野のです。

　ええと「まいどありがとうございます」でしょうか？　それとも「はじめまして」かな？　あるいは「お久しぶりです」だったりですか？

　このコクーン・ワールドは、私の長編デビュー作であり、イラストの弘こう司じさんにとっても小説イラストのデビュー作です。

　ご存じの方も多いとは思いますが、私は、グループＳＮＥという創作集団に所属しています。参加したのは一九九〇年でした。

　グループＳＮＥは、ゲームとストーリーを融ゆう合ごうさせる作品を送り出しています。

　中でも、特に力を入れているのが、テーブルトークロールプレイングゲーム（略してＴＲＰＧ）というジャンルです。

　デジタルメディアのＲＰＧではなくて、人間が直接顔をあわせて遊びます。架か空くうの冒ぼう険けん世界を設定し、参加者それぞれが自分の分身になるその世界で生きるキャラクターを作り、ゲームマスターと呼ばれる進行役の下、参加したみんなが想像力をぶつけあわせて物語を作るゲームです。ぴんとこないかもしれませんが、それを遊んでいるようすを読み物にした「ＴＲＰＧリプレイ」というジャンルの本もたくさん出てますので、それをご参考に。

　さて、そんなグループＳＮＥが、はじめてのメンバー公こう募ぼを行ったのが一九九〇年です。私は、その公募で入社したのでした。

　同じ公募で入ったメンバーが数人いたんですが、お互たがいの親しん睦ぼくのために、特に商品化を考えないでキャンペーンゲーム（同じキャラクターを作って、何度も遊ぶこと）をやろう、と、エスの社長であり、この本の原案者である安やす田だ均ひとしが提案してくれました。ゲームマスターは誰だれがやる、となった時に手を挙げたのが私です。かくして同期の仲間たちと遊んだ冒険が、このコクーン・ワールドという物語の原型になりました。

　ＴＲＰＧには、いろいろな種類があるのですが、その時に使ったのは『ソード・ワールドＲＰＧ』でした（現在では後こう継けい作の『ソード・ワールド２．０』が展開中です）。

　私たちはとても楽しくゲームを遊びました。楽しいんですよ、という話をしたら先せん輩ぱいの下しも村むら家か惠え子こさんが「リプレイ書いてよ」と言ってくださってですね。

　じゃあ、やってみようと書いてみたら……というその続きのお話は、第二巻『真夜中に騒さわぐ冒険者』でするといたしましょう。弘司さんのこととかもね。

　ともかくも、この物語を書く時に、私が心がけたのは、ＴＲＰＧを遊んだ時の楽しさを再現しよう、ということでした。

　キャラクターを自在に動かし、冒険に挑いどみ、頭と機転を働かせ、サイコロなどの偶ぐう然ぜんに身を任せて──細かいことはおいといて、とにかく楽しいんですよ！　今回、新装版として刊行していただくにあたって、そのままにしておくことも考えたのですが、やっぱり多少は手直しをしようと（時事ネタとか古くなってますしね）、久しぶりに読み返したのですが、何と言いますかその「ＴＲＰＧ楽しい」という気持ちは自分の中で、全く薄うすれてないんだなあ、と。それどころかむしろますます悪化、もとい強くなってる気がします。ＴＲＰＧに限らなくて、人間同士で遊ぶゲームは（電子機器で遊ぶゲームも）ボードゲームやカードゲームはどれも面白くて大好きなんですけどね。競技の愉たのしみ、コミュニケーションの喜び、あれこれあります。

　いや、すいません。作品の話ではなくて、すっかりアナログゲームのことになってしまいました。ただ、そこが友野詳しようという物書きの原点でして、そしてこのコクーンはその面が最も色いろ濃こく出たのだと思っております。

　さて、これがあとがきでなく、なかがきという位置になっておりますのは、最後にひとつおまけがついているからです。

　タリア、イシュカ、そしてスランの出会いを描えがいた短編「白昼に絡からむ冒険者」です。雑誌「野性時代」さんに掲けい載さいされて、アンソロジー『ザ・ファンタジーⅠ』（カドカワノベルズ）に収録されて、そのまま文庫未収録だった作品になります。ページ数の都合で、この本と続く『真夜中に騒ぐ冒険者』に前後に分ぶん割かつして掲載されることになりました。

　もともとは一挙掲載だったので、どこで切っても、若じやつ干かん半はん端ぱな感じになりまして。大おお幅はばに書き直すことも考えたのですが、やっぱりそのころのままにしておきたくて、結局「あれ？　ここまでなの？」というところで「続く」になっています。どうもすみません。

　それにしても、今年は二〇一四年。二十三年もたって、新しいイラストを得て復活できるとは夢にも思いませんでした。さらには驚おどろきのドラマＣＤ化です。ご英断くださったスニーカー文庫編集部さまには感謝のほかありません。

　久しぶりの方々にも、はじめて手にとってくださったみなさんにも、立ち止まって考えることを知らないがごとき、六人組のドタバタを楽しんでいただければ幸いです。

　ではまた、ご縁えんがありましたら二巻でお会いいたしましょう。




　二〇一四年九月一日


友野〝昨日はイベントでコクーン・ワールドのＴＲＰＧを遊んでいました〟詳　
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「あのねえ、お母さま」

　子供の問いかけに、母親は体ごとそちらを向いた。どうしてかというと、首だけをひねることが、できなかったからである。

「どうしたのよ、坊ぼうや」

　母親の返事は、眠ねむたげだった。

「お母さまと、父さんは、どんな風にして出会ったの？」

　子供は思いきった様子で、こう訊きいた。母親は、表情をまるで変えずに、こう問い返す。

「なんなのよ、そんなこと、唐とう突とつに」

　子供は、もじもじとして答えなかった。で、母親は、しばらくのあいだ、子供の白くてぷよぷよした肌はだを見つめて黙っていたのだけれど、やがて言った。

「いいわ、教えてあげましょ。でも、ちょっと照れ臭くさいから、お話ふうにしちゃうわよ。後から聞いた話や、推測も入ってるし。それでもいい？」

「うん、それでいいよ。そのほうが、参考になるかもしれない……」

　子供は、言い過ぎた、というふうに、あわてて口を閉じた。母親は、やっぱりね、この子も、そういう年とし頃ごろになったわけだ、と思いながら、それに気がつかないふりで、話をはじめた。

　それはちょっとした冒険譚たんだった。
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「面白かったよ」

　白く美しい手が、その古びた文書を無雑作に、卓たくの上にほうりだした。こぼれた酒がたまっていて、端はしが少し濡ぬれたりなんかする。

「おいおい、貴重な遺い跡せきの地図なんだぞ。気をつけてくれよ」

　男の、あわてた言葉なんぞ、手の主の耳には、まるっきり入っていない。

　遺跡といえば、このファイブリアでは、かつて偉い大だいな魔ま法ほうによって栄さかえたカスフォール帝てい国こくの遺跡ということになっている。そこからは、しばしば古代の秘宝が発見されるのだ。

　だから、遺跡のありかや、あるいは内部を記した地図ともなれば、軽々しくあつかっていいものではない。

　しかし、いいものではなくたって、軽々しくあつかうやつは、あつかってしまうのである。

　いやはや、困ったもんだ。

「まったくさぁ。もう少し、感激してくれたって、いいんじゃねえか？」

　男は、彼女に媚こびるような視線を向けた。

「見せてくれて、ありがとね。じゃ、ばいばい」

　あっさりしたもんである。

　片手を小さくふって、それでおしまい。彼女は立ちあがり、酒場を出ていこうとした。もちろん、目の前につみあげられた六枚の皿の代金など、取りだそうとするふりすらしなかった。

「ちょ、ちょっと待てよ」

　若いというにはいささかくたびれた、頰に傷きず跡あとがある戦士は、中ちゆう腰ごしになって、立ち去ろうとした娘むすめの細い手首をあわてて摑つかんだ。彼の、もう片方の手は、古文書をふところにしまいこんでいる。

「はなして」

「そう冷たいこと言うなよ。せっかくの可愛かわいい顔がだいなしだぜ」

　美人、ではあった。たとえ、豊満な女が好みの男であっても、美人であることを認めるだろうほどの美人である。ただし、色気はあんまりないが。それでも、この傷跡の戦士は、瘦やせ型の娘が好みらしいから、気にならないんだろう。

　もっとも、娘に見えはするが、じっさいのところは、傷跡の戦士より年上なのかもしれない。

　なぜかというと、その娘には、森妖よう精せいの血が混じっていたからだ。尖とがった耳と、華きや奢しやな体格を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。だけれども、腰こしまである黒い髪かみの毛は、これは人間族のものだった。森妖精は、紫むらさきから緑、桃もも色いろまであらゆる色の髪をもっているけれど、どういうわけか黒い髪だけは存在しない。

　ちなみに森妖精というのは、その名のまんま、森にすむ妖精族である。このファイブリアでは、直ちよく截せつな呼び名が好まれるのだ。

　森妖精は、人間よりかなり長命な種族だ。ゆっくりと成長して、ゆっくりと老化していく。半妖精の場合は、老化速度にずいぶんと個人差があって、人間とたいして変わらないのも、まれにはいる。けれど、たいていは、見た目よりずいぶんと年をくっていると思って間ま違ちがいない。

　もっとも、ふるまい方やものの考え方も、見た目と相応なので、暦こよみの上での年ねん齢れいなどどうでもかまわんというのが、近ちか頃ごろの男どもの大半の見方であったりする。

　どうやら、この傷跡の戦士も、その一派に属しているらしい。

「見るもん見たら、はいさようならって、それじゃあ、俺がいいって言っても、世間さまが許さねぇぜ」

　許す。世間さまは許す。許さないのは、お前さんのほうだ。

「はなしてほしいな。わたい、もう行かないといけないから」

　濃こい赤あか葡萄酒ワイン色の瞳ひとみに、怒ど気きをあらわにして、その娘は言った。手首を摑まれていない、もう片方の手には、先せん端たんに複雑な飾かざりがついた杖つえをもっている。それは、一人前の真音魔ま術じゆつ師しのあかしだ。

　もっとも、一人前といったって、つい昨日に師し匠しようから杖を授さずかったというようなのから、食事だけは十人前などというのまで、色々といたりするが。

「どうして、こんな風に摑まれないといけないの」

　娘は、ぷぅっと頰ほおをふくらませた。顎あごが細いから、そうしても、あまり丸くならない。

「そいつはないだろう」

　怒おこっているのは、傷跡の戦士のほうも同じことだった。ただし、こっちは、それを隠かくそうとしている。一いつ所しよ懸けん命めいの作り笑いに、男の哀かなしさがにじみ出ていたりなんかする。

「いっしょに行くっていうから、地図を見せたんだぜ、タリア」

　タリアというのが、半妖精の魔術師の名前であるらしい。

「わたい、そんなこと、ぜんぜん言ってないもん」

　ぎゅーっと自分の手をひきぬこうとしながら、タリアは言い返した。

「わたいは、あなたが面おも白しろいものがあるって言うから、だったら見せてって言っただけだよ。そうじゃなかったっけ？」

　タリアは、小さく首をかしげた。自分の記き憶おくに、あまり自信がないのなら、断言などしないことだ。

「だから、その後、一いつ緒しよに探たん索さくするなら見せてやるって言ったら、うなずいたじゃねぇかよ」

「わたい、うんとは言わなかったんじゃないかな。どうしようかなって言ったら、勝手に見せたはずだよ」

「い～や、お前は、うなずいたぞ、あん時」

「してないもん」

「したね」

「証しよう拠こがある？　あるんなら見せてみて」

「じゃあ、しなかったってぇ証拠があるのかよ、お前」

　どっちもどっちな争いであった。

「お前なんて呼び方されるいわれはないよ。呼び捨てにされるのも、いやだからね。ちゃんと、タリアさんって呼んでよ」

　言い返そうとした傷跡の男の肩かたが、ぽんぽんと叩たたかれた。

「なあ、姉ちゃんよ。それじゃあ、こいつがあんまりにかわいそうじゃないか？」

　隣となりの卓についていた髭ひげ面づらの男が、のっそりと顔を出した。腰に、二本の小剣シヨートソードをぶらさげている。動きやすそうな革鎧レザーアーマーと、いかつい顔つきに似あわない繊せん細さいそうな指先からして、遺い跡せき荒あらしを専門にしている盗とう賊ぞくなのだろう。

　もう一人、これも戦士らしい太った男が、卓についたまま、がつがつと食事をつめこみながら、髭面の言葉に応じてうなずいている。どうやら、三人組らしい。

「かわいそうなのは、わたいだもん。男三人にとりかこまれていじめられているのに、誰だれも助けてくれないし」

　この酒場、真っ昼間から、席が埋うずまっている。ほとんどが、流れ者の、いわゆる冒険者のたぐいだった。仕事探しの冒険者を相手にしている酒場なんだから、それで当たり前なのだが。

　いかつい連中にじろりとにらまれたくらいで、目をそらすほどやわなのは、ほんの二、三人しかいない。みんな、興きよう味み津しん々しんといった顔で、やりとりを見物している。

「別段、こいつは無む茶ちやを言ってるわけじゃねぇぜ。遺跡のありかの地図を見た以上、冒険者としちゃあ、それなりの礼れい儀ぎってものがあるだろうってことさ」

　髭面の声は、柔やわらかかった。あまりやりすぎれば、まわりの連中も傍ぼう観かん者でなくなることを知っているからだ。タリアと違ちがって、彼は冒険者のやり方というものを吞のみこんでいた。

「わたいは、冒険者の礼儀なんて知らないってば。わたいとこの人が話してたのも、ずっと聞いてたでしょ。隣で関係ないふりして」

「はっきり言う姉ちゃんだな」

　髭面は苦笑した。

「うん、わたい、まわりくどいのは嫌きらいだから……。あのね、いったい、何をしてるの？　気持ち悪いんだけど」

　黙だまっていると思ったら、傷跡の戦士のほうは、いつのまにやら、指をからめていたりなんかする。両手を、タリアの手に包むように添そえて、彼女に無理やり握にぎらせていた。食しよく卓たくの上にあった酒さか瓶びんを。

　その横には盃さかずきが置かれている。

　そっと酒瓶を傾かたむかせたりなんかして。

「まあまあ、いいじゃねぇか、おしゃくするくらいはよ」

　……それは単に注つがせているだけではないだろうか？　やっぱり、おしゃくというからには、せめてしなだれかかってほしいような。

　まあ、本人が嬉うれしがっているのだから、かまわないのかもしれないが。

　させられるほうは、やっぱり、たまらない。

　というわけで。

　タリアは、傷跡男の、にたりと笑った顔をめがけて、

　ぱこーんっ！

　杖を思い切りふりおろした。

「なにしやがるっ！」

　額の真ん中を押さえて、傷跡の戦士は気色ばんだ。気色ばみつつも、片方の手はタリアの手を握ったままである。いい根こん性じようであると、言っていいものかどうか。

「いいじゃねぇか。ホントなら、口移ししてもらいたいとこを、我が慢まんしてんだからよっ」

　げしっ。

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、タリアのつま先が、傷跡の戦士の急所にめりこんでいた。

　戦士が、魔術師の攻こう撃げきを避よけられないかね。ああ、情けない。

「ぬわっ」

　こりない彼にも、これはさすがに効果があった。

　脂あぶら汗あせを流しながら、ぴょんぴょん飛びはねている。飛びはねるたびに、タリアの腕うでがはげしく上下にふられた。

　まだ、離はなしていないのである。

　ここまでくれば、いい根性だと断言してさしつかえないだろう。

「今のはおめぇが悪いぞ、カルツ」

　髭面が、にやにや笑いながら言った。

「まあ、今、言ったようなことは、もちろん、なしだ。俺たちには、魔法を使える仲間がいねぇ。だからさ。どうだい、一緒に遺跡を探さぐろうじゃねぇか」

「やだ」

　タリアは、心臓が鼓こ動どうをうちおわるまでの時間すら、考えなかった。

「そう言うなよ。あんたには指一本触ふれないよ。誓ちかってもいいぜ」

　噓うそである。

「もう、さんざん触さわられてるよ」

「これからは、ってことさ」

　それもやっぱり噓である。

　だらしなく垂れさがった口もとと、タリアの腰と胸を往復している──どっちも髭面の男の手で、一つかみにできるくらいのものだが──視線が、はっきりとそう言っていた。

「わたいはねぇ」

　汚よごれたり疲つかれたりする遺い跡せき探検なんて、するつもりはないんだもん。

　タリアは、そう言おうとした。

　それよりわずかに早く、髭面の男は、ぼりぼりと髭をかきむしりながら言った。

「お前さんも、まさか一人で、この遺跡を探検しようってわけじゃあるまい？　とてもじゃないが、そりゃあ、無理ってもんだぜ。できるこっちゃねぇ。やめときな」

　その時、その瞬しゆん間かん、そう言われるまでは、タリアの頭の中には、遺跡を探検しようなどという考えは微み塵じんもなかった。

　地図を見せてくれと言ったのだって、ほんのちょっとした気き紛まぐれでしかなかった。

　師匠に杖を授かってから三か月あまり、家に帰るでもなく、かといって他ほかにあてがあるわけでもなく、ふらふらしていた。そのあいだ、気紛れ以外の理由で行動したことは、ほとんどない──食事と睡すい眠みんは、もちろん別だが。

　気紛れ以外のわずかな理由。

　そいつが、これであった。

「できるもん」

　他人に自分のことを決められるのが、彼女がもっとも嫌きらっていることの一つなのだ。いちばん嫌いなことはあと五十個ほどあるが。

「強がりはよしな」

　髭面は、子供でもなだめるように言った。

「いい加減にしないと、いくら温おん厚こうな俺でも怒るぜ。なあ、悪いようにはしないって。なぁに、あんたが身持ちの固い女だっていうのは、よくわかったさ。俺だけでいいんだからよ」

「ボーン、そりゃあ、ないだろ。もともと、この女は俺が」

　傷きず跡あとの男が、泣きだしそうな声で言った。

「うるせぇ。手を離してやりな。それとも、俺に逆らうのか」

「もちろん、いくらでも逆らうよ」

　言ったのは、タリアのほうだった。ついでにおもいきりびゅっと腕をふって、傷跡の戦士の手をもぎはなす。

「わたいはね、一人でも、遺跡探検くらいできるの。あんたたちは、わたいの応おう援えんがなきゃ、無理みたいだけど」

「ほほう」

　髭面の笑いがひきつった。

「面白いことを言ってくれるぜ。じゃあ、一つ賭かけようじゃねぇか。お前さんが、この遺跡にある、無限の知ち恵えを授さずけてくれるってぇ宝をもちだしてこられたなら……」

「わたい、賭けはしないの」

　タリアは、あっさりと断った。

「いや、お前な。それはねぇんじゃないか。こういう時は、ふつう、売り言葉に買い言葉で」

「うっさい」

　タリアは、髭面の抗こう議ぎを一言で却きやつ下かした。

「でも、わたいも、とてつもない知恵を授けてくれる宝っていうのは面白そうだから、探検に行く。わたいが戻もどるまで、あんたたちはここで待ってんのよ」

　なんで、俺はうなずいてるんだろう。

　髭面は、そう思っていた。

　タリアは、くるりと身をひるがえすと、外に出た。夏の太陽がまぶしい。

　彼女は、大おお股またで歩き始めた。

「あのね、姉さん」

　後ろから声がかけられた。聞き覚えのない声だ。なんだか、もぐもぐしている。

「そっちは、方角が違うよ。そっち行くと、リホームランの街だ。あの遺跡があるのは、カネダインの郊こう外がい」

　わざわざ出てきて注意してくれたのは、あの太った戦士だった。

「わかってるもん。うるさいなぁ。行く前に、ちょっと買い物しておこうと思ったの」

　と言いつつ、くるりと方向転てん換かんをするタリアであった。さすがの彼女も、さっきまでその気がなかったから、ぼうっとながめていただけなのだとは言えない。

「ちょっと、もういっぺん地図見せて」

　だから、つかつかと酒場の中に戻って、そう言った時も、なぜ見せてほしいのか、説明はしなかった。

　ふたたびタリアが、街かい道どうの彼方かなたに消えるのを見送った、太りぎみの戦士は、酒場の中に戻りつつ、こう言った。

「お～い、俺、遺跡にたどりつけないってのに五百パチールね」

　これがもう、早くも一番人気であったりするのだった。
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　それから、しばらく時間がすぎて。場所も、ずいぶんと離れたところでの話。

　もちろん、出てくる人物だって、まるで別人。

　村の酒場で、若い男が叫さけんでいた。

「そうですか。古代の遺跡に、怪かい物ぶつが出ますか！」

　ずいぶんと、嬉しそうである。のしかかるように、食卓のむこうから身を乗り出していた。

「あ、ああ、そうなんですじゃ」

　彼に話しかけた老人は、その勢いに思わずのけぞってしまっている。

　そりゃ、そうだろう。

　その若い男は、かなり迫はく力りよくのある体格だった。背も高ければ、胸むな板いただって厚い。くわえて身につけているのは、ごつごつした鎧よろいだし──この暑いのに──、背中にしょった長大な両手剣グレートソードは、いかにも凶きよう悪あくそうだ。

　もっとも、満面に笑えみを浮うかべたその顔は、凶悪には程ほど遠い。

「いやあ、出ますか、怪物が。そうですか、そうですか」

　老人がのけぞっているのは、体格のせいばかりでもない。声がでかいのである。あたりのものが、びりびりと震ふるえてるんじゃないか、というくらいでかい。

　おまけに、唾つばまでまきちらしていた。のけぞってしまうのは、主にそのせいだった。

「では、その怪物を、私わたくしが退治してもよろしいのですね」

　ぽんと手を打つ。にこにこしながら、一人得心して、うなずいているようすには、どこから見ても、危険な香かおりは感じられない。もじゃもじゃした眉まゆ毛げの下の、小さな目は、いっそう細められて、もうほとんど埋うもれてしまっている。

　末は、仕事から戻れば子こ守もりをしつつ風ふ呂ろ桶おけを磨みがく、立派な町の親父おやじさんになるであろうこと、間ま違ちがいなしって印象だ。

「お客さん、どいてくれないと、皿が置けないんですけども」

　だものだから、料理をもってきたウェイトレスも、ものおじすることなく、そう言った。

「あ、いやっ、これはどうも失礼しましたっ」

　若い男は、あわてて体を椅い子すに引き戻した。声をかけたウェイトレスが驚おどろくほどの素す早ばやさ。なにか、怯おびえているような気配もあったりする。

「ささ、どうぞ、このあたりに」

　若い男は、丸い食しよく卓たくの上をさししめした。

「お忙いそがしいでしょうから、適当に置いてください。後で、私が並べかえますので」

　腰こしが低い、低い。

「いえ、そんなに忙しいことはないんですけど」

　ウェイトレスのいうとおりだってことは、誰だれにでもわかる。昼食時をいささかすぎた酒場には、人ひと影かげは少なかった。正確に言えば、昼間から酔よい潰つぶれているらしい親父が一人と、仕事の都合で昼食が遅おそくなってしまったらしい若者が三人、いるきり。後は、この卓についている二人だけだ。

　そもそも、この若い男が店に入ってきた時間が、一日でいちばん暇ひまな昼さがりがはじまろうかという時だったのだから。

「いやあ、すいません、時間はずれに。朝の出立が少々遅おくれたもので、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間に到とう着ちやくしてしまいまして」

　入ってくるなり、彼はそう言った。けれど、出てきた先というのを聞いて、居合わせた者は、ちょっぴりではあるが、驚いた。

　彼が、朝、出立したのは、カネダインの街だったのだという。カネダインは、この村もおさめている公王が住む街だ。そして、並の足なら、日がすっかり暮れてからでないと、たどりつけない距きよ離りにある。

　ま、体格を見て、全員がすぐにそのことも納なつ得とくしてしまったのだけれど。

　それに、彼の鎧には、ライリーの聖印ホーリーシンボルが刻んであった。鎧そのものは古ぼけているけれど、刻み跡あとは真新しいから、神しん官かんになりたてといったあたりなのだろう。ライリーは戦いの神だ。その神官ともなれば、当然、戦士としても鍛きたえられている。

　とりあえずは、食事のあいだは、彼は静かだった。

「怪物に荒あらされて、困っておられるのですね？　どうぞ、この私におまかせください」

　大きなてのひらに、すっぽりおさまってしまいそうな匙さじを、ちまちまと使って食べ終わると、若い男は言った。

　戦神ライリーの神官には、挑ちよう戦せん相手を求めて旅している者も多い。

　なので、居合わせた村の老人は、なにげなく、近ちか頃ごろ出しゆつ没ぼつするという怪物の噂うわさを口にしたのである。今のところ、被ひ害がいらしい被害といえば、羊が何頭か食べられたくらいだけれども、大ごとになる前に片付けられれば、それにこしたことはない。

　しかし……。

「へえ、よろしくお願いしますだよ、神官さん」

　うなずきながら、老人は内心で首をかしげていた。ほんとに、これで大だい丈じよう夫ぶだろうか？　少なくとも、体だけは丈じよう夫ぶそうだが、それだけで生きて帰ってこられるものではないし、やっぱりやめさせたほうがいいかもしれない。

「あのう……」

「ああ、まだ名乗っておりませんでしたね」

　老人が小声で言いかけた言葉は、まるで耳に入っていないようすだ。

「私、イシュカ・アーケナと申します」

「イシュカ……さん、とおっしゃるんで？」

　老人が、ちょっとびっくりしたようにくりかえす横で、ウェイトレスがぷっと吹ふきだした。それから、はっとして、あわてて調理場に駆かけ戻っていった。

「あ、いや、どうもすいません。えぇと、きれいなお名前ですのう」

「はい」

　イシュカと名乗った若いライリーの神官は、素す直なおにうなずいた。

「父母がつけてくれた名前ですから」

　イシュカというのは、女性の名前である。

　このあたりでは、非常によくある名前だ。それというのも、有名な物語詩の女主人公の名前で、深くものごとを考えない親が、そこからひっぱってきてしまうのである。ちなみに、その女主人公の印象から、誰でも、イシュカといえば、可か憐れんではかなげで、そよ風が吹いても折れてしまう、優やさしげな女性を連想する。

　可憐ではかなげで優しげな……筋骨隆りゆう々りゆうでいかつい戦神ライリーの神官。

　匙が折れてもおかしい年とし頃ごろの若い娘むすめに、真ま面じ目めな顔をしていろっていうほうが無理である。

「いい名前だろうと、両親もいつも言っていました」

「はあ、わりと変わった御ご両りよう親しんで……」

　すいませんとは言いつつも、中々にしつこい老人だった。もう、いい加減の年齢としごろでもあることだし、あまりこの世に未練がないのかもしれない。

「いえ、ごく平へい凡ぼんな両親ですよ」

　イシュカのほうも、怒おこるでもない。

「うちは、ずうっと女ばかり生まれていたものですから」

　そう聞いて、老人はさっきのイシュカの態度の理由がわかったような気がした。老人にも姉が三人いたのである。

「両親も女性の名前しか用意していなかったのです」

　新しく考えれば、すむことではないだろうか？　それをそのまま使ってしまうあたり、あまり平凡ではないように思える。

「は、はあ」

「それで、まあ、自分自身をちょっと鍛え直す必要を感じまして」

　その言葉を聞いて、老人はつくづくと彼の体格を見つめ直した。

　すくなくとも、肉体の意味ではないのだろう。

「ライリーの神官になりました。ゆうべまで、神しん殿でんで修しゆ行ぎようをしていたのですが、大司祭さまが、そろそろ神殿の外でおのれを鍛える頃ころだとおっしゃいましてね」

　それでは、まったくの駆けだしではないか。老人は、いっそうの不安を覚えた。やはり、やめさせるべきではないだろうか。

　それを口にしようとした瞬しゆん間かん。

「私のことより、怪物のことです」

　イシュカは、声高らかに断言した。

「人々を苦しめる邪じや悪あくとの戦いは、ライリー神が、我ら信者にくだされる使命ですから」

　ぐっと握にぎりしめられた拳こぶしを、眼前につきだされて、老人はまたもやのけぞった。腰のあたりに、にぶい痛みがはしる。

「は、なんとも、ありがたいことでございます」

　その拍ひよう子しに、さっきまでの考えを忘れて、思わず、そう口走っていたりなんかする老人であった。

「で、その怪物はどこにいるのでしょうか？」

「遺い跡せきです」

　答えてから、これじゃ、まるでからかっているみたいだと、少しあわてた。

「なるほど、遺跡ですか」

　しかし、イシュカは、ゆったりとうなずいただけである。わかっているのやら、いないのやら。

「それで、その遺跡というのは、どのあたりにあるのです？」

　あまりにも悠ゆう然ぜんとしている、そのようすに、さきほど言いかけたことも忘れて、老人は、返答してしまった。

「この村から、南の方角に、川沿いにしばらく行きます。すると、右手のほうに、赤い岩いわ肌はだの小さな岩山が見えてきますだ。そのふもとにあります。たいした距離じゃありません。今からでも、日が高いうちにたどりつけるでしょう」

「わかりました」

　イシュカは、うなずきながら立ちあがった。

「あの、もうお発たちで？」

　老人は、驚いて話しかけた。ずいぶん以前に、小鬼ゴブリンの群れがすみついた時に雇やとった冒ぼう険けん者は、怪物退治は、慎しん重ちようを期さねばならないと称しようして、丸一日休きゆう憩けいしてから出発していったのだ。おまけに村の若い者を手伝いにかりだすことまでした。報ほう酬しゆうの交こう渉しようだって、ほとんど半日がかりだったのだ。

「はい。ライリー神は、戦うと定めたならば、全力をつくせとおっしゃっておられますから」

「しかし、相手の正体も知らずでは……」

　老人の忠告を聞く暇もあらばこそ。

　イシュカは、すでに駆けるようないきおいで歩きだしていた。扉とびらは、まるで、みずから送りだそうとしてるみたいに開いた。ぐずぐずしていて、壊こわされるのがいやだったのだろうか。

「いや、それは、全速力でって意味ではないんではないでしょうかのう」

　扉がふたたび閉まる頃、老人は、ぽつりとつぶやいた。

　そして、ため息をつきながら、扉に背をむけると、ゆっくりと腰をおろした。茶がなみなみと注がれた椀わんを、ゆっくりと口に運ぶ。若い神官の運命に、思いをはせながら……。

「一つ忘れていましたっ！」

「うわわわっ！」

　耳元でいきなり、ばかでかい声がして、老人は椅子からころげおちた。

「怪かい物ぶつというのは、どんなやつですか？」

　いつのまに戻もどってきたのか、イシュカだった。

　しかし、老人からの答えはなかった。腰を痛めてしまって、それどころではなかったからである。

　神官が、老人に怪け我がをさせてどーする。
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「きゃっ」

　足早に歩いていたその若い傭よう兵へいは、後ろから声をかけられる寸前に素早くふりむいた。視線が鋭するどい。だものだから、声をかけようとしていた若い女は、思わず悲鳴をあげてしまったというわけである。

「あ、ご、ごめんなさい」

　頭をさげながらも、女の視線は、その傭兵の顔から離はなれなかった。

　美形である。

　それも、とびきりの。

　年の頃は、二十を少々超こえたあたりだろうか。長く伸のばした髪かみを、無雑作に背中で束ねている。切れ長の瞳ひとみは、どことなくものうげで、女ごころを震ふるわせる。

　こんちくしょー、てめー、俺をばかにしやがってぇ、と、容姿に劣れつ等とう感を抱いだいている男なら、そう叫さけぶこと間ま違ちがいなしの容よう貌ぼうであった。

「あの、ちょっとよろしいでしょうか」

　青年は、軽くうなずいた。

　その、ほんの小さな仕草が、また色っぽかったりするのである。

　男の色気、というやつだ。それも、男には通用しないたぐいの、女性だけが感じとる色気である。まあ、男相手にも色っぽかったりなんかすると、傭兵稼か業ぎようでやっていくには、よぶんな苦労が増えたりするであろうけれども。

「その、じつは……」

　青年は、軽く首を傾かたむけて、続きをうながした。

「ええと、その、……」

　女は、頰ほおを染めてもじもじしている。平凡そうな村の娘だ。もっとも、肉感的なくちびると、発達した胸と腰こしは、なかなかどうして、平凡にはほど遠かったりする。

　青年は、じっと娘が言葉を続けるのを待っていた。

「これ、落とされましたけど」

　娘は、小さな布をさしだした。フリルのついた、桃もも色いろの手巾ハンカチである。猫ねこの刺ししゅうがしてあって、つたない字で名前がかいてある。

　すらん。

　それが、青年傭兵の名前であった。

　正しくは、スランバードなのだが、いつもスランと呼ばれている。

「あなたの、ですよね？　さっき、汗あせをふくのに布をひっぱりだされた時に、そこから落ちたんですけど」

　スランは、つとめて表情を変えないようにしながら、それを受け取った。

「何か、思い出がおありなんでしょう。だって、手巾ハンカチなら他ほかにもおもちなんだし」

　スランは、答えを返さなかった。ただ、遠くを見つめていた。

　雲の彼方かなたの、失われた遠い日々を見ているのだ。

　と、そう娘は思った。

　スランは、そっと手をのばして、娘の頰にふれた。哀かなしげな瞳で、彼女の目をのぞきこむ。

「あ」

　じっと見つめられて、へなへなと娘の腰が砕くだける。

　ひし、とスランの肘ひじにすがったりなんかして。それでもって、うるんだ目で、じっと見上げたりなんかもして。

　さらには、スランの口もとに優しげな笑えみも浮うかんだりなんかしちゃったりして。

　それから、彼は、娘に手を貸して立ちあがらせると、すっと背を向けた。

「あ、あの」

　娘の声にもふりかえらない。

　その背中には、孤こ独どくと哀あい愁しゆうがにじみ出ていた、わざとらしく。

「待ってください」

　娘が、その背中に抱きついた。それを、スランが優しくもぎはなそうとする。

「お願い、あたし、思い上がるつもりはありませんけど」

　スランは、娘の肩かたをそっと抱きよせて、道みち端ばたの森へと消えた。

　うまいっ！

　畜ちく生しよう、馬ば鹿かやろう、てめぇなんざぁ、男の敵だっ。女の敵でもあるぞっ。

　それはさておき。

　それから、太陽がかなり傾いた頃になって。

　スランは、足早に街かい道どうを歩いていた。

　すっかり時間をつぶしてしまった。このままでは、カネダインで落ちあうことになっている相棒の少年傭兵ソアラとの約束に、遅おくれてしまいそうだ。

　だったら、ああいうところで、余計な時間を使わなければよさそうなものなのだが。

　そこはそれ、男の性さがというものであろう。

　スランは、ふと思いだした。昔、同じ傭兵隊にこのあたり出身の男がいたのだ。スランは、なるべく、人の思い出話は聞いておくことにしている。どこで、どう、その知識が役に立つかわからないからだ。

　その男は、山やま越ごえの間道の話をしていた。かなりの近道だとか。

　スランは、街道をはずれて、記き憶おくを頼たよりに歩きだした。約束に遅れるわけにはいかない。何せ、ソアラは、幼い頃に家族が離り散さんしたせいか、一人になるのを極きよく端たんに嫌きらうのだ。
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「どわったったった！」

　イシュカは、穴に落ちた。

「う～む、なんということだ」

　もちろん、いくら彼でも、元から開いている穴に落ちたわけではない。

　彼が、足をおろすまでは、そこは床ゆかだったのである。床が崩くずれたのだと言えば、わかりやすいだろうか。

　さいわい、落下したのはたいした距きよ離りではなかった。

　おまけに下には網あみがあって、柔やわらかく彼を受け止めてくれた。

　これで、網が、人ひと喰くい蜘ぐ蛛もの網でなければ、まったくなんの問題もなかっただろう。

　しかし、残念ながら、それは人喰い蜘蛛の網で、おまけに蜘蛛は、すぐ目の前にいたりするのだった。

　しゃぐしゃぐしゃぐしゃぐ。

　全身にはえた剛ごう毛もうがこすれあって、そんな音がする。八本の脚あしを巧たくみに動かして、人喰い蜘蛛はイシュカに迫せまってくる。

　イシュカに負けない巨きよ大だいさだった。

「うぬ、待ち伏ぶせとは卑ひ怯きようだぞっ」

　人喰い蜘蛛は、彼の言葉に、まるで反応をしめさなかった。

　当たり前である。

　しかし、もしも、それなりの知性と表現方法をもっていたとしたら、彼──あるいは彼女──は、イシュカの言葉に、非常な不満をしめしたに違ちがいない。

　人喰い蜘蛛は、別段、待ち伏せをしていたわけではないのだ。イシュカのほうから、勝手に網に飛びこんできたのである。

　人喰い蜘蛛とは呼ばれているが、主食は人間ではない。人に限らず、温かい血をもった生き物なら、なんでもこいだ。喰くうというよりは、体液をすするのである。好き好んで、わざわざ人里まで出ていったりするわけでもないし。人の血もすする蜘蛛、というのが正しい。

　なんと呼ぼうが、イシュカが助かるわけではないけれども。

「ええい、正々堂々と勝負をせんかっ！」

　イシュカが、怒ど鳴なる。

　彼は、全身べったりと網に貼はりついていた。網の上に、仰あお向むけに寝ねるような形で落ちたのだから、しかたがない。ふつうなら、とっさに受け身をとろうとするものなのだが、まあ、距離が短かったので、その暇ひまもなかったのだろう。

　蜘蛛は、ゆっくりと、イシュカのまわりをめぐっている。ここまで、しっかりと貼りついてしまっている獲え物ものも珍めずらしいので、かえって警けい戒かいしているのかもしれない。

「くっくっく、剣けんさえ抜ぬければ、貴様などっ」

　イシュカは、やっぱり、ぴくりとも動けないでいる。

　しゃぎーっ。

　人喰い蜘蛛が吠ほえた。

　ようやく、襲おそいかかる決心がついたらしい。

「ええい、来るならば来い。ライリーの神しん官かんはむざむざと殺されはせんぞ」

　そんなこと言ったって、どうしようもないのである。

　人喰い蜘蛛が、牙きばをがちがちと打ち鳴らした。

「がうーっ」

　それに応こたえるように、イシュカも歯をむきだした。丈じよう夫ぶそうな歯である。

　しかし、蜘蛛の丈夫そうな殻からをかみ砕くには、いささか力不足の感はいなめなかった。

　しゃぐしゃぐしゃぐしゃぐ。

　蜘蛛が、イシュカにのしかかる。

　生き物の急所は、本能で知っていた。蜘蛛の牙が、喉のど笛ぶえをかみ裂さこうとしている。

「でぇぇぇい、卑怯だぞ。正々堂々と勝負したまえ。なっ、するべきだ。そうでなければ、死後、ライリー神の裁きの庭でっ」

　ライリー神も、巨大蜘蛛まで裁いているほど暇ではあるまい。

「やめろ、やめたまえ～っ」

　叫んだ瞬しゆん間かんに。

　目の前が、真っ赤に染まった。
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　さて、時間を少し溯さかのぼろう。

　イシュカが、遺い跡せきに足を踏ふみ入れた直後のことである。

　なんとも、驚おどろいたことに。

　タリアは、遺跡にたどりついていた。山を越え、森を抜け、今、彼女の目の前には、遺跡がある。

　ほんのささいな、石造りの建物なのだけれど。

　驚くほどのことではないはずなのだが、なぜか驚かれてしまうのである。

　いちばん驚いているのが、あるいは当の本人であったりするかもしれないのが、ちょっぴり情けない。

「あ～疲つかれた」

　聞いてくれる者もいないのだが、タリアは、そう大声で言ってから、倒たおれた石柱に腰をおろした。

　精せい緻ちな紋もん様ようが刻みこまれたその石柱は、古代魔ま法ほう帝てい国こく中期の典型的な様式であった。

　といっても、タリアには全然、そんなことはわからないのだけどね。

　魔ま術じゆつ師しにとって、古代魔法帝国についての知識は、大変に重要なものである。それは、魔術師にとって憧あこがれの時代であったり、あるいは生しよう涯がいをかけての研究の対象であったりするのだ。

　しかし、タリアは、なぁんにも深いことを考えずに魔術を学んでいたので、古代帝国についても、とおりいっぺんのこと以外は、ほとんど勉強してなかったのだった。

　そんな彼女でも、いくらかはわかることがある。一口に遺跡と言ったって、いろんな種類があるのだ。要するに、昔々の建物の残ざん骸がいから、かつてはただの民家だったところもあれば、神しん殿でんや宮きゆう殿でんもある。

　じゃあ、この遺跡はなんだったかというと、どうやら、神殿の一種だったらしい。

　なぜ、それがわかるかというと、見慣れた知識神クーダの聖印ホーリーシンボルが、入り口の真正面に飾かざってあったからだ。

　けれど、それとならんでいるもう一つの聖印ホーリーシンボルが、どんな神さまのものなのかは、タリアにもわからなかった。

「さ、のんびり休んでる場合じゃないよね。早くしないと、日が暮れちゃうもん」

　と言いながら、タリアは立ちあがらなかった。

　太陽は、まだまだ高いが、のんびりしていて、遺跡の中で夜を迎むかえるのは、あんまり嬉うれしくない。

「行かないと、駄だ目めなんだよね。じっとしていても、見つからないもんね、宝物は」

　タリアは、一いつ所しよ懸けん命めい、自分に言い聞かせている。

「う～、でも、やなんだもの～」

　タリアは、いやいやをした。

　し～ん。

　誰だれも、返事をするものはない。ちょっぴり虚むなしかった。

「行こ」

　タリアは、ようやく立ちあがった。

　どたどたと、古代の神殿に足を踏み入れる。わざと騒さわがしくしているわけではないが、静かにしようと努力している風にも見えなかった。

　遺跡には、よく罠わなが仕し掛かけてあったりすると聞いているので、ちょんちょんと杖つえで足元をつついたりしながら、タリアは進んでいった。

「思ったより、殺風景よね」

　口にしてから、ため息をつく。返事をしてくれる相手がいるわけでもないから、こんなふうに言葉を口にしたってしかたがないのになぁ、と思ったのだ。でも、だからといって、黙だまっていると、どうも余計な不安がわきあがってくるし。

　他人にいちいち指図されるのがいやで、こうして一人で旅をしているけれど、相あい槌づちを打ってくれる相手がまるでいないというのも、それはそれでイライラするものだ。

　コンコンと床を叩たたいて進みながら、タリアはそんな風に考えていた。一人旅をはじめて三か月。ちょっぴり気弱になっているのかもしれない。

「はにゃっ？」

　タリアは、かくんと前につんのめった。がくん、というほどではないから、すぐに立ち直る。

　つんのめったのは、ふりおろした杖に手ごたえがなかったせいだ。

　目前の床に、大きな穴が開いていた。杖の先せん端たんを、そこにふりおろしてしまったらしい。

「危なかった。杖で探さぐってなかったら、落ちちゃうところだったわね」

　タリアは、腕うでを組んで、自分の周しゆう到とうさに感心した。

　ちゃんと目を見開いてさえいれば、ふつう落ちるはずないと思うが。

「もしも、落ちてたら、大変なことになってたわよね」

　言いながら、タリアは穴の中をのぞきこんだ。

　下で待っているのは、逆さに植えられた槍やりの群れだろうか、それとも酸の池かしら。タリアは、今まで色々と聞いた遺跡の噂うわさを思いだしていた。

　どう見たって自然に崩れた穴の底に、そんなものがあるわきゃないのである。

　そこにタリアが見たものは。

　人間ほども大きな、毛むくじゃらの真っ黒な蜘蛛であった。

「いっ、や～っ！」

　嫌いやだと言われても、蜘蛛なのであった。

「わたいは、脚がいっぱいある生き物は、きらいなのっ」

　きらいだって言われても、蜘蛛には脚が八本あるのがあたりまえなのである。

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや、ずぅぇったぁいに、いっやぁ～っっっっっ！　ヴァーナ・フール!!（ふっとべ、爆ばく発はつして、燃やしちゃって！　わたいは、あんなもの嫌きらいなの。嫌いなものは、なくなるのが正しいの。なくならせるためには、燃やしちゃうのがいちばんなの。だから火が必要。わたいが必要なものは、ここにあるのよ。なきゃ、いけないの。さ、ぐずぐずしてないで、現れなさい）」

　絶ぜつ叫きようじみた呪じゆ文もんに応えて、タリアの手の中に、真しん紅くの光球が現れた。げに恐おそろしきは、興奮状態の女性である。いつもより、はるかに呪文の効果が大きくなった。

　一いつ瞬しゆんにして、三倍近い大きさにふくれあがった光球を、タリアは相手も見ずに投げおろした。

　どご～んっ！

　蜘蛛にぶつかったとたん、それは、大きくふくれあがって、蜘蛛を消し炭に変えた。

　火は、蜘蛛の網にも燃えうつって、そいつも燃えあがらせた。

　網に引っかかっていたものが灰にならなかったのは、ただの偶ぐう然ぜん以外のなにものでもない。

　ほんのちょっぴりは、戦神ライリーの加護があったのかもしれないけれど。




　　　　７




「ほんとうに、ありがとうございましたぁ」

　ごりごりと額を床ゆかにすりつけて、イシュカは礼を言った。全身、真っ黒焦こげである。といっても、火傷やけどは、自分の神聖魔ま法ほうで治ち療りようしてある。しかし、治ち癒ゆの魔法でも、なくなった眉まゆ毛げは再生が利きかない。けっこう、怖こわい顔になっている。

「あなたが魔法を使ってくださらなかったら、このイシュカ・アーケナ、どうなっていたことか。まこと、偉い大だいなるライリーのお導きでございましょう」

「ん」

　言われたタリアは、鷹おう揚ようにうなずいている。イシュカを助けるつもりは毛頭なかったことなど、おくびにもださない。そもそも、彼がいたことなど、気がついてすらいなかったのである。

　気づいていれば、爆ばく裂れつ火球の呪文など……、やはり使っていただろう。

　あれはもう、本能のなせるわざであったからにして。

「命を救っていただきました。この御恩は、たとえ一生をかけましても、必ずお返しをいたしますです」

「返さなくてもいいよ、そんなもの」

　と、タリアが言ったのは、単にいつまでもぺこぺこと頭をさげられているのに、退たい屈くつしただけのことである。

　しかし、イシュカのほうは、そうはとらなかった。

『おお、なんとおくゆかしい方なのだろう。それに、この余よ裕ゆうに満ちた態度。優美な仕草と容姿』

　タリアは、大口開けて、あくびしてるんだが……。

『きっと、名のある名家の御出身であられるに違ちがいない』

　このあくびによって、イシュカの思いこみは確固たるものになった。

　なぜかというに、高貴の生まれの人々は、すべてを他人に世話されて育てられるがゆえにあけっぴろげで、いらぬ羞しゆう恥ち心しんをもたず、下層階級の者など空気と同じで、行動をこそこそ隠かくしたりしないものだという知識が、彼にはあったからだ。まあ、王宮のお姫ひめさまなんか、着き替がえも全部、召めし使いにやらせるから、平気で人前でも服を脱ぬぐという話もあるけれども。

　それと、男の前でも喉のどの奥が見えるくらいの大口を開けてあくびするのとは、なんとなく違うのではないかという気がするのだが。

　どういう思いこみなんだか。

「して、姫さまは」

　いきなり、イシュカは、そう決めつけた。

「なにゆえにこのようなところにおいでになったのですか？」

　いきなり、姫などと呼ばれた場合、ふつうなら、照れるか、驚くか、否定するか、とりあえず、何か反応をしめすものだろう。

　で、タリアがどうしたかというと。

「ん？　わたい？　わたいはただの通りすがり」

　平然と受け入れたりしているのであった。

　それにしても。

　こんなところを通りすがるやつがいるかっ！

「そうですか。この偉大なる偶然を、ますますライリー神に感謝いたします」

　いくらでも、していればよろしい。

「それで、これからどちらに？」

「何か、関係あるの、あなたに」

　タリアは、眉まゆをひそめた。

「は、女性の一人旅は、やはり何かと危険ですから。お送りしようかと思いまして」

「わたいなら、大だい丈じよう夫ぶ。あなたを助けたんだから、あなたより強いわけだもの。強い人が、弱い人に送ってもらうことはないでしょ」

　理り屈くつとしては正しいかもしれない。前提条件に、いささかの難があるが。

「いいえ、これは、ライリーの神しん官かんとしての義務でございますから」

　そんな義務はない。

「とは申せ、私わたくしは、これから、この遺い跡せきに巣くう怪かい物ぶつを退治せねばなりません。できましたら、それが終わるまで、どこかこのあたりで待っていていただきたいのですが」

　怪物が住んでいる遺跡の、すぐ近くで待っていろと？

「うんとねぇ、あなた、ここに入ってくの？」

　しばらく考えた後で、タリアは言った。

「はい。それが、ライリー神が私にお与あたえになられた使命なのです」

「どうしても入る？」

　イシュカは悩なやんだ。命を救われたことはありがたい。しかし、村人たちを見捨てるわけにもいかないのだ。

「……もうしわけございません。すぐにすませてきますので」

　どうやって、すぐにすませるつもりだ、いったい。

　その言葉を聞いて、タリアがため息をついた。

「そっか、じゃあ、しかたない。わたいも、ここに入るんだけど、くれぐれも邪じや魔まはしないでね」

「え？　しかし」

「行くと言ったら、行くの。わたいも、この奥に用事があるんだ」

　通りすがりではなかったのか？　ま、イシュカは、そんな些さ細さいな矛む盾じゆんになど、気がつく人物ではなかった。気がついたとしても、気にはしない。

「そうはまいりません。私のために姫さまを危険にさらすなどと。それはもう、姫さまのような優すぐれた魔ま術じゆつ師しの支し援えんをいただければ、大変にありがたいことではございますけれども」

　タリアは困った顔になっている。誰も、イシュカを手伝うだなんて言ってない。しかし、それをいちいち説明するのも、もはやめんどくさかった。

　イシュカは、その沈ちん黙もくを勝手に解かい釈しやくして、さらなる感かん涙るいにむせんだりする。

「ええ、ええ、姫さまのお優やさしい心こころ遣づかい、このイシュカには、すっかりわかっておりますとも」

「あのね、わたいはね、ただこの神しん殿でんの奥に行きたいだけなんだけど」

　だから、ほうっておいてほしいわけ。

「わかりました」

　わかってくれたか。タリアは、うんざりとしながら、頭をかいた。

「そうまでおっしゃっていただけるのなら、どうぞ、おいでください」

　違うってばぁ。

　と、叫さけぶ気力すら、すでに吸いとられていたりなんかして。

「このイシュカ、命に代えても、姫をお守り申しあげます」

　言ってもわからないのなら、態度でしめしてあげようか。タリアは、くるりとイシュカに背を向けると、大きな声で独り言を言った。無視だ、無視。こういうやつは無視しておくにかぎる。

「わたい、おなかへったなぁ。御ご飯はん食べよ」

　タリアは、腰こしに下げた袋ふくろからごそごそと携けい帯たい食しよくをとりだした。わたいはわたいで勝手にやるから、あんたはあんたで好きにすればいいでしょうに。

「ああ、なんと、昼食がまだでいらっしゃいましたか」

　違う。おやつの時間なのである。

「そのような下げ賤せんな物、姫が食されるべきではございません。この私が、ただちに食事の用意をさせていただきますです」

　イシュカは、そそくさと、まだくすぶっている蜘蛛くもの残ざん骸がいに近づいた。

　ぽかぽかぽかぽかっ。

　タリアは、いきなり杖つえで、イシュカの後頭部を乱打した。だだをこねてる赤ん坊ぼうの拳こぶしくらいの威い力りよくで、イシュカの分厚い頭ず蓋がい骨こつでは、痛くもなんともなかったが。

「わたいにそんなもの食べさせるつもりなのっ」

「とっ、とんでもございません」

　ふりかえったイシュカは、顔の前にかざした手を、あわてて左右にふった。

「単に火種にしようと思っただけで」

「そんなもの使ったら、臭においが移るでしょっ」

　移らんと思うが。

「そうしますと、少々火を起こすのに時間がかかりますが」

「どうでもいいから、早く行ってよ」

　きっぱりと、タリアは言った。どこかへ行ってしまってよ、という意味である。

「はい、ただちに支し度たくを」

　その返事を聞いてから、気がついた。あれじゃあ、確かに彼に食事の支度をさせることを認めてしまっていると聞こえなくもないではないか。

　もっと、早く気がつこうよ。

　しかし、一度口にした言葉を、自分自身で否定するのは、彼女の誇ほこりが許さなかった。

　ちなみに、結果的に行動で否定しちゃってる場合は、しょうがないのである。

「できましたら、発火の呪文など使っていただけますと」

　イシュカが言った。

「疲つかれるから、やだ」

『ど』がつくくらいきっぱりと、タリアは言った。

「ははっ、わかりました。火打ち石を使いましょう。すぐに、すぐに用意いたしますので、しばらく、今しばらくだけお待ちください」

　も、いいや。

　そこまでやりたいって言うんだから、しかたないよ。やらせてあげよう。どうせ、この遺跡を探検してるあいだだけだ。ここにいるあいだくらい、従者ってやつをもってみるのも面おも白しろいかもしれない。

　いちど、そう思ったら、タリアは切り替えが早かった。

「イシュカ、わたい、果物が食べたい」

　すでに十年くらいは命令しなれているみたいな口調で、タリアは言った。

「はい、ただいま、とってまいります」

　最敬礼しながら、イシュカは言った。こっちも九年くらいは命令されなれているみたいな調子だった。

　それから、ちょっと情けなさそうな顔で、タリアに向かってかがみこむ。

「あのう、姫さま。私が用意するのですから、なにも携帯食などかじっておられなくとも」

「これは、食事前の軽いおやつなのっ」

　いくら食べても太らない。森妖よう精せいが、人間族の女性から、激しい嫉しつ妬とを受ける、これがその理由であったりする。
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この短編は、「野性時代」一九九三年二月号と、一九九三年四月に刊行された「ザ・ファンタジーⅠ」（カドカワノベルズ）に収録の「白昼に絡む冒険者」に、加筆修正を加えたものです。







　解説





井いの上うえ堅けん二じ　　






　皆みな様さまこんにちは。本作、『コクーン・ワールド１　黄昏たそがれに踊おどる冒ぼう険けん者』の解説という大任を承うけたまわりました井上堅二です。どうぞ宜よろしくお願い致いたします。

　中学一年生の頃ころ、僕は本作に出会いました。

　当時、まだ小説など殆ほとんど読んだこともなく、国語の教科書に載のっている文章ですら苦手な僕は、本作の表紙に惹ひかれて手に取り、本文を読んでみた瞬しゆん間かんに、その語りかけてくるような文の読み易さに心を打たれ、広がる未知の世界と壮そう大だいな冒険の予感に魂たましいが震ふるえ、想像の翼つばさが音を立てて大きく羽ばたき──……ウソです。ぶっちゃけ表紙買いでした。弘こう司じ先生の描かかれたタリアが魅み力りよく的で、衝しよう動どう的にレジに持っていったことを今でも覚えています。

　表紙を見た時の僕のイメージはこんな感じでした。




（この髪かみの長い女の子を見守っているような男の人が、大冒険をしていずれこの子と結ばれる、そんな騎き士しの世界みたいな話なんだろうなぁ……）




　おおよそ10ページほどでしょうかね。その幻げん想そうが打ち砕くだかれるまでの枚数は。

　ところが、ではつまらなかったかというと、決してそんなことはなかったのです。前述の通り小説を殆ど読んだことのなかった僕ですが、語りかけてくるような読みやすい文章のおかげで、すんなりと本の世界に没ぼつ入にゆうすることができました。また、小説といえば『難しい』『読むのが大変』という印象を抱いだいていたのですが、個性的なキャラクター達が織り成す愉ゆ快かいなやり取りを追っているうちに、いつのまにかそんな印象はどこかに消えてしまっていました。なので、僕にとって本作は〝初めて触ふれたライトノベル〟であり、〝将来に大きな影えい響きようを与あたえた一冊〟と言えるものなのです。実際、本書を読むことがなければ僕はコメディの文章を書くようなことはなかったと言えるでしょう。




　それはそうと。解説のコーナーを頂いておいてアレなのですが……正直、何を解説したら良いのかわかりません。なにせ『源氏物語の概がい要ようを説明しなさい』と問われたら『源氏、頑がん張ばる』と答える程度の解説能力の僕です。最も適切な解説は『ここを読むなら本文の二周目に入りましょう』になってしまいます。なぜ僕を解説役に任命してくださったのか、編集部や友とも野の先生の深遠な旨し意いは僕には量はかりかねます。

　ですが、流石さすがは優ゆう秀しゆうな編集部の方々。そんな僕でも困らないよう、『作品の思い出語りでも構いません』と言ってくださいました。なので、僕と本作に関する思い出話をさせていただきます。別段為ためになる話ではありませんので、読み飛ばすことを強く推すい奨しよう致します。

　さて。宜しいでしょうか。

　前述の通り、僕と本作との出会いは中学一年生の頃でした。そして、中学生には定期試験というものが存在します。

　定期試験前。それは家でも机に向かっていなくてはならない時期。

　両親の刺さすような視線から逃のがれる為、僕は渋しぶ々しぶ机に向かっていたのですが……はっきり言ってやる気がありません。勉強はしたくない。しかし、何もしないのはあまりに退たい屈くつ。隠かくれて漫まん画がを読むのも良いのですが、すぐに読み終わってしまってやはり退屈。そこで、何か他ほかに読む物はないかと本屋を探した結果、出会ったのが本作というわけです。

　最初は〝時じ間かん潰つぶしになって比ひ較かく的てきお金のかからない本〟という感覚で購こう入にゆうしたのですが、読み始めてみるとこれが面白い。すっかり夢中になっていて、周囲の気配に対する注意など消え失うせます。

　そしてそんな時に限って、部屋に誰だれかがやってくるものです。

兄「（ガチャ）おい堅二。さっきから風ふ呂ろ沸わいたぞって──」

僕「っっ!?!?（ガサガサッ！　バタンッ！）」

　咄とつ嗟さに本を閉じ、机の引き出しの中に隠す僕。

　ですが、当然兄は僕のこんな動作を見み逃のがしません。

兄「おい。今何隠した？」

僕「え？　な、何のこと？」

兄「とぼけるな。引き出しに何か隠しただろ」

　今にして思えば、当時の僕はあまりに動どう揺ようしていたのでしょう。『勉強していないことがバレたらまずい』という考えが、いつの間にか『小説を読んでいたことがバレたらまずい』になっており、必死にそれを隠そうとしていたのです。

　自分が読んでいても自然であり、咄嗟に隠したことを追及されないもの──

僕「エ、エロ本っ！　エロ本読んでたの！」

　殴なぐりたい。当時の僕を殴り倒たおして、『お前将来その本の解説書くことになるぞ』と言いつつ頭を踏ふみにじりたい。

　友野先生、弘司先生、関係者の方々、この場を借りて謝罪致します。本当に、心の底から申し訳ありませんでした……。そもそも解説だというのにこんなエピソードを語って良いのか、自分のモラルに疑念を抱かざるを得ません。

　尚なお、引き出しにしまった本は後日『借りるぞ』というメモを残して兄の手元に召めし上げられていました。こっそり読んで気に入ったのでしょう。善よき哉かな善よき哉かな……？

　下らない思い出語りで失礼致しました。ですが真ま面じ目めなところ、僕にとって本作はとても印象深く、忘れられない一冊です。本作を読まれた方と、その楽しさや出会いの喜びを分かち合えたら幸いです。







　あとがき





安やす田だ　均ひとし　　






　嬉うれしい。とても嬉しい。コクーン・ワールドが二十三年ぶりに復刊されたのだから、これを素す直なおに喜ばずして、何を喜ぼう（『ゴーストハンター　ラプラスの魔ま』もだって？　たしかに、ぼくには盆ぼんと正月が一度に来たようなものだ。友とも野の詳しようにとっては『ルナル・サーガ』がそうだけど）。

　ちなみに、本書『コクーン・ワールド１　黄昏に踊る冒険者』は友野詳のデビュー長編でもある。

　当時一九九一年は、ぼくやグループＳＮＥにとっては──いや当時のＲＰＧ界にとっても──一つの転てん換かん期きに当たる時代だった。

　それまでの『トラベラー』にはじまり、『ダンジョンズ＆ドラゴンズ』や『クトゥルフの呼び声』など海外からのＲＰＧのタイトルの普ふ及きゆうから『ソード・ワールドＲＰＧ』という国産スタンダードタイトルの登場、『ウィザードリィ』や『ウルティマ』から『ドラゴンクエスト』『ファイナルファンタジー』などコンピュータＲＰＧの爆ばく発はつ的な拡かく大だい、一方で『ドラゴンランス戦記』『ロードス島戦記』といったＲＰＧ小説がライトファンタジー、やがてはライトノベルへと発展していく初期。

　その一方では、『ウォーロック』といった雑誌の休刊に見るように、ゲームブックのブームが翳かげりはじめ、『ロードス島戦記』もＯＶＡ（オリジナル・ビデオ・アニメ）の成功によって一段落がつきつつあった。さあ、『ソード・ワールドＲＰＧ』は堅けん調ちようだけれど、ここから新たな展開をどうしようと考えた結果、グループＳＮＥでは新入社員を募ぼ集しゆうした。

　そこで入り、一年が経つ頃、俄が然ぜん頭角を現してきたのが本書の著者、友野詳である。

　最初に雑誌に記事（ＲＰＧリプレイ）が載ったのは、一九九一年の二月だけれども、そのときには、将来有望かなくらいにしか思っていなかった。だいたい自分の加わったＲＰＧセッションで一度おもしろい経験をすると、それがリプレイになっても、筋書きは一いつ緒しよだからそんなにスゴイとは感じないものである（少なくともぼくは）。

　で、それをきれいさっぱり忘れてしまって、半年。ちょうどぼくは自分の訳したテリー・プラチェット『ディスクワールド騒そう動どう記』（角川書店）で悩なやんでいた。元はイギリスで出たＲＰＧ風ファンタジーのベストセラー。めちゃくちゃおもしろいし、大好きで、日本語で読んだ人も、オモシロ本が好きな人は大絶賛。でも、売れ行きはいま一つだったし、ぼく自身がどこかしっくりこない感じを抱かかえていた。そう、外国のユーモアはとにかく訳しにくいのである。まして、それが新しいＲＰＧ風小説とくっついたとなると、どうも直接には伝わりにくい（たとえば、ファンタジー界からこの世界の旅客機上にひょんなことから転移した主人公。その機がＴＷＡ──トランスワールドエアラインズ──なら、そりゃ笑うでしょう。でも、それを訳で説明するの？　全編こんな感じ）。

　ということで、初夏に友野詳と相談した。これこれ、こんな感じなんだが、日本人が素直にオモロイと喜べるコメディＲＰＧ小説を書かないかと。

「わかりました」一言答えた彼は、それから〝二週間〟で書き上げてきた。

　それがこの『コクーン・ワールド１　黄昏に踊る冒険者』なのである。

　読めばおわかりと思うが、ほとんど何も言うことがない。巻頭数ページ、逆さ吊づりのホブゴブリンが白目を剝むいていて……しかも、それが〝臭くさい〟。この件くだりで思わず吹ふき出してしまった。

　あとはもう、読むこと一いつ瀉しや千せん里り。リズム最高、どこもなおすところなし。たとえ、それまでお遊びで新入社員たちと、ＲＰＧセッションで遊んだことはある世界といっても、こうまで見事に「小説として」書き上げてあるとは。結果ぼくのやることは、当時のスニーカー文庫の担当編集の方に、とにかくおもしろいからこの新人の作品を出してほしいと懇こん願がんすることだけだった。

　まあ、当時は『ロードス島戦記』にしても『ラプラスの魔』にしても、べらぼうに売れまくっていたので、半信半疑だったかもしれないけれど担当編集の方はゴーサインを出してくださった（いまは、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんでとてもエラい人になっておられます）。

　結果は、これもヒットして、以降『ルナル・サーガ』や『妖よう魔ま夜や行こう』の友野詳があるというのはご存じだろう。




　今回、あらためて読み直してみて、当時のＲＰＧセッションを思い出して懐なつかしくもあったけれど、やはりおもしろいのは各「魔法」についての独特の描びよう写しやだろう。もともと『ソード・ワールドＲＰＧ』で遊んでいたこともあり、そのパロディ色も強いけれど（特にファンタジー世界の宗教）、それよりも真言魔術、精せい霊れい魔術、神官魔術のそれぞれのかける際の挙きよ措そ動作・説明がユニークで楽しく、つねにその描写を喜んでしまう。

　こういった細かい部分が綿密に（と表現するのも、コメディなので妙みようだが）考案してあることで、壮大なコクーンのパロディ世界が噓うそっぽくなく活きてくることになる。

　この第一巻では、まだ謎なぞは始まったばかりで、二巻三巻と珍ちん道どう中ちゆうはさらに過激さを増していくのだが、それは世界そのものまで巻き込んで、やがて〝コクーン〟は〝ティルト〟〝アビス〟と全十冊も続いていくこととなった。

　願わくば、今回もそうした長大な旅が続いていくよう、読者の方の盛せい大だいなご声せい援えんをお願いしたい。
















本書は１９９１年10月に刊行された『コクーン・ワールド１　黄昏に踊る冒険者』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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